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　闇やみの中で白い裸ら身しんがくねっていた。

　深い闇の中から無数の手が伸のびている。根元はひとつの黒い固まりなのに、途と中ちゆうでぐにゃりと細長く何本にも分かれ、まるで蛇へびか触しよく手しゆのように絡からみついていた。

「……やめろ……放せ……っ、く……うぅ」

　影の餌え食じきとなった清きよ良らは、息をきらしながら、必死に細い両りよう腕うでを振り回した。

　けれども、つかみ取るのは空くうばかりで、絡みつく影は追い払えない。

　これは夢だ。

　目覚めてしまえば、闇から逃げられる。

　わかっていても、気味の悪い感触が永遠とも思えるほどに続いている。

「あ、あぁ……あぁぁ……」

　胸や腹を圧あつ迫ぱくされ、あまりの苦しさに、薄うすい唇くちびるから切れ切れの呻うめきが漏もれる。

　まとわりつく影から逃げようと足搔あがいても、楽になるどころか締しめ付けがますます強くなっていく。影から伸びた触手は、いまや大きな口を開けて、清良を丸ごとのみこもうとしていた。

　いやだ……喰くわれる……っ！

　影に喰われてしまう……！

　いや、だ……っ！

　清良は声にならない叫びを上げた。

　と、その時、不思議なことに、絡んでいた影が何かを恐おそれるようにぶるりと震ふるえた。

　あ、あぁぁ……。

　な、なんだ、これは……？

　影が恐れた何かは、清良の身体からだの奥深い場所で生まれていた。

　影の力を圧するような熱ねつ塊かいだ。まるで火山の噴ふん火か口から溢あふれる溶よう岩がんのように、熱された何かが身体の芯しんで膨ふくれ上がっていた。

　この熱を御ぎよすることができれば、影を追い払える！

　逃げ場のない暗闇の中に射さしたひと筋の光に、清良は懸けん命めいにしがみついた。

　これはただの悪夢。だから、夢には夢で対たい抗こうすればいい。やり方は心得ている。

　清良は懸命に己おのれの内に潜ひそむ力を制した。

　もう少し……もう少しで悪夢から脱だつすることができる。

　だが、これで助かると思ったのは早計だった。体内で生まれた熱塊が、止とどまるところを知らずに膨れ上がってきたのだ。

　絡みついていた影さえも恐れ戦おののかせるほどの勢いで、熱塊が暴れ出す。

　熱の固まりは圧あつ倒とう的てきな勢いで、すべてを変えていった。膨れ上がるたびに、清良の白い裸身はびくんびくんとのたうった。

　全身が焼き尽つくされたようで、特にひどいのは頭部だった。額の上、左右二箇所が焼けついている。頭の中から鬼おにの角のように硬かたいものが盛り上がってきた。

　清良は全身を震わせた。自分がまったく別の生き物になっていくようで、空恐ろしかった。

　これは何？　角？

　いやだ！　誰だれか、……止めて……っ！

　お、鬼に……っ、鬼になってしまう！

　いやだ！

　だ、誰かっ、た、助けて……っ！

　必死に叫んだ時だった。

　熱に侵おかされ変形しかけた身体を、ふわりと抱きしめられた。

「あ……」

「大だい丈じよう夫ぶだ……」

　耳元で優しく囁ささやかれ、清良は懸命に声の主に縋すがりついた。

「……うぅ……いや……だ。鬼になってしまう」

　童のように泣きながら訴うつたえると、宥なだめるようにやわらかく背中を叩たたかれる。

「怖こわがることはない……おまえは鬼になどならない」

「で、でも……か、身体がおかしい……。どこか変化してしまった……」

「大丈夫だ。おまえは鬼になどならない」

　声の主はしっかりと清良を抱きしめながらくり返した。

「鬼にならない？　……本当に？」

「ああ、本当だ。おまえはどこもおかしくない」

「よかった……」

　清良はようやく安あん堵どの吐と息いきを漏らした。

　けれども、男に抱かれている身体はまだ燃え盛っているかのように熱い。鬼になってしまうとの恐きよう怖ふは薄らいだのに、不安が残っていた。

「どうした？　身体がまだ熱いのか？」

　くすりと笑いを含ふくんだような声で訊たずねられ、清良はびくりと震えた。

「熱い……。熱くて熱くて、どうにかなってしまいそうだ……」

「それなら、俺が治してやろう。簡単なことだ」

「どうやって……？」

「おまえを抱く」

「えっ？」

「それで身体の中に溜たまった熱を一気に放出すればいい」

　思いもかけないことを言われ、清良は息をのんだ。

　自分を抱いているのは逞たくましい男だ。でも、暗闇の中では姿がはっきりしない。

　男のほうは自分を知っているらしいが、清良にはまったく覚えがなかった。

「何を躊ちゆう躇ちよしている？　おまえは俺の番つがい。運命でそう定められている。だから迷うことはない」

「い、いったいなんの話を？　それに、番つがいとはどういう意味？　まるで獣けもののような言い方……」

「番つがいは番つがいだ。俺もおまえもただの人間ではない。わかっているだろう？」

　平然と言われ、清良はぎくりとなった。

　ただの人間ではない。

　その言葉が頭の中で何度も木霊こだまする。

　やはり、自分はそうだったのか？　人間の皮を被かぶっているだけで、本ほん性せいは鬼だったのか？

　いや、そんなはずはない。

「わ、私は人間だ！」

　思わず強く言い募つのると、男は声を立てて笑い出す。

「今さらだろう。俺の本当の姿が見たいなら、今すぐ変へん化げしてやろう。本性のままで抱き合うのが一番だからな」

「えっ？」

　驚おどろきの声を上げたせつな、清良を抱いていた腕が、ふいに形を変え始めた。

　硬い筋肉の感触がなくなって、ひどく曖あい昧まいなものに変わったかと思うと、次にはそれがふわふわの毛の固まりになったのだ。

「さあ、契ちぎりを交かわすぞ」

　そう言った男の声は変わりない。

　だが、清良の身体を押し倒してきたのは、人間ではなく大きな漆しつ黒こくの獣だった。

　前まえ肢あしで肩かたのあたりを押されると、簡単に仰あお向むけになってしまう。上から覆おおい被さってきたものに、清良は声すら上げられなかった。

　鋭するどい鉤かぎ爪づめは隠かくしているが、のしかかられただけで脅きよう威いだ。

「おまえは、想像していたとおり、いい匂においがする。おまえをこの手で抱ける日を、長い間待っていた」

　獣と化した男は、清良の肌はだに鼻先を押しつけ、匂いを嗅かいでいる。

「やっ、な、何を……するっ？」

　動転した清良は獣から逃のがれようと、必死に身をよじった。

　けれども太い前肢でがっちり両肩を押さえられ、身体をずらすことさえできなかった。

「おまえは我が運命の番つがい……最高の悦えつ楽らくを与えよう」

　獣は不ふ遜そんに言い放つ。

「ま、待て！　な、何をする気だ？　ま、まさか……私を犯そうとでもいうの……ひ、っ！」

　あとは声にならなかった。

「怖がることはない。これが本来の姿だ。おまえだって、知っているはずだぞ」

「し、知らない……」

　清良は必死に首を振った。

　暗闇の中でも徐じよ々じよに目が慣れてくる。

　のしかかっている獣は狼おおかみに似ていた。闇やみと同化したような漆黒の狼だ。毛先だけが銀色に光っている。

　こんな大きな狼が存在するとは、今まで聞いたこともない。人の言葉を話す獣というだけで、普ふ通つうではない。これはきっと闇が生んだ妖あやかしだろう。

「知らないと言い張るなら、思い出させてやるまでだ」

　皮肉っぽく言う狼に、清良は言葉もなかった。

　黒い獣は頭を下げ、ぺろりと清良の頰ほおをひと舐なめする。

「……っ」

　思わず横を向くと、今度は長い舌が首筋を這はった。

　顔をそむけるだけが精せい一いつ杯ぱいで、身体はよじることもできない。

　次に狙ねらわれたのは小さく形のいい耳だった。髪かみの生え際ぎわをねっとり舐められ、そのあと耳じ朶だを咥くわえられた。

　鋭い牙が肌の上を滑すべると小刻みに身体が震える。

「んっ……ぅぅ」

　清良がくぐもった呻きを漏らすと、黒い獣はさらに顔中を舐め回してくる。唇から鼻へと長い舌を滑らされた時は、鳥とり肌はだが立った。

「どこを舐めても甘い……極ごく上じようの甘さだ」

　呟いた獣は、まるで飴あめでもしゃぶるかのように清良を味わっている。

　そのうえ獣は舌先を尖らせ、口の中まで犯し始めた。

「んぅ……く、ふぅ」

　必死に逃れようと思っても、果たせなかった。

　無理やり舌を巻きつけられて、吸い上げられる。

「……ぅう……んぅ」

　獣はまるで人間同士の口接のように清良の唇を貪むさぼり、そのあと項うなじに鼻先をつける。そうして最後には喉のどから胸へと舌を這わせてきた。

　長い舌先が小さな痼しこりの上に到とう達たつすると、ざわりと全身に震えが走った。

「くっ……うぅ」

　悲鳴を上げたくなるのを懸けん命めいに嚙かみ殺す。

　獣は盛んに胸の尖りを刺し激げきした。そのうえ固く凝こごった場所に、鋭い牙先まで滑らされる。

「いやだ……っ、や、ああっ」

　清良はとうとう高い声を放った。

　舐められている胸からおかしな疼うずきが生まれ、身体中に伝わっていく。

　胸に気を取られていると、狼の舌がさらに下降して、あろうことか花か芯しんを咥えられてしまう。

　最初から一糸も纏まとっていない状態で、避さける手立てはなかった。

「ひ……っ」

　裂さけた口に花芯が全部のみ込まれ、息が止まる。

　敏びん感かんな先端に牙が当たると、背筋を這い上がってきた恐怖でぶるりと腰が震えた。

　花芯を咥えた獣は、器用に舌を巻きつかせ、さらに刺激を与えてくる。ざらつく舌で花芯を根元からぞろりと舐め上げられる。

「あ、……ふっ、く……んんっ……ぅ」

　どくりと血が集中していくのは、もう止めようがなかった。形を変えると、獣はさらに清良を駆かり立てにかかる。

　いやらしい動きはいやでも快感を運んでくる。花芯は最大まで張りつめ、先端にもじわりと蜜みつが溜たまり始めた。

「あっ、……あっ……ああっ」

　舌は蜜をこぼす先端に留とどまった。すべてを舐め取ってもまだ満足しないように、小さな窪くぼみの中まで舌の先端を潜もぐり込まされ、押し広げられる。

「いやっ、ああっ……っ」

　清良は悲鳴のような声を上げながら仰け反った。

　いっぺんに欲望を噴き上げてしまいそうなほどに追いつめられる。

　獣に犯されて達してしまう。

　それだけは、いやだ。そんなことをされたら、生きてはいけない！

　そう思ったせつなだった。

　清良にのしかかっていた獣が、ふいにまた変化を始めた。

　まるで清良の心の叫びが聞こえたかのように、獣の姿が薄うすれていく。

　そうしてさほど間を置かずに、再び逞しい人間の男が出現していた。

「おまえは、まだ思い出さないのか。仕方ないな」

　男はそんなことを呟いて嘆たん息そくする。

　清良はほっと緊きん張ちようをゆるめた。

　だが、次の瞬間、男は再び驚くべきことを言い出す。

「本来の姿でおまえと番つがうのは、またの機会としよう」

「な、何を言って……」

　清良は思わず男の胸を押し返した。

　けれども男はあっさり清良の手を手た繰ぐり寄せ、力強く抱き込んでしまう。

　あっと思った時には、また唇を塞ふさがれた。

　獣の舌でも散々嬲なぶられた。しかし、男の熱い舌の動きはその比ではなかった。

　いやらしく絡からめられた舌をしっとりと吸われ、清良はすぐに夢見心ごこ地ちにさせられる。

「んぅ……ふ、く……ぅ」

　甘い口接に気が遠くなってしまう。

　何故なぜか身体中が痺しびれたように熱くなって、胸が苦しい。なのに、男に口づけられていることが、気持ちいいと思ってしまう。

「ん、あ……んぅ」

　男は清良の身体中に舌を這わせてきた。胸の尖りを口に含ふくまれ、何度も舌で擦こすられる。

　そのうえ男は腹から臍へそ、さらに下方まで口を滑らせ、最後にはまた清良の花芯を咥えてきた。

「や、あっ……あ、んぅ」

　一度静まっていたのに、清良は前よりさらに高こう揚ようさせられる。

　肌の上を滑る男の舌と指に、全神経が反応した。

　男は唇を離したあとも、巧たくみに清良を駆り立ててくる。

「ああぁ……あ、あっ、うぅ」

　今にも達しそうになって腰を揺らすと、男はもっと恥はずかしい場所にまで指先を伸ばしてきた。

「ここも熱くなっているな」

「や、んんっ」

　指を潜り込まされたのは、ひっそりと息づく蕾つぼみだった。

　身体中を蕩とろかされていた清良は、抵てい抗こうもなく男の指を受け入れてしまう。

　その後も男は清良の身体を余すところなく愛あい撫ぶして、これ以上ない高みまで清良を導いていった。

　熱く蕩けた蕾に、男の滾たぎった剛ごう直ちよくが擦りつけられても、清良はもう抵抗ひとつできない有り様と成り果てていた。

「おまえだけが俺の番つがいだ……受け入れろ、最後まで」

「ああっ……あ、く……っぅう」

　背後から腰をかかえられ、逞たくましいもので最さい奥おうを犯された。狭い場所に無理やり巨大なものがめり込んでくる。　>>>♥

「あ、あぁ……あ、……ぁぁ……」

　清良は喘あえぐように細い声を漏らすだけだった。

　闇の中で、どこの誰ともわからぬ男に最奥まで犯されている。

　しかし、何故か恐怖は感じなかった。

　最奥を埋め尽くす熱さに、身体中が震えるだけだった。

「…………早く思い出せ。おまえは俺の番つがい……、早く思い出せ……」

　背後から清良を犯す男が、耳元で熱く囁く。

　あなたは、誰だ？

　どうして、私を……？

　脳のう裏りに浮かんだ疑問は、圧倒的な悦えつ楽らくのもとに霧む散さんしてしまう。

　そうして清良は、目覚めの時がくるまで、男に犯され続けたのだ。
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一






　陰おん陽みよう寮りようの若き天文博士・土つち御み門かど清良は、黒こく曜よう石せきのような双そう眸ぼうを細め、西の方かたを見やった。

　ほっそりとした肢し体たいに、艶つややかな狩かり衣ぎぬを纏っている。清良の横顔は淡たん麗れいというに相応ふさわしく、真っ直ぐに伸びた黒くろ髪かみを背中でひとつに結び、烏帽子えぼしを被った姿には、誰もが視線を引きつけられるほどだった。

　その清良が眺ながめているのは、何艘そうもの船が係留されている難波なにわ津づの光景だ。

　これより三の皇子みこ・泉せんの宮みやの供をして、西方へと旅立つことになっている。

　けれども清良は、胸に巣くう一いち抹まつの不安を打ち消せなかった。

　夏の陽ひがじりじりと照りつけている。しかし、晴れ渡っていた空には、薄い雲が広がりつつあった。眼前に広がる海から、湿り気を帯びた不快な風がゆるく吹きつけてくる。その風に乗って、ふっと聞こえてきた声があった。

　──早く……ここまで来い……。待って、いるぞ、……清良……。

　鼓こ膜まくに達した低い囁きに、清良はどくんと心の臓を鳴らせた。

　今、誰かが……私を呼んでいた、のか……？

　振り返ってみても、それらしい人影はない。そばに立っているのは弟の詞し音おんだけだ。

　似合わぬ狩衣を着込んだ弟は四歳下。まだ幼さの残る顔で、烏帽子から癖くせのある明るい色の髪がはみ出している。詞音は長旅に出る兄をどうしても見送りたいと、都からこの難波津までついてきたのだ。

　その弟が、清良の様子を見て、怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

「どうかなさったのですか、兄上？」

「いや、なんでもない」

　清良はゆるくかぶりを振った。

　名前を呼ばれた気がしたけれど、単なる空そら耳みみだろう。あたりには悪戯いたずら好きの妖あやかしもいない。おそらく風が運んできただけの声だ。

「何やら雲行きが怪あやしいようですが、大丈夫でしょうか？」

　先刻までの清良の憂ゆう慮りよが移ったかのように、詞音が不安げに言葉を重ねる。

　清良は母親違いの弟を安心させるように、やわらかく微笑ほほえんだ。

「心配せずとも大丈夫だ、詞音。あちらを見てごらん。船出の支し度たくをしている水夫かこたちは、皆平気な顔をしているだろう？　嵐が来るなら、あの者たちが真っ先に騒さわぎ出すはずだよ？」

　清良はそう言って、大小二本の帆ほ柱ばしらを立てた船を指さした。

　異国へも渡れる船は、まわりを圧倒する大きさで、朱色に塗ぬられた外装も真新しい。甲かん板ぱんの上では大勢の水夫が忙しげに動き回っていた。

「でも、兄上。陰陽寮で行った占せんでは、悪い目が出ていたのでしょう？」

　詞音は水夫の様子を見ても、まだ納なつ得とくがいかないように言い返してくる。

　弟が不安に思うのも無理はない。

　馬鹿馬鹿しい話だが、目的地は「鬼おにヶが島しま」ということになっていた。

　小鬼なら都にもたくさん存在する。そんな小物ではなく、〝力〟を蓄たくわえた鬼どもが集まるような禍まが々まがしい場所が、もし本当にあるならば、その徴ちよう候こうは必ず占に現れる。陰陽寮で行った星ほし占うらや式ちよく占せんでは、確かに「旅は控ひかえたほうがよい」との結果が出た。しかし、その答えが、鬼ヶ島などというものに関係しているわけではない。

　ともかく不安要素がある限り、旅立ちは見送るべきだ。

　清良はその旨むねを何度も泉宮に進言した。だが武官にも勝まさる勇ゆう猛もうさで知られる皇子は、「嵐など我が気力で吹き飛ばしてくれようぞ」と豪ごう快かいに笑ってみせただけだ。

　清良は有能な陰陽師と認められたからこそ、陰陽寮の天文博士を拝命することとなった。皇子の供を仰おおせつかったのも、実力を認められているからだ。

　なのに、肝かん心じんの占は信じてもらえない。己の力不足を思うと、ため息が出てしまいそうだ。

　せめて弟だけは、これ以上心配させまいと、清良は努めて明るい表情で答えた。

「詞音。そなたが案ずることは何もない。占は占。禍わざわいの目があるなら避けるにこしたことはないが、それですべてが決するわけでもない。鬼ヶ島というのはただの噂うわさ。そんな場所は存在しない。長旅になるゆえ、多少は難なん儀ぎなこともあろう。そのためにこそ、私がお供をするのだ。だから詞音、しっかりと留守を頼たのむぞ」

「わかりました、兄上。お留守の間のことは、この詞音にお任せください。でも、できるだけ早くお帰りになってくださいね。三の皇子のお供で西国へ行かれるのは、名めい誉よなことだと思いますが、正直に言うと、兄上がいらっしゃらないと寂さびしいです」

　てらいなく言ってのけた詞音に、清良は思わずほっと息をついた。この素す直なおさには、いつも胸が温かくなる。

　弟はもうすぐ十八歳。土御門家は陰陽道の名門として知られるが、強い霊れい力りよくを持って生まれたのは清良のみ。残念ながら詞音にはまったくその才がなかった。それでも詞音は陰陽師になることを諦あきらめず、日々陰陽道の研けん鑽さんに勤いそしんでいた。少し前にようやく念願が叶い、陰陽寮の学がく生しようとなったばかりだ。

「そなたをひとりにしたくはないけれど、皇子のご命令には逆らえなかった。すまない」

「平気ですよ、兄上。少し甘えてみただけです。だから安心して西国へ行ってきてください」

　詞音はそう言ってにっこり笑うが、本当は清良のほうが不安なのだ。

　清良の母も詞音の母も、そして二年前には先代の陰陽寮天文博士だった父さえもが、流行はやり病やまいでこの世を去った。

　強い霊力を持ち、どのように陰陽道に長たけていようと、人の生き死にに関する定めを動かすことは叶わない。祖父の代には、帝みかどのために黄泉よみの国から死し人びとを蘇よみがえらせる泰たい山ざん府ふ君くん祭さいを行ったとも伝わっているが、人が神の領域に立ち入ることは、本来許されていない。

　この旅で、もし自分の身に何かあれば、詞音は天てん涯がい孤こ独どくとなってしまう。弟を守らせるために、内ない緒しよで式しき神がみを置いてきたが、それも完全とは言えない。己が無事でいてこそ効力を発揮するが、死んでしまえば、弟を守る式神も消しよう滅めつする。

「詞音、本当にひとりで大丈夫か？」

「はい、兄上！　……あ、でも、お土産はお願いしますね。何か珍しいものがいいなぁ。今まで見たこともないようなもの」

　何が待ち受けているかわからない船旅だ。しかし、ここで動どう揺ようを見せては、大事な弟をよけいに心配させてしまう。

「わかった。お土産だな？　詞音が驚くようなものを見つけてこよう」

「はい、兄上。お願いします」

　明るい声で答えた弟に、清良はやわらかく口元を綻ほころばせた。

　それからほどなくして、船出の準備が整ったとのふれがある。

「では、行ってくる」

「お気をつけて」

　詞音の言葉にひとつ頷うなずいて、清良はいよいよ船へと乗り込んだ。

　渡し板の上を歩いている時、再び湿った風が吹きつけてくる。

　その風に乗って、またあの囁きが聞こえてきた。

　──早く、来い……。待っているぞ……。

　鼓膜を嬲なぶった声に、何故か、胸をぎゅっと締めつけられたかのような心ここ地ちになった。

　誰かが誰かを待っている。

　早く会いたいと、切実な思いを込めて呼びかけている。

　風に乗ってかすかに聞こえただけの声なのに、待ち人を思うせつない気持ちに、清良は胸を大きく揺さぶられたのだ。
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　西国行きの船は静かに出航した。

　今上帝の第三皇子を乗せるとあって、船ふな頭がしらをはじめ、水夫たちは皆、緊きん張ちようしているような様子を見せていた。

　船は昼の間だけ風を受けて進み、夜は港に入る。そして翌日の早朝、再び海へと漕こぎ出していくというくり返しになるはずだ。

　天候に恵まれて波がずっと穏やかならば、目的地まで十日ほどの旅だ。しかし、途中で海が荒れたりすれば、何日も港で待機させられることになると聞かされていた。

　三の皇子は船の中央に設けられた屋や形かたの中で、御簾みすを下ろして座している。

　下々の者たちとは顔を合わせないのが原則なので、乗船時には水夫は遠く離れた場所へと追いやられていた。

　清良はさりげなく船内の様子に目を配りつつ、皇子の御ご前ぜんへと進んだ。

　泉宮は自ら御簾を上げて、清良を迎える。

「清良、波は穏やかなようだ。少し雲が出てきた様子だが、先ほど船頭に訊ねさせたところ、天候には問題がないとのことだった。そなたの占も、時には外れるということだな」

　三の皇子はからかうような口調で言う。

　これはけっして清良の力量を馬鹿にしてのことではない。三の皇子には、皆が避けてとおる場所に、あえて踏ふみ込んでいくようなところがあった。こたびの遠えん征せいに自ら名乗りを上げたのも、そのよい例だ。

「ご用心なさるに越したことはございません」

　清良は静かにそう言うに止とどめた。

　反応の薄さに、三の皇子は面おも白しろくなさそうに、整った顔を歪ゆがめる。

　船旅とあって、清良と同じように狩衣姿だが、焚たきしめた香こうも雅みやびで、風ふう雅がを好む質たちであることを窺うかがわせる。

「そなたは本当に面白みがないな。生真面目きまじめなのはよいが、ここは船の上ぞ。宮中ではないのだ。もう少し打ち解けたらどうだ？」

「申し訳ございません」

　清良はそう謝るしかなかった。

　三の皇子にはよく呼び出しを受けるが、いつも占の相談というわけではなかった。皇子は常に気のある素そ振ぶりで、艶つやめいた文ふみなどを送ってくる。

　相手は皇子。しかも東とう宮ぐうに何かあれば、帝てい位いにつくかもしれない方だ。たとえ男子であろうと、寵ちよう愛あいを受ければそれなりの出世を遂とげることができよう。

　しかし、清良にはまったくその気がなかった。

　今は陰陽寮の天文博士として、役目をまっとうすることだけに集中したいと思っている。

　清良の代で、土御門の名に傷をつけることがあってはならない。

「そなたは相変わらずだな。しかし、こたびの旅で、私は必ずそなたをものにしてみせようぞ」

　三の皇子の軽口に、清良は我知らず頰ほおを染めた。

　遊興目当ての船旅ではない。三の皇子は、鬼ヶ島を調査するという目的で、西を目指していた。鬼ヶ島に一番近い国まで行き、そこの国司を激げき励れいするという役割を担になっているのだ。

　しかし、付き従う武官はほんの僅わずか。これが見せかけの遠征であることは、皇子も重じゆう々じゆう承知だ。それゆえ、目的地に着くまでの間、気を紛まぎらわせるものを見つけたいだけだろう。

「皇子、申し訳ないですが、私はそのような戯ざれ言ごとに耳をお貸しするつもりはございません」

　清良は、皇子の不興を買うのを覚かく悟ごのうえで、きっぱりと断り文句を口にした。

「まったく、そなたときたら、取りつく島もないな」

　皇子はそうぼやいたが、清良は深々と頭を下げただけだ。

　船旅には暗雲がつきまとっている可能性がある。それに加えて皇子の遊び心にまでつき合わされては困るというのが正直なところだった。
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　三の皇子を乗せた船は、清良の心配をよそに、順調に西へと進んでいた。

　最初の三日は何事もなく終わる。

　その夜、船を下りた一行が泊まったのは、このあたり一帯を治めている地方官かん吏りの館だった。

　すでに都を遠く離れた地だが、手入れの行き届いた館で、雅な風ふ情ぜいもある。

　官吏は皇子を迎えたことが誉ほまれで、大がかりな宴うたげを催もよおした。楽がく士しや舞まい手てを呼び集め、贅ぜいを尽つくした酒しゆ肴こうが饗きようされる。

　清良も皇子の側そば付つきとしてその宴に連なり、寝しん所じよへと引き揚あげたのは、深しん更こう近くとなってからだった。

　蔀戸しとみどを下ろした部屋には蠟ろう燭そくがひとつ灯ともされているだけだ。その火を吹き消して、清良は褥しとねに身を横たえた。

　皇子と一緒の旅には何かと気を遣つかうことが多い。近きん侍じの者から頼たよりにされるだけではなく、各宿所で皇子を歓かん待たいする者たちも、様々なことを清良に訊ねてきた。側付きに直接、皇子の好みを問うのは憚はばかりがあるとして、中間的な立場の清良に、お伺いを立ててくるのだ。

　皇子の夜よ伽とぎとして差し出す女性は、どのような姿のものがよいかなど、清良としては答えようもなかった。しかも皇子自身は、女性ではなく清良に夜伽を務めるようにと迫ってくる。

　その誘いをやんわり断るのも、ひと苦労だった。

　ようやくすべてを終えて、清良はそっとまぶたを閉じた。

　慣れぬ船旅だ。幸いなことに船酔いにはならずに済んでいたが、疲れがかなり溜まっていた。すぐに睡すい魔まが訪れ、清良は眠りについた。
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　幼い頃の夢を見ていた。

　髪を美豆良みずらに結ゆった清良は、まだ三歳ほどか。ひとりで歌留多かるた遊びをしていた。

　庭の一角で、櫻が満開に咲き誇ほこっている。清良は誘われるように庭へと下り、櫻の木に近づいた。薄うす紅べに色いろの花びらが、はらはらと舞まい落ちてきて、とても美しかった。

　幾いく片へんもの花びらが空に舞う様は、いつまで見ていても飽あきない。

　それに、花びらの中に、何故だか母の顔が見える気がした。

　清良が生まれてすぐに亡なくなったので、本当は母の顔など知らない。それでも懐なつかしさに駆られて、両手を高く差し出す。

　──母上……。

　小さく呟いたとたん、胸がつきんと痛くなった。

　母のことを思い浮かべたせいか、急に寂しくなってしまい、涙が溢れてくる。

　けれども、その時、櫻の枝の上からふいに呼びかけられた。

　──寂しいのか？

　──だ、誰？

　怖こわ々ごわ問うと、重なり合った花の中から、漆黒の獣が顔を覗かせる。

　驚きのあまり、清良は叫ぶことも忘れて目を瞠みはった。

　漆黒の獣は櫻の枝から優雅に飛び下り、すぐそばまでやってくる。そして涙に濡れた清良の頰を長い舌でぺろりと舐めた。

　──寂しいなら俺が一緒に遊んでやろう。

　──お、狼？

　──ああ、そうだ。この姿が怖いか？

　──ううん。

　清良はふるふるとかぶりを振ふった。

　すごく大きいのに、何故か少しも怖くなかった。

　それから清良は、暗くなるまで大きな狼と一緒に遊んだ。

　花びらが舞う中で駆け回り、そのあと疲れ切って、狼に抱きつくように眠っていた。

　狼と一緒に遊ぶなど、ずいぶんと他愛たわいない夢を見るものだ。

　清良は夢の中でやわらかく微笑んだ。

　だが、それから間もなく、思わぬ息苦しさに襲おそわれる。金かな縛しばりにあったように身動きが取れなくなったのだ。

　清良は懸けん命めいにまぶたを上げた。けれども、部屋は暗くら闇やみに包まれているだけだ。

　深更とはいえ、じっと目を凝こらせば、室内の様子はわかるはず。ところが、そこにあるのは夜の闇とは別種の、底知れぬ暗さだった。

　しかも、真の闇はしだいに重さを増しているようで、圧あつ迫ぱくが強くなる。呼吸ひとつするのも難しく、額にはうっすら汗あせが浮かんだ。

　早くこの闇を祓はらわないと！

　清良は必死に抵抗した。

　口を開くことさえできないので、心の中だけで魔を祓う真しん言ごんを唱える。

　しかし、真言を何度かくり返した時、変化が起きたのは闇ではなく、清良の身体のほうだった。心の臓のあたりが異常に熱くなり、その熱が身体中を焼き尽くす勢いで広がっていく。

　あ、熱い……っ！

　駄目だ……、身体がおかしい……これでは……。

　清良は動けないままで、必死に首を振ろうとした。

　絡みつくものを振り払いたいのに、それができない。けれども、身体の中で生まれた熱が、清良に代わって、その闇を追い払おうとしているかのようだった。

　熱の塊かたまりはさらに大きくなり、炎が噴き上がっているように感じる。

　夢だというのはわかっているのに、あまりの熱さで清良という人間の外がい殻かくが溶とけ崩くずれていく。

　どろどろした熱塊と化した清良は、そのあと別の形を成し始めていた。

　な、何が起きている？

　これは、いったい……なんだ？

　清良は心底恐怖した。

　内部から何かが盛り上がってくる。膨れ上がってくる何かは、本来の清良をすべてのみ込み、身体がまったく別のものに作り変えられていくかのようだ。

　それと同時に、脳のう裏りを掠かすめた光景がある。

　めらめらと燃え盛る炎の中で、誰かが叫んでいた。まだ幼い子供だ。

　あれは……私か？　どうして、炎の中で泣いている？

　炎に焼き尽くされるのが怖いから？

　いや、違う。そうじゃない。

　炎は自分が作り出した。あたりをすべて焼き尽くしているのは、他ほかならぬ自分自身だった。

　何故？　どうして、そんなことができる？

　燃え盛る炎のそばで、誰かが心底恐ろしげに震え声を出していた。

　──なんと恐ろしい……物ものの怪けだ………あれは、物の怪、いや、鬼……恐ろしい鬼だ！　……様は、鬼になってしまわれた……。

　声には聞き覚えがあった。ごく幼い頃に館にいた乳母めのとの声だ。

　──静まれ、清良！　それ以上〝力〟を解放してはならぬ！　静まるのだ！

　次に聞こえてきたのは、懐かしい父の声だった。必死に何かの真言を唱えている。

　──怖い、父上……怖い……。

　──大丈夫だ、清良。……は、封ふう印いんした。そなたは怖い夢を見ただけだ。忘れてしまいなさい。夢を見ずに眠れるように、父がずっとそばにいてやろう。だから、もう大丈夫だぞ。

　父の優しい腕にいだかれて、幼い清良はほっと安堵していた。

　めらめら燃え盛っていた紅ぐ蓮れんの炎も、今はもう見えない。あたりは静せい寂じやくだけに包まれていた。

　父上は、お優しい方だった。幼い頃、怖い夢を見ると、いつもしっかりと抱きしめて安心させてくれた。

　父のことを思い出していると、不思議なことに、胸を圧迫していた重みも消え去る。

　身体が異質なものに変化していた名残なごりも、すでになくなっていた。

　両手をそっと握にぎりしめてみると、手の感覚も元に戻っている。

　重くて仕方なかったまぶたを開ける。

　部屋は相変わらず闇に覆おおわれていたが、それはもう自分を脅おびやかすものではなかった。

　怨おん霊りようの影や物の怪の気配も感じない。

　清良はほっとひとつ息をつき、ゆっくりと半身を起こした。

　三の皇子を守るべき立場の自分が、他愛ない夢ならともかく、悪夢に取り憑かれそうになるとは、あまりにも情けない。

「……もっと気を引き締めてかからねば」

　清良は自じ嘲ちよう気味に呟いた。
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　翌朝、船は再び凪ないだ海上を進み、夕刻になって次の港に到着した。

　三の皇子を迎え、今宵も宿所となった館で盛大な宴が催もよおされる。

　だが皇子は、歌や踊りにはすぐに飽きてしまい、清良をそばに呼びつけた。

「鄙ひなびた田舎いなかで贅ぜい沢たくを言うつもりはなかったが、耳みみ障ざわりな音おん曲ぎよくはもうたくさんだ。これでは楽しむどころではない。清良、気分直しにひとつ、そなたの笛でも聴きかせてくれぬか？　他の者は、下がらせるゆえ」

「私の笛など所しよ望もうされても、お耳みみ汚よごしとなるばかりでございます」

　清良はやんわりと誘いを断った。

　皇子の気持ちはわからなくもない。館の主が用意した楽士は繊せん細さいさに欠ける。舞手も振りが派手なだけで、雅な雰ふん囲い気きからはほど遠かった。しかし、せっかくの心尽くしを無視しては、気の毒だ。

　しかし皇子は、そんなことにはまったく斟しん酌しやくしない。

「へたな遠えん慮りよはするな。そなたが笛の名手であることは存じておる」

「しかし、皇子……私などがしゃしゃり出ては、せっかくの宴が」

「宴は終しまいだ。奥に引き揚げるゆえ、そなたもついてこい」

　皇子は清良の言葉など聞こうともせずに、さっと立ち上がる。

　そして、慌あわてて飛んできた近侍に、短く命じた。

「奥で清良の笛を聴くことにした。うるさい者どもは近づけるな」

「は、かしこまりました」

　近侍が頭を下げると、皇子はゆっくり清良を振り返る。

「ついてこい、清良。逃げることは許さぬぞ」

「……はい……」

　ここまで言われては、逆らうことはできなかった。

　清良は仕方なく、皇子のあとに従って、奥の対たい屋のやへと移動した。

　古い館で、柱などはすでに色が褪あせている。白々とした月明かりが、その瑕か疵しを隠かくしているといった感じだ。

　濡ぬれ縁えんにて、改めて三の皇子と向かい合う。

「さあ、清良。そなたの笛を聴かせよ」

「はい……それでは、つたない笛ではございますが」

　清良は覚かく悟ごを決め、狩衣の懐ふところから龍りゆう笛てきを取り出した。

　竹で作られた横笛は、亡なき母が遺のこしたもので、表面に炎の紋もん様ようが刻まれている。清良は母が笛を吹いていたことも知らないが、父からたいそうな名手であったとだけ聞かされていた。

　歌口をそっと口に当て、息を吹き込むと、澄すんだ音ね色いろがあたりに響く。

　本来の役目ではないが、清良は皇子の無ぶ聊りようを慰なぐさめるため、無む心しんに笛を吹いた。

　中天に差しかかった月は、あと二、三日で満月を迎える。風もなく、月にかかる雲もない。星の動きにも急激な変化は見られなかった。このままの天候が続けば、満月になる頃、船は目的地に着くはずだ。

　澄みきった笛の音が余よ韻いんを残しつつ消えていく。

　その時、ふいに頭の中で響いた声があった。

　──清良、早く来い……待っているぞ……。

「あ……」

　清良はどきりとなった。

　船が出航する際に、聞いたのと同じ声だ。

　急いであたりを見回すが、それらしい者の影はない。

　三の皇子も何も気づかぬ様子で、満足そうに頷いただけだ。

「見事な音色であった。さすがだ」

「つたない笛をお聴かせしてしまい、恥じ入るばかりでございます」

　清良はそう言って、軽く頭を下げた。

　おかしな夢を見たあげく、空耳にまで悩なやまされるようでは、陰陽師としてこの先やっていけない。

　だが、三の皇子の雰囲気がにわかに変わる。

「清良。今宵こそ、そなたを側に置きたい。我の気持ちは知っているだろう？」

　皇子は掠かすれた声とともに、つと手を伸ばしてきた。

　とっさに上体を泳がせたが、逃げる暇ひまもなく手首を握られてしまう。その勢いで、横笛が膝ひざから床へと転がり落ちた。

「皇子……、どうか手をお離はなしください」

「そなたがなんと言おうと、今宵こそは逃がさぬぞ」

　皇子は熱に浮かされたように言いながら、つかんだ手を手繰り寄せる。

　思わず皇子の胸に倒れ込んでしまいそうになるのを、清良は懸命に堪こらえた。

「私がお側にあるのは、皇子がこの旅を恙つつがなく終えられるよう、お手伝いするため。それ以外にありません。どうか、手をお離しください」

　清良はじっと皇子を見つめ、必死に言葉を紡つむいだ。

　三の皇子が、ことさら自分に言い寄ってくるのには、理由があると思う。

　皇子にはすでにふたりの后きさきがある。どちらの御おん方かたとも、仲むつまじくされているという噂で、お子も何人か生なされていた。それでいて、清良まで己のものにしようとするのは、慰めを得たいからにすぎない。

　今は右大臣藤ふじ原わらの房ふさ兼かねが宮中での権力を握っている。東宮の后は右大臣の娘だが、まだ子供に恵めぐまれていない。東宮は身体が弱く、もしやということがあれば、三の皇子が次の東宮となるかもしれないのだ。三の皇子のふたりの后は、右大臣と反目する家の出だ。

　右大臣から「西方に鬼ヶ島があるそうですぞ」と聞いて、三の皇子は「それなら、行って退治してこようぞ」と言い出した。最初は戯たわむれにすぎない話だった。

　右大臣にうまくそそのかされたのだとしても、三の皇子は都を離れざるを得なかった。

　それというのも、東宮の后が身ごもられたとの噂が聞こえてきたためだ。無事に男児が生まれれば、三の皇子に対する風当たりは治まる。しかし、もし生まれた子が姫ひめであれば、さらに右大臣の恨うらみを買うことにもなりかねない。

　三の皇子は反右大臣派の期待を一身に担になっている。それゆえ右大臣も、皇子の動静に注目せざるを得ないのだ。皇子には自ら事を荒あら立だてる気はないとの噂だが、もし仮に政まつりごとを手ずから行えば、強大な力を発揮することになるだろうとも言われていた。

　そういった背景ゆえに、皇子は右大臣に遠慮すべき今の状況に苛いら立だちを覚えているのだろう。

「清良、そなたは誰もが認める優秀な陰陽師だ。しかし、我がそなたをそばに置くのは、そなたを好いているからだ。清良、悪いようにはせぬ。だから、我のものになれ」

「皇子、私は天文博士としての役目をまっとうしたいだけです。どうか、お許しを」

　固辞したにもかかわらず、皇子は手を離すどころか、いきなり清良を抱きすくめてくる。

「ならぬ。今宵こそ、そなたを我がものにする」

　三の皇子は狂おしく言いながら、唇を寄せてきた。

　きつく抱きしめられているので、身動きが取れなかった。懸命に顔をそむけたが、皇子の口づけは避けようがない。

「おやめ、ください……っ」

　清良が、そう声を放った瞬間だった。

　いきなり、ざあーっと強い旋せん風ぷうが吹きつけてくる。

「くっ」

　さしもの皇子も清良から手を離し、後方に身を退ひく。

「あ……っ！」

　清良は鋭く息をのみ、目を瞠みはった。

　今のは風ではない。信じられないことに、目の前をとおりすぎたのは、漆黒の獣だった。

　──我がものに触れるのは、許さん！

　清良と皇子の間を裂いた獣は、くるりと向きを変え、今一度皇子に襲いかかろうと身構えている。

「いけない！」

　叫んだと同時、清良はさっと両手を突き出した。

　これは妖あやかしの類たぐい。皇子を傷つけさせるわけにはいかない。

　妖あやかしを祓はらう真言を唱えようとした時、漆黒の獣と視線が合う。

　巨大な狼に似た獣は、真っ青な瞳ひとみで、何故か悲しげに清良を見つめてくる。

　清良はずきりと胸に痛みを感じ、真言を発することができなかった。

「いきなりこんな風が吹いてくるとは、興きよう醒ざめだな」

　三の皇子の腹立たしげな声に、清良ははっと我に返った。

　それと同時に、漆黒の獣の姿がふっと搔かき消える。

　あたりの気配を探さぐっても、もうなんの痕こん跡せきも残っていなかった。

「皇子……ご無事でしたか……」

　辛かろうじて訊ねると、三の皇子は不快げに眉根を寄せた。

「まさか、そなたが風を起こしたのか？」

「いいえ、私は何も……、単なる風の悪戯にございましょう」

「そうか。疑って悪かった。今宵はもう下がってよいぞ」

　三の皇子はまるで憑つきものが堕おちたかのように、表情をゆるめる。

　皇子にはあの妖あやかしは見えなかったのだ。そして、悪戯な風のお陰で、清良への執しゆう着ちやくも冷めたようだった。
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　あの黒い狼は、窮きゆう地ちを救ってくれようとしたのだろうか？

　妖あやかしであることは確かだが、害意はなかった。

　それに、あれとそっくりな狼と遊んでいる夢を見たのは、昨夜のことだ。

　あの夢が、今宵の予よ兆ちようであったなら、いったい何が目的で近づいてきたのか……。

　清良は疑念にとらわれながら、用意された寝しん所じよへと引き揚げた。

　三の皇子の部屋には、念のために破は邪じやの札を貼はっておいた。

　そして清良は、自身もまたおかしな夢にとらわれることのないように、悪あつ鬼き祓ばらいの真言を唱えてから眠りについた。

　しかし、その努力もむなしく、清良は再び夢の虜とりことなったのだ。

　重苦しい闇に包まれ、身動きが取れない。

　あまりの苦しさに、今宵もまた身体の奥が燃えるように熱くなってくる。まるで体内に噴火口ができたように、どろどろの熱塊が噴き出していた。溶よう岩がんのようなそれは身体中を焼き尽くし、闇の圧迫を退ける。

　そうして、闇を打ち払ったあと、熱塊は再び変化を始めようとしていた。

　こめかみの上あたりを、鋭利な錐きりで搔き回されるかのようなひどい痛みに襲われる。次にはその痛みの底から、何か得体のしれないものが、めきめきと盛り上がってきた。まるで、角が生えてきたかのようだ。

　まさか、鬼？

　いや、これは夢だ。自分に取り憑いた悪鬼か怨霊が見せる夢。

　惑まどわされてはならぬ。心を平静に保たねば……。

　いくら己に言い聞かせても、恐ろしい夢からは抜け出せない。

　今宵もまた、子供の泣き声が聞こえてくる。

　庭で咲き誇っているのは、満開の櫻。

　だが、清良が手を差し伸べたとたん、櫻の花弁が突然炎と化した。燃え上がった炎はまたたくまに強くなり、櫻の木をすべて焼き尽くす。火か焰えんは館の一部にも燃え移った。

　清良は炎のそばからすぐに助け出されたものの、現場を見ていた乳母が、ぶるぶると震え出した。

　──恐ろしい……やはり、母はは御ごの血が……、なんと恐ろしい。清良様は、やはり鬼の子……。

　──違う。私じゃない。

　清良はふるふると、かぶりを振ふった。

　──乳母は見ておりましたぞ。清良様が、櫻の木に両手を差し伸べられたとたん、炎が噴き上がったのです！　あのようなことができるのは、鬼しかない。母御の鬼の血が目覚めたに違いありません。

　──黙れ。子供の前で滅めつ多たなことを言うな。

　乳母の声に重なって聞こえてきたのは、怒りに満ちた父の声だった。

　──しかし、火をつけられたのは清良様です。母御と同じで、鬼になられたに違いありません。恐ろしや……やはり、鬼の子は鬼。

　──それ以上言うと許さんぞ。そなたはもうこの屋や敷しきから出てゆけ。

　父は厳しい顔つきで、屋敷から出ていくよう乳母に命じた。けれども、清良の胸には不安が渦うず巻まいていた。

　──父上、亡くなられた母上は本当に鬼だったのですか？

　──そのようなことはない。

　──でも、乳母は清良が火をつけたのだと……。清良は鬼になってしまうと……。

　──清良、なんでもない。

　父は宥なだめるように言い、清良を抱きしめた。

　──でも、まだ身体が熱いのです。頭も割れるように痛くて……。乳母は、痛いところから、今に角が生えるのだと……。いやです。父上。清良は鬼になど、なりたくない。助けてっ！

　父に縋り、泣きじゃくっているのは、幼い頃の清良だ。

　泣いているのは、怖いからだ。父は懸命に宥めてくれたが、自分が火をつけてしまったことは、はっきり覚えている。

　そんな真ま似ねができるのは鬼だけだと、乳母の言葉が耳について離れない。

　──大丈夫だ、清良。その痛みは父が取り除いてやろう。そなたは鬼などではない。特別な〝力〟を有しているだけだ。今日のことも、その〝力〟が暴走しただけのこと。しかし、特別な〝力〟は諸もろ刃はの剣つるぎに等しい。使い方を誤れば、恐ろしいことになる。

　──父上、私は恐ろしいものになってしまうのですか？　それは鬼ではないのですか？

　清良が必死に見上げると、父はどこか悲しげな顔になった。

　それでも清良の頭を優しく撫でてくれて、言ったのだ。

　──そなたは鬼になどならない。この私が、そんなものにはさせない。

　──父上……。

　──そなたに封ふう印いんを施ほどこそう。そなたは、人とは違う〝力〟を持って生まれた。しかし、その〝力〟を呪しゆで封印しよう。それで、今日起きたことは、すべて忘れられる。忘れてしまうのが一番なのだよ、清良。

　脳のう裏りに蘇よみがえったのは、幼い頃の父との話しだった。

　あれは三歳の頃か……詞音はまだ生まれてもいなかった。

　乳母は火事騒ぎのあと暇ひまを出され、それからしばらくして、詞音の母となる女性が館にやってきた。

　とても穏やかで優しい方だった。なさぬ仲の清良もずいぶんと可愛かわいがってもらった。そうして詞音が生まれ、清良は小さな弟に夢中になった。三年ほどして、その女性も流行病で亡くなってしまったのだが……。

　清良は闇の中で目覚めた。

　夢を見たせいで、全身が汗あせばんでいた。

　今のはきっと、幼い頃の記き憶おくだ。

　清良は薄闇の中で、夜着の合わせを開いた。ちょうど心の臓があるあたりが、じわりと熱を帯びている。

　父はここに呪を刻んで、封印を施したのだろう。

　記憶も一緒に封じられていたはずなのに、こんな夢を見てしまうとは、その封印が解けかかっているのかもしれない。

　清良はぶるりと身体を震わせた。夜着を搔き合わせても、寒さは収まらず、両手で自分自身を抱きしめる。

　母から受け継いだという恐ろしい〝力〟……。

　それが、なんなのかはわからない。もしかしたら乳母の言葉のほうが当たりで、自分には本当に、鬼の血が流れているのかもしれない。

　人より霊力が強いのも、その鬼の血のなせる業わざなのか……。

　あり得ない話ではないだろう。

　父が施した封印が解けたら、自分は再び、それと知らずに〝力〟を解放してしまうかもしれない。

　父はもうこの世にいない。だとすれば、恐ろしいことになる前に、自ら封印をやり直す必要があるだろう。

「とにかく、気をしっかり保つことだ。闇に負けてはならない」

　清良は自身に強く言い聞かせ、ほっとひとつ息を吐はいた。
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　船は西へと進んでいた。

　しかし穏やかだった海は、西へと進むごとに荒れていく。波が高く、船は一日中揺れっぱなしだった。

　そのせいで、一行はいっせいに船ふな酔よいに見み舞まわれた。剛ごう胆たんで知られる皇子も、さすがに具合が悪そうに船の板いた壁かべに背中を預けている。

「皇子、気休めですが、この薬を召し上がってみてください」

　近侍は全員倒れてしまったので、清良は自ら煎せんじた酔い止めの薬を皇子に届けた。

「すまぬ」

　皇子は血の気の失せた顔で薬湯を含み、そのあとまた楽な姿勢を保っている。

　船は予定どおりに進まず、夜になってもまだ海上で波に揉もまれている状態だった。

　清良は艫ともに設けられた屋形に下がり、占を試みようとしたが、船が激しく揺れて、それもままならなかった。

　辛うじて吐き気を堪こらえている状態だったので、清良は占いを諦あきらめて目を閉じた。

　揺れに身を任せているうちに、眠気に襲われ、清良はいつしか眠りの世界へと入っていた。

　真の闇が忍び寄ってくる。

　まただ。また、あの夢を見るのか……。

　でも、騙だまされはしない。己をしっかり保っていれば、封印が解けることもないはず……。

　しかし、その考えが甘かったことを思い知らされたのは、すぐあとのことだった。

　暗闇の中に潜ひそむのは、禍々しさを感じる黒い固まりだ。

　案の定、黒い固まりはしゅるりと音を立て、細長い帯状の形に変わる。そして触しよく手しゆを伸ばすようにして、清良の身体に絡みついてきた。

「や、やめろ！　よせ……っ！　く、うぅ……」

　あまりの気持ち悪さに、清良は自由にならない両手で必死に黒い影をつかみ取った。

　けれども影は、まるで蛇のようにくねって、なんなく清良の手から抜け出してしまう。

　それどころか黒い触手は、さらに伸びて、狩衣の中にまで忍び込んできた。

「や、ああっ……くっ」

　素肌をねっとりとなぞられ、清良は悲鳴を上げた。

　ぞっと全身が総毛立つ。

　破は邪じやの真言を唱え忘れたことで、魔に襲われてしまったのだろう。

　清良は気色悪さを必死に堪え、低く真言を唱え始めた。

　けれども闇の触手は、小さな抵抗を嘲あざ笑わらうかのように、くねくねとまとわりついている。

　素肌を這う感触のおぞましさに、清良はいよいよ追い詰められた。

　また身体の芯で紅ぐ蓮れんの炎が燃え上がっていく。

　いけない！

　これは、封印が解ける徴ちよう候こう。駄目だ。解いてはならぬ。

　清良は必死に己を保とうとした。それでも身体に溜まった熱は、膨れ上がっていくばかりだ。

　魔に引きずられるように、身体の形が変化していく。

　いやだ！　鬼にはなりたくない！

　誰か、助けて！　父上！

　心の内で叫んだ時、ふいに、不思議な声が鳴り響く。

「大丈夫だ……」

　耳元で優しく囁かれ、清良は懸命に声の主に縋りついた。

「大丈夫だ。おまえは鬼にはならない」

「だ、誰？」

　清良は懸命に訊ね返した。

「俺は…………、おまえと番つがいになる定めの者」

　夢でいつも助けてくれたのは、懐かしい父の声だった。

　そっと抱きしめられると、荒れ狂っていた炎が静かになり、なんとか己が保てた。

　でも、この声はまったく違う。これはもしかして、空耳で聞こえた声か？

　それにしても、番つがいになるとは、どういう意味なのか……。

「さあ、契りを交わすぞ。さすれば、おまえの中の熱が治まる。おまえは俺を求めるがゆえに、熱くなっているのだ」

「いったい、何を言って……」

　清良の言葉は途と中ちゆうで消えた。

　誰ともわからない者に、いきなり口を吸われたのだ。

「んぅ、……く、ぅ……んんっ」

　清良は必死にもがいた。けれども、闇からいきなり現れた男は力が強く、逃げ出すことは叶わない。

　そのうえ男は口づけを続けながら、清良の肌に手を這わせてくる。

「あ、んぅ」

　何故か、まったく抵抗できなかった。

　男の指で触られたところが痺しびれたように熱くなっていく。

　この熱は、さきほどの紅蓮の炎とはまったく別のものだった。

　きつく舌を吸われると、これ以上ない甘さに酔わされる。

　清良は、ぐったりと男に縋りついた。

　これは夢。そうでなければ、こんなことはあり得ない。

　皇子の誘いは断ったのに、これではまるで、自分から男を求めているようだ。

　頭の片かた隅すみでそんな囁きが聞こえた気がするが、それは一瞬のことだった。

「あ、あぁ……あ、んっ」

　男は口づけをほどき、今度は清良の素肌を舌でたっぷり舐め始める。

　項うなじから胸、胸から腹、そして下衣を取り去られ、あらわになった花芯までも、たっぷり唾だ液えきを絡めて舐め尽くされた。

「ああ、……んぅ」

　何をされても気持ちがよかった。

　こんなことはあり得ない。

　外とつ国の妖あやかしには、淫いん夢むを見せるものもいるという。きっとその妖あやかしに、油断を突かれたのだ。

　早く逃げなければ大変なことになる。

　懸命にそう思うものの、男の愛撫はあまりにも甘く、身体が溶け崩れていくようだ。

「い、や……」

　男の指があらぬ場所に潜り込み、清良は甘えた声を上げた。

「ここで俺と繫つながるのだ。ゆっくりほぐしてやろう。俺の指だけ感じていろ」

「ああ、あ、ん」

　後ろの窄すぼまりに、つぷりと指を挿し込まれる。

　異物を無理やり挿そう入にゆうされたのに、痛みはほとんど感じなかった。

　ぐるりと指を回されると、たまらない。

　そのうえ男は、宥めるように、また唇を塞いでくる。

「んぅ……ふ、く……んぅ」

　清良は懸命に男に縋りつきながら、甘い愛撫を受け入れるだけだった。

　身体中の熱が一箇所に集まって、今にも弾はじけそうになる。

「そろそろ、よさそうだな」

　男がそう囁いて後こう孔こうから指を抜き取った時も、甘い喘ぎが漏れただけだ。

「あ、ん……」

　男が清良の腰をかかえ、蕩とろかされた蕾に、滾たぎったものを擦りつけてくる。

　あまりの大きさに一瞬腰が退ひけたが、男は宥めるように清良の髪を撫で、ゆっくり押し入ってきた。

「おまえは我が番つがい。さあ、これが俺だ」

　男は不遜に言って、ぐっと腰を進める。

「ああっ……あ、ぁぁ……」

　清良は掠れた悲鳴を上げながら、自分を犯す男にしがみついた。

　何度も最奥を突かれ、この世のものとも思えぬ悦楽を味わわされる。

「さあ、達いくがいい。おまえは我が番つがい。俺に貫かれて、極きわめるがいい」　>>>♥

「あ、あぁ……っ、ああっ」

　ひときわ激しく最奥を突かれ、清良はあっけなく上り詰めた。

　男はしっかり清良の腰を引きつけ、最奥に熱い飛ひ沫まつを注ぎ込む。

　頭が真っ白になるほど気持ちがよかった。

　この世にこんな快楽があろうとは、想像したことさえない。

　清良は巨大なものに貫かれた場所を、小刻みに震わせた。熱い迸ほとばしりを受け、身体中が溶け崩れていくようだ。

「待っているぞ、清良。何度でも言う。おまえは我が番つがい。だから、早く我がもとへ来るがいい」

　男は清良をきつく抱きしめたまま、耳元で熱く囁く。

「な、に？　……どうして、私を……」

　男の言葉に不ふ審しんを覚え、清良は懸命に訊ね返した。

　けれども与えられた愉ゆ悦えつで、もう意識をまともに保っていられない。

「待っているぞ、清良……」

　再びそんなことを囁かれたのを最後に、清良は白い闇の世界へと誘われていた。
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　ぐらりと大きく船が揺れ、清良はふっと正気に戻った。

　あたりはまだ闇に包まれている。けれども高い波の音が聞こえ、船もぎしぎしきしみを上げていた。

　海が荒れている時は、灯りを使うなと注意されていたことを唐とう突とつに思い出す。暗いのは、そのせいだろう。

「……夢、だった、……のか？」

　清良は羞しゆ恥うちで頰を染めながら呟いた。

　艫の屋形には、武官たちもいる。皆、船酔いでぐったりした様子だが、大勢の者がいるところで、あのような夢を見てしまったのだ。

　闇に包まれる夢、自分の身体が燃え上がり、別のものになりそうな悪夢は今までも見た。だが、こんな淫みだらな夢は初めてだった。

　慌てて自分の身を探ってみたが、狩衣に乱れはない。しかし、身体の芯には男のものを受け入れた鈍にぶい痛みと気け怠だるさが残っている気がする。

　いったい私の身に、何が起きているというのだろうか？

　これも、父が施した封印と関係があるのだろうか？

　清良の胸には言いしれぬ不安が兆きざした。

　しっかりしなければ、魔に魅入られてしまう。

　けれども、夢で聞いた男の囁きが耳について離れない。

　そして清良は唐突に、強い衝しよう動どうにとらわれた。

　早く、西へ行かねばならぬ……。

　誰かが私を待っているのだから……。
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　荒れた海で迷めい走そうした船は、ひと晩中かかって、ようやく次の港に入った。

　だが、昨日までの好天が噓うそだったかのように、激しい風雨が続いていた。海も大荒れに荒れて、一行は港に留まらざるを得なくなったのだ。

　野の分わきならば行き過ぎるまで我が慢まんすればよいだけだったが、嵐は何日経っても治まらず、むなしく日々が過ぎていく。

　三の皇子もさすがに苛立ちを見せるようになり、近侍の者たちは皆、神経を尖とがらせていた。

「天文博士殿どの、この嵐はいったいいつ、治まるのですか？」

「早く船が出せるようにしてください。あまりお待たせしては、皇子のご心痛がますますひどくなってしまわれます」

　いくら陰おん陽みようを能よくするといっても、清良には自然の猛もう威いを鎮しずめるまでの力はない。

　そもそも都を出発する前から、この旅は不ふ吉きつとの占が出ていた。忠告を無視して、出発を命じたのは皇子だ。なのに、皆がそれを忘れたかのように、すべての責が清良にあると言わんばかりの態度だった。

「嵐がいつ治まるかは、船頭に訊ねたほうがよろしいでしょう。私のほうでも、今一度占を行ってみますが……」

　清良は近侍たちを宥め、その後人払いをして占を行った。

　あいにく、この天候では星を読むことはできない。なので、潔けつ斎さいを行って六りく壬じん式ちよく盤ばんに向かう。

　式盤は棗なつめの木と楓かえでの木でできており、天盤と地盤には十干や十二支などの文字がびっしり刻まれている。地盤を動かして出た目を読み解くと、やはりこの旅には暗雲がつきまとっているようだ。

　清良はほっとひとつ息をつき、六壬式盤から目を離した。

　三の皇子は館の対屋で、不ふ機き嫌げんな様子を隠さずに清良を待ち受けていた。

「占はどうだった？」

「はい、あと十日ほどは、この地に留まったほうがよいかと思います」

　清良は静かに告げた。

「十日もだと？　いくらなんでも、それは長すぎるだろう？　十日の間、嵐が続くとでも言いたいのか？」

　激しく問い詰められ、清良はゆるく首を振った。

「嵐がいつ治まるかまではわかりません。しかし、十日はこの地にお留まりください。嵐の他にも何やら暗雲がつきまとっているとの目が出ましたゆえ」

「そんなに待てぬ！　そなたは、こんな鄙びた田舎に、我を閉じ込めておくつもりか？」

「皇子、それは……」

　清良はそれだけ言って、あとは口を噤つぐんだ。

　占を行い、正直に結果を告げただけだ。別に悪意を持って、皇子を留めたいわけではない。

　黙だまったままでいると、さすがに皇子も言い過ぎたと感じたのだろう。ほうっと大きく息をつき、そのあと口調を変えて訊ねてきた。

「暗雲とは、具体的に何を指しているのだ？　怨霊や物の怪の類か？　いよいよ鬼ヶ島の鬼どもが出張ってきたか？　それとも……右大臣の呪じゆ詛そか？」

「以前も申し上げたとおり、鬼ヶ島などというものの存在は感じられません。怨霊や物の怪でもありません。が、呪詛の可能性は否定できません。これは、今一度調べてみますが」

「清良、そなたを責めるのは筋違いだということはわかっている。しかし、我はこの地に必要以上長く留まるつもりはない。嵐では仕方ないが、天候がよくなったら、すぐに出立したい。右大臣が我を呪のろっているなら、対策を講じてくれ。そなたを連れてきたのは、そのためだ」

「皇子……」

「そなたはまだ若い。しかし、陰陽寮きっての陰陽師だと、陰おん陽みようの頭かみの賀か茂もの幸ゆき定さだも太たい鼓こ判ばんを押していた。その実力のほど、ぜひ見せてくれ」

　清良はそれ以上何も言えず、再び口を閉じるしかなかった。

　呪詛なら、確かに返す方法がある。

　陰陽師としての力量を示せと言われれば、断ることはできなかった。

「それでは、呪詛かどうか確かめてみましょう。そして、もし呪詛であったなら、それを返す努力をいたします」

　清良はそう言って、皇子の御前から引き下がった。

　夕刻になり、今一度白しろ装しよう束ぞくに着き替がえ、占盤に向かう。

　嵐と悪夢に揉まれ、疲れが残っていたが、清良は一心に暗雲の正体を読み解いた。

「やはりか……しかし、おかしいな……」

　清良は誰へともなく呟いた。

　占盤上には確かに、呪詛が行われた気配があるとの目が出ている。けれどもその呪詛は皇子に向けたものではなく、また効力も極きわめて微び弱じやくだった。

　この程度のものなら、清良が施している結界を打ち破るほどの力はない。それによって、船の航行に問題が出ているとは考えにくかった。

　正体がわからぬ以上、大事を取ったほうがいい。

　清良はその結果を持って、再び皇子の御前に進んだ。

「では、右大臣が我を呪詛しているわけではないのか？」

　皇子はさも意外そうに、訊ね返してくる。

「はい。関係あるかどうかはともかく、皇子ご自身を狙ってのものではございません」

「では、嵐が治まれば出発だ。いいな？」

　三の皇子は、にやりと口元をゆるめて言う。

「皇子、どうか今一度お考え直しください。皇子を直接狙ってのことではないかもしれませんが、大事を取るに越したことは」

「そなたは案外小心者だな。相手が怨霊の類であればどうしようもないが、実体のある敵が襲ってくるなら、我が率そつ先せんして蹴け散ちらしてやろう。人数は少ないが、腕うで自じ慢まんの武官も揃っている。安心せよ」

「皇子……」

　こうなっては、もう皇子には逆らえない。

　清良は出発前と同じように、黙り込むしかなかった。

　あと自分にできることは、船に施した結界をさらに強化しておくぐらいだ。

　もうひとつ、護ご符ふは自分自身にも必要だった。

　いくら真言を唱えても、毎晩のように夢を見る。

　幼い頃ころの自分が、櫻の木を燃え上がらせ、鬼に変化しそうになる夢。それに続いて、正体不明の男に抱かれる夢だ。

　そのうえ、今では昼間、しっかり起きている時まで、自分の名を呼ぶ空耳が聞こえるようになっていた。

　──早く来い……清良。待っているぞ。

「誰だ？　私の名を呼ぶのは……？」

　問いかけてみたところで、そばには誰もいない。

　そして何故か、清良の中でも早く西へ行かねばという思いが募つのっていた。

　早く西に行かなければ……。

　私を待っている者が……いる……？

　清良は強くかぶりを振った。

　いや、惑わされてはならぬ。自分は陰陽師として皇子の旅に同行している。なのに、自分自身がありもしない影にとらわれるとは情けなさすぎる。

　とにかく、今の自分にできることを精一杯やるだけだ。
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　嵐は五日にわたって続いた。そして六日めの朝、ようやく風雨が治まり、雲ひとつない好天となった。

　皇子は当然のように出航を命じた。

　清良は宿所に留まっている間に書き溜ためた呪じゆ札ふだを手に、皇子に従うしかなかった。

　第一に恐れなければならないことは、皇子への呪詛だ。今のところ、その徴ちよう候こうはない。だが、万一に備え、気を抜くわけにはいかなかった。

　五感を研とぎ澄すまし、攻撃を仕掛けられたら、すぐに対処する。低級の魔が忍び寄る程度なら、護符と破邪の真言で撃げき退たいすればいい。

　幸いなことに、清良はもともと強い霊力を持っている。ゆえに、護符もそれなりの〝力〟を発するはずだ。

　屋形に顔を出すと、皇子が上機嫌で話しかけてくる。

「見よ、清良。昨夜までの嵐が噓のように治まった。海も凪ないでいる。船頭に訊ねさせたところ、あとで強い追い風が吹くそうだ。船は大揺れに揺れるらしいが、遅れも取り戻せるとのこと。いかがしましょうと訊いてきたゆえ、揺れより遅れを取り戻すことを優先せよとこたえさせておいた」

　剛ごう胆たんな皇子らしい言葉に、清良は何も言わず、頭を下げただけだ。

　もし、船の航行に危険なほどの風が吹くなら、船頭は皇子を止めるはず。ここは、船頭を信用するしかなかった。

　挨あい拶さつを終え、清良は甲板へと移動した。

　皇子の言葉どおり、東から西へと風が吹いている。肌を刺す風は、夏のものとは思えぬほど冷たかった。しかし船の淀よどみを一いつ掃そうしてくれるようで、心地よくも感じられる。

　甲板や舵かじ、皇子がおわす屋形への入り口、また船内の壁のいたるところに、破邪の札を貼りつけた。

　目を閉じて、あたりの気配を探っても、なんの異常も感じられなかった。

　もしかしたら、何か起きるかもしれない。

　曖あい昧まいな占の目と、漠ばく然ぜんとした不安……。それが単なる杞き憂ゆうであればいいが……。

　しかし、清良の期待をよそに、それからしばらくして、船頭が不穏な声を上げる。

「なんだ、あれは？　あんな雲は見たことがない」

　船頭は四十という働き盛りの小柄な男だった。よく陽に焼けた赤しやく銅どう色いろの顔と、縮れた髪を持っており、水夫たちからの信しん頼らいも厚い。

「船頭……あ、あれはいったい？」

　不安げな声を上げたのは、船頭のそばにいる水夫頭だ。

　清良はすっと目を細め、水夫頭が指さしたほうを見つめた。

　海は穏やかで、船はまったり波に乗っている。

　すっきりと晴れ渡った真っ青な空と、濃い群ぐん青じようの海。鷗かもめが多く集まり甲高い声を上げているのは、小魚の群れでもいるのだろうか。

　だが清良は、次の瞬間、びくりと全身を震わせた。

　船頭と水夫頭が指していたのは、海と空の境目にある黒い一点だった。

　陸の影でも島影でもない。

「船頭殿、今すぐ船を止めよ。あそこに行ってはならぬ！」

　清良はきっぱりとした声で命じた。

「陰陽師殿？」

　船頭が訝いぶかしげに訊き返してくる。

「そなたたちも気づいただろう。あれは普通の雲ではない。怨霊だ」

「怨霊……ですと？」

「怨霊！」

　船頭と水夫頭が揃って呆然としたような声を出す。

　逞しい海の男たちも、相手が怨霊では恐れをいだくのも当然だった。

「とにかく、今すぐ船を止めて、あそこへは近づかないようにしてください。見たところ、海で命を落とした者たちの霊です。あのあたりが吹き溜まりになっているようです」

「あそこは潮目が変わる場所で、昔から事故が多い」

　船頭はそう言って、すぐに水夫たちを振ふり返った。

「おい、帆を下げろ！　船を止めるんだ！」

　腹に力を込めて命じると、水夫たちが弾かれたように動き出す。

　黒い点に見える怨霊は不気味だが、さして〝力〟はないようだ。ここからでは遠すぎて、怨霊を祓うことはできない。しかし、これ以上近づかなければ問題はないはずだ。

　清良が冷静にそう判断した時だった。

「た、大変です！　船底から火が出ました！」

「船頭！　火事です！」

　水夫たちの慌てたような声が上がる。

「なんだと？　てめぇら、何してやがる？　今すぐ火を消せ！」

　罵ば声せいを上げた船頭は、清良の横をすり抜け、駆け出していった。

　清良もすぐに皇子のところへ向かう。

　船底から火が出たなら、皇子のいる屋形も危ない。

「三の皇子！　今すぐ甲板へお出ましください！」

　清良はそう叫びながら、皇子の屋形に飛び込んだ。

　ちょうど煙けむりが忍び込んできたところだったようで、近侍の者たちも慌てている。

「皇子、お早く！」

「これはいったいなんの騒ぎだ？」

　近侍の先導で顔を覗かせた皇子は、不機嫌な声を出した。

「船底で小火ぼやがあったようです。船頭が向かいましたので、火はすぐに消し止められるでしょう」

　船頭は信用に値する男だ。

　清良はそう判断していたので、さして心配はしていなかった。

　艫の屋形で控えていた武官たちも駆けつけてくる。

「とにかく近侍の方々は、皇子をお守りください。私は船底の様子を見てまいります」

「おお、そうか。気をつけろよ、清良。小火騒ぎのお陰で心地よい風に当たれる。これはこれでよい」

　皇子は不機嫌な顔を一変させ、にやりと笑ってみせる。

　清良は一礼して、船底へと続く梯はし子ごを下り始めた。

　狭い場所に大勢の水夫たちが詰つめている。だが、船頭の号令の下もと、水夫たちは手際よく消火にあたっていた。手て桶おけで汲くみ上げた海水で、火はほとんど治まっている。

　これなら自分が手を貸す必要もないだろうと、清良は再び梯子段に手をかけた。

　異変が起きたのは、その直後だった。

「うわ──っ！」

「てめぇ、何しやがる？」

「ああ──っ！」

　何人もの叫び声とともに、ゴーッと炎が燃え盛る音がする。

　清良が振り返った時、消し止められる寸前だった火は、逆に勢いを増し、低い天井や船底の壁を炎が舐め尽くしていた。

「危ない！」

「逃にげろ！」

　勢いを増した炎が、水夫たちに襲いかかる。

　いったい何が起きたのか、わからない。

　だが、今すぐこの火を止めないと、船は確実に沈んでしまうだろう。

　水夫たちは清良を追い越し、いち早く甲板へと逃げていく。

「陰陽師殿も早く逃げろ！　こいつはもうどうしようもない！」

　清良は船頭に腕をつかまれた。

「私に触れないでください！　札を使ってこの火を止めます！　そなたは皇子をお守りしてください」

「陰陽師殿！」

　清良は心配そうな声を上げた船頭を振り払った。

　そして炎の迫る床に立ち、袂たもとからすばやく札を取り出して真言を唱える。

「オンバサラ…………ソワカ」

　船頭が呆然と見ている前で、清良の身体から霊れい気きが立ち上る。

　紅蓮の炎は何本も腕を伸ばすように襲いかかってきた。しかし、間かん一いつ髪ぱつで作り出した結界が炎を撥はね除のける。そして次には変形させた結界で燃え盛る炎を包み込んだ。

　霊力を注ぎ込みながら、清良はここで起きたことのすべてを見とおしていた。

　木を焦こがす臭においに、油の臭いが交じっている。誰かが海水と間違えて、火に油をかけたのだ。

　いや、この船に大量の油などあるはずがない。これは最初から仕組まれていたことだ。

　皇子を直じかに呪詛するのではなく、誰も気にも留めないような下っ端の水夫を呪詛で縛しばり、わざと火事を起こすように仕向けたのだろう。

　船そのものにも破邪の結界が張ってある。しかし、その結界は、あくまで妖あやかしや魔を寄せつけないためのもので、人が起こす行動までは縛れない。

　盲点を突かれたようで、清良は臍ほぞを噬かんだ。が、とにかく今はこの火を鎮めることに集中すべきだ。

　清良は懸命に〝力〟を尽くした。けれども炎を包んで徐々に弱めていくには、時間がかかる。

　清良は額に汗を浮かべながら、必死に真言を唱えた。

　しかし、その努力を嘲あざ笑わらうかのように、第二の事件が起きる。

「ああっ！」

　突然船が大きく揺れて、清良は悲鳴を上げながら床に倒れ伏した。

　その僅かの隙に、鎮まりかけていた炎が勢いを取り戻す。ゴォーッと燃え盛る炎で、結界に小さな破れ目ができた。そこから、紅蓮の炎が容よう赦しやなく清良に襲いかかる。

　清良は倒れたままで、必死に炎を防いだ。

　船が突然、大風に煽られるように速度を上げ、揺れがひどくなる。海に慣れない清良は、起き上がることさえできなかった。

　そのうえさらに悪いことが重なる。

　船が、先ほど遠目に見ていた怨霊の吹き溜まりに突っ込んだのだ。

　船に施してあった結界にも破れ目ができたようで、隙間から無数の怨霊が飛び込んでくる。

　一度にいくつもの偶ぐう然ぜんが重なり、事態は手に負えない方向へと進んでいくばかりだった。

「皇子を……お守りせねば……」

　清良は床に両手をついて、必死に起き上がった。

　だが、すぐに船が大きく揺れて、床の上を転がされる。

　清良の身体は炎の中心部へと投げ出されていた。

「ああっ、熱い！」

　身体中が炎に巻かれ、しかも黒い触手と化した怨霊までが襲ってくる。

　ばらばらに襲われたなら、容易たやすく制せい御ぎよできただろう。しかし、炎と無数の怨霊、そして船の揺れが重なって、新たな術を行使することさえできなかった。

　今や自分の身体にまといつかせた結界も崩くずれ去り、まともに炎に取り憑かれる。

　皇子を助けるどころではない。自分のほうが、命を落としてしまう危険性もあった。

　狩衣に火が燃え移り、炎に肌を焼かれる。

　熱い！

　でも、胸のほうがもっと熱い。

　清良は必死に胸元に手をやった。

　心の臓のあるあたりが、異常に熱くなっていた。炎に焼かれたせいではなく、自分の中に炎よりも熱い何かが生まれようとしているのだ。そして頭も、錐きりで刺されたように痛み、硬くなっていく。

　夢で見たのと同じことが起きようとしている。

　それと自覚しないまま、清良という器が、他の形に変わっていく。

　駄目だ。

　──清良様は鬼になられた。母御の血が目覚めたのじゃ。恐ろしや、恐ろしや……あれはまさしく鬼じゃ。清良様は鬼じゃ！　今に角が生えてこようぞ！

　乳母の叫びが耳につく。

　──清良、封印を施そう。その〝力〟解放してはならぬ。すべてを忘れるのだ。

　優しかった父の声──。

　このままでは父が施してくれた封印が解ける。

　封印が解ければ、自分は鬼となってしまう！

　──清良、怖いことは全部忘れるのだ。おまえは鬼になどならぬ。全部、忘れるのだ。

　しっかりと抱きしめられ、何度も囁かれた。

　たとえ、炎に巻かれて死んだとしても、鬼になどなりたくない。

　私は土御門清良……。

　けっして鬼などにはならぬ！

　清良は紅蓮の炎が燃え盛る中で、必死に自分の両手を胸に当てた。

　父が施してくれた封印を、今一度、自分自身で施す。

　そうすれば、たとえここで命を落としたとしても、鬼や怨霊にならずに済む。

「……詞音……」

　清良は弟の名を呼んだ。

　そして、両目を閉じ、己に封印を施す。

　ひときわ大きく船が揺れ、なすすべもなく海中へと放り出されたのは、次の瞬間だった。











三






　遠くで波の音がしていた。

　何かひどく安心できるものにしがみついている。

　手や頰に触れているのは、こしがあるのにやわらかな手触りの被ひ毛もうだった。

　童が大きな犬にしがみついているみたいな格好だ。

　ふとそんな情景を思い浮かべ、口元を綻ほころばせる。

　温かで安心できて、気持ちがいい。

　この温もりからいつまでも離れたくなくて、必死に縋りついた。
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　目覚めたのは見知らぬ部屋だった。

　重いまぶたを開けると、枕元にどかりと座り込んでいる男がいた。

　まだ若く、筋骨の逞しい男だ。男はその逞しい身体を、町中で下々の者が着るような麻あさの衣ころもで包んでいた。合わせから滑らかな胸が覗き、何故かどきりとなる。

　癖くせのある髪は無造作に伸ばしたまま、結い上げもせず肩を覆っている。けれども顔立ちは意外にも整っており、粗そ野やな感じはしない。輪りん郭かくはやや荒あら削けずりだが、鼻筋がすっととおり、口元も引きしまっている。真っ直ぐに覗き込んでくる双眸は、この国の者には珍しい、銀と灰を混ぜたような色合いだった。

「目が覚めたな」

　男は口元をゆるめ、低音のよく響く声を出す。

　鼓こ膜まくを震わせる声は、とても魅惑的だった。

「……ここは……？」

　見慣れぬ光景に、掠かすれた声で問う。

「ここは天てん狼ろうの里」

「天狼……？　天の狼……？」

　聞き覚えのない名前に、ふと首を傾げる。

「どこか痛むところはないか？」

「痛む……？」

　男に訊かれ、少し身体を動かしてみる。そして、胸と足に痛みを感じ、思わず顔をしかめた。

「やはり、まだ痛むか。仕方ないな。船が難破した時、あちこちぶつけたのだろう。だが、婆の診しん断だんでは、骨は折れてないそうだ。それに水も飲んでなかった。とにかく、打ったところは冷やしてあるから、すぐに痛みが取れるはずだ」

　男の説明を聞いて、何故だか胸が騒ぎ出した。

「船が難破……？」

　それはいったいなんのことだろう？

　自分は運悪く、座ざ礁しようした船に乗り合わせていたのだろうか？

　そして海中に投げ出され、溺おぼれそうになっていたところを、誰かに助けてもらったのだろうか？

　いくら考えても、まったく思い出せなかった。

「婆は、三日ほど寝かせておけば、おまえは元気になると言っていた。だから、薬湯を飲んだら、また寝るがいい。さあ、少し身体を起こすぞ」

　男はそう言って、首の下に大きな手を挿さし込んできた。

　そのままぐいっと上半身を起こされると、目め眩まいに襲われる。

　視界がくらりと揺れ、思わず男の胸に顔を埋めてしまうことになった。

　けれども逞しい男はしっかりと抱き支えてくれる。

「やはり、まだ身体が快復していないようだな。無理は禁物だぞ。さあ、薬湯を飲め」

　男は空いた手で茶ちや碗わんをつかみ、自分でぐいっと薬湯を呷あおる。

　そうして次の瞬間、いきなり口づけてきた。

「あ、んぅ……ぅぅ」

　驚きで口を半開きにすると、苦みのある薬が注ぎ込まれる。

　思わず、こくりと喉のどを鳴らして飲み込むと、ようやく男の唇が離れた。

「さあ、もう少し飲め」

　わざわざ口移しにされなくとも、薬ぐらい自分で飲める。

　そう言いたかったのに、訴える暇もなく再び男の唇が重なった。

「……ん、っ……うぅ、くっ」

　うまく飲み込めなくて咳せき込みそうになると、男は唇を離して、宥めるように背中を叩いてくる。

　そうして落ち着いた頃、また口移しで薬湯を飲まされた。

　唇の端からこぼれた分は、男の舌でぺろりと舐め取られる。

　男はそうするのが当然だと言わんばかりの態度だが、恥ずかしさで頰が染まった。

「これでよし。さあ、もう一度横になれ」

　男はまるで赤あか児ごでも寝かしつけるように、甲斐甲斐しく世話をやく。

　甘やかされるのはいやではなかった。でも、やはり、なんとなく恥ずかしかった。

　薬湯を飲み終わって、再び横になると、今さらのように疑問が湧いてきた。

　どうして私はここにいるのだろう？

　何故……？

　この男はいったい誰なのか？

　それに…………。

　懸命に頭を働かせようとして、突然不安になった。

　私は……誰だ？

　私は、いったい、誰なのだ？

　何も覚えていない。

　男は船が難破したと言っていた。自分はその難破した船に乗っていたのか？

　助けてくれたのは、誰？

　もしかして、この男が……？

　何もかも、まったく思い出せなくて、不安で眼まな差ざしが揺れる。

　すると男は、すぐに察したように顔を伏せてきた。

「どうした？　どこか痛いのか？」

　童を宥めるように、髪を優しく撫なでられて、ふいに涙が溢れてきた。

「……覚えて、ない……覚えていない。何も……何も思い出せない……っ！」

　嗚お咽えつとともに懸命に訴えると、男はやわらかく微笑む。

「大丈夫だ。ひどい目に遭あったから混乱しているだけだろう」

「でも……っ、わ、私は誰なのだ？　それすら覚えていない」

「大丈夫だ。きっとすぐに思い出す。それに、おまえのことは、俺がよく知っている」

　男の言葉は深く胸に染みた。

「あ……あなたは、誰？」

「俺は黒くろ鋼がねだ」

「黒、鋼……？」

「そうだ。それが俺の名だ」

　黒鋼……黒い鋼はがね……、逞しく精せい悍かんな男に似合いの名前だ。

「わ、私は？」

「おまえの名前は清良だ」

「清良……？」

　呟いてみると、何故かその名には馴な染じみがあるような気がする。

「おまえは長い間、この里を離れていたが、ようやく俺のところへ戻ってきた」

「戻ってきた？」

「ああ、そうだ。おまえは俺の番つがいとなる者。ゆえに、ここが……俺の隣が、おまえのいるべき場所だ。だから、何も案ずるな。これからはずっと俺と一緒だ」

　黒鋼と名乗った男は、銀ぎん灰かいの瞳に熱を込めるように見つめてくる。

　番つがいという呼び方は、まるで獣同士の繫つながりのようだが、嫌けん悪おはまったく感じなかった。

　自分が男だという自覚はある。しかし、目の前の逞しい黒鋼と一いつ対ついだと言われても、あまり違和感を覚えなかった。

「さあ、もう寝ろ。そして身体をしっかりと治せ。長い間離れていたのだ。おまえと早く媾まぐわいたい」

　清良は羞恥でかっと耳まで赤くなった。

　何も答えられないでいると、黒鋼が銀灰の瞳でじっと見つめてくる。

　心の臓がどきどきと高鳴っていた。

　この逞しくて、優しい男が、自分の番つがい……。

　そして、次に目覚めたら、この男と身体を繫げる……。

　自分はこの男の番つがい、だから……。

　清良は恥ずかしさで消え入りそうになりながら、そっと目を閉じた。

　黒鋼がさらに顔を寄せてきた気配がする。

　頭を撫でていた手が滑ってきて、頰に達する。そうして大きな手で頰を包み込まれ、また唇を塞がれた。
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　清良は寝苦しさを覚えて、胸を搔きむしった。

　全身が熱く、まるで燃え上がっているようだ。

「あ、ぅぅ」

　呻き声を上げながら、両手で必死に何かを搔き分ける。

　次に自覚したのは、大量の水だった。

　口に触ふれた水は塩辛い。

　ここは海か？　海に落ちてしまったのか？

　焼け焦げた身体が急速に冷やされていく。けれども、身体はどんどん下へと沈んでいった。

　息ができず、苦しさのあまり懸命に足搔あがく。

　それでも落下は止まらず、死を覚かく悟ごした。

　……し、おん……。

　夢中で誰かの名を呼んだ。でも、それが誰だったのか、思い出せなかった。

　私はここで死ぬ、のか……？

　海に投げ出され、溺れて死ぬのか？

　駄目だ。ここで死ぬわけにはいかない。

　そう思って、手足を動かすが、海水を吸った衣が重く、身体が沈んでいくばかりだ。

　海中で、髪がゆらゆら揺れていた。

　上のほうにある光も、ゆらゆらと揺れている。

　まだ、やらねばならぬことがあったのに……。

　誰かが待っていたはずなのに……。

　……も、置いていけないはずなのに……。

　思っても詮ないことばかりだ。

　死の影かげがさらにひっそりと忍び寄ってくる。

　……許して……戻れなかった……。

　ふと、脳裏に浮かんだひとつの想おもいに、胸がせつなくなる。

　清良はゆっくり目を閉じた。

　と、その瞬間、誰かにしっかりと抱かれる感触があった。

　あ、あぁ……あ、……。

　息もできないのに、叫び声を上げる。

　何者かに抱かれた身体が、力強く上昇した。

　だが清良を抱いていたのは、人ではなかった。

　漆黒の獣だ。

　鋭い牙のある口で衣の首筋を咥えられ、真っ黒な前肢が清良の身体を抱くように支えていた。

　獣はぐんぐん海中を泳いで、やがて海面に達する。

　それでも、動きが止まらず、今度はいきなり空へと飛翔した。

　驚きで目を瞠みはると、遥か下方に、黒煙を吐き出している船が見える。傾きが激しく、その船はすでに半分以上が海中に没していた。

　清良は黒い獣に咥えられたままで、空を飛翔していたのだ。

　これはいったい、なんなのか？

　夢？

　そう、これはきっと夢だ……。

　そう思ったのを最後に、清良は意識を閉ざした。
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　全身が熱く、清良はいきなり現実へと戻ってきた。

　おかしな夢を見ていたせいか、額に汗が浮かんでいる。だが、その額に冷たい布を当てられて、ほっと息をついた。

　重いまぶたを開けると、そばに黒い筒つつ袖そでの衣を着た男が座り込んでおり、やわらかく微笑んでいた。

「目が覚めたか？　だいぶ汗を搔いたから、もう熱も下がっただろう」

　この男には見覚えがある。

　確か、黒鋼と名乗っていた男だ。自分を助けてくれたという……。

　では、今し方見ていた夢は、その時の記憶だろうか……。

「私は……」

　不安のままに呟くと、黒鋼が宥めるように頭を撫でる。

「おまえは清良。俺は黒鋼だ」

　清良の不安な気持ちを察したのか、黒鋼は眠ねむる前と同じことを囁いた。

「私は清良……あなたは黒鋼？」

「そうだ。記憶が曖あい昧まいになっているようだが、心配することはない。ゆっくり養生すればそのうち思い出す。ここにはおまえを傷つける者はいない。だから安心していいぞ」

　清良は深く頷いた。

　すべての記憶が閉ざされていても、この男にそう言われると、何故か安堵する。

　黒鋼は口元をゆるめながら、銀灰の瞳でじっと見つめてくる。

「どうだ？　起き上がれそうか？　腹は減ってないか？　まずは喉を潤うるおせ」

「……はい……」

　清良は黒鋼の言葉に、素直に従った。肩を支えられながら、ゆっくり上体を起こす。

　黒鋼は枕元に置いてあった茶碗を取って、清良の様子を窺う。

「これは薬草茶だ。また口移しにするか？」

　訊かれたとたん、羞恥で頰が染まった。

　昨日、口移しで薬湯を飲まされたことはよく覚えている。

「だ、大丈夫です。自分で、飲めます」

「そうか、残念だが、仕方ないな」

　黒鋼は揶や揄ゆするように言いつつも、清良の手に薬草茶の入った茶碗をしっかりと持たせてくれる。

「ありがとう」

　清良は短く礼を言って、両手で持った茶碗を口に運んだ。

　甘みと苦みを同時に感じる冷たいお茶だ。でも、そのお茶で喉を潤すと、何故か気分が落ち着いた。

　時間をかけてお茶を飲み干し、茶碗を黒鋼に返す。

「よし。全部飲んだな。偉えらいぞ」

　黒鋼の言い方は、まるで童でも相手にするかのようだ。

　清良は自然と微笑んだ。

　その時、ふいに部屋の外から声をかけられる。

「黒鋼様、どうですか？」

　若い女の声に、黒鋼はゆっくり振り返る。

「澪みおか。ちょうどいい。清良が目を覚ました。粥かゆでも持ってきてくれ」

　黒鋼の声に応じるように、若い娘がひょっこりと顔を覗かせる。

　黒髪を頭頂部でひとつに結んだ娘は、見慣れない異国風の衣に身を包んでいた。淡紅色の上衣は筒袖で、丈も短めだ。下か肢しを包む裳もはまるで武人が着るもののように二ふた股またに割れていた。

　年は十八になるかならずといったところで、目鼻立ちがくっきりとし、意志の強そうな娘だった。

「気がついたんだ。それなら、急いで粥を持ってきます」

「ああ、頼む」

　澪と呼ばれた娘はすぐに顔を引っ込めて、立ち去っていく足音がする。

　清良は改めて、部屋の中を見回した。

　褥しとねのまわりには、几き帳ちようが巡らせてある。蔀戸しとみどがほんの少し開けられており、そこから日中の光が射し込んでいた。

　館は古びた印象だが、きれいに整えられている。部屋の隅すみに置かれた道具類も、螺ら鈿でん細工などを施されたよい品ばかりだが、相当使い込まれているようだ。

　けれども清良はなんとなく違和感を覚えてしまう。どれも自分が馴染んだものとは少し違う気がするのだ。

　これも、記憶を失っているせいなのだろうか。

「どうした？」

　黒鋼が、まるで清良の心の中を読んでいたかのように、声をかけてくる。

　そっと頰に触れられると、何故か不安が霧む散さんする。

「何も心配することはない。ここがおまえのいるべき場所だ」

　黒鋼はそう言いながら、大きな手で清良の頰を包み込む。

「私のいるべき場所？」

「そうだ。おまえは俺の番つがいだからな」

　にやりと笑った黒鋼を見て、清良は再び頰を染めた。

　昨日も聞かされた言葉だが、番つがいという言い方は、やはりおかしい。

「どうして番つがいだと？　あなたも私も、人、なのに……」

「番つがいという呼び方が気に入らないか？　だったら伴はん侶りよと言い直してもいいぞ。俺にしてみれば、おまえは花嫁といったところだがな」

　さらに恥ずかしいことを言われ、清良は思わず下を向いた。

　何も覚えていないせいで、どうしても羞恥に駆られる。

　だが、そんな時、先ほどの澪が膳を用意して、戻ってきた。

「黒鋼様、粥を持ってきました」

「おお、ご苦労。俺が食べさせるから、こっちに寄こせ」

「そんな……黒鋼様がそこまでなさることは……私がやりますよ」

「いや、駄目だ。清良は俺の番つがいだからな。俺が面倒をみる」

　黒鋼の言葉に、澪は一瞬、むっとしたような表情を見せる。

　ふたりのやり取りを見ていた清良は、どうしていいかわからなかった。

　しかし、やはり黒鋼のほうが、立場が上なのだろう。澪は渋々といった感じで、粥の載のった膳を黒鋼へと渡す。

「それじゃ、お願いします。私は婆様にこのことを伝えてきますから」

　澪はそう言いつつ、清良へと鋭い視線を投げてくる。

　でも、それは一瞬のことで、すぐに部屋から引き揚げていった。

「さあ、粥だ。腹が減っただろう。俺が食べさせてやる」

　黒鋼は何も気づかないように、清良へと向き直る。

「あの娘さんは？」

「ああ、澪か。あれはこの館のことを任せてある娘だ。気が強いのが難点だが、腹は悪くない」

　あまり的確とはいえない説明だが、今の段階ではこれ以上訊ねるわけにもいかない。

「さあ、粥を食べろ。おまえは溺れかけていたんだ。精をつけないとな」

　黒鋼はそう言いながら、粥を匙さじですくう。　>>>♥

　その匙を口の近くまで持ってこられ、清良はまた羞恥に駆られた。

「ありがとうございます。でも、自分でできますから」

「そうか？　なら、こぼすなよ？」

　黒鋼はがっかりしたような声を出しつつも、粥の椀を清良に持たせる。

　渡された椀を手に、清良は匙ですくった粥をゆっくり口に運んだ。

　何か香草が使ってあるらしく、かすかな刺激が舌先に残る。今まで口にしたことのない味だった。

「美味おいしい……」

　ひと口味わって素直な感想を言うと、黒鋼が嬉しげに目を細める。

「そうか、美味うまいか。このあたりで採れる香草を一緒に煮込んである粥だ。身体が芯から温まるぞ。だから、いっぱい食べろ」

「はい」

　清良は心からの笑みを浮かべた。

　黒鋼は精悍で逞しい男なのに、とても優しく気遣ってくれる。何もかもわからないことだらけだが、この男がそばにいてくれれば、不安を感じる必要はないのだ。

　黒鋼は食事が終わったあとも、甲斐甲斐しく清良の世話をしてくれた。汗で汚れた身体を拭き、新しい夜着に着替えさせるなど、清良は羞恥を覚えつつも、素直に従った。

「清良、気分がいいようなら、婆が話を聞きたいと言っている」

「婆……様？」

「ああ、婆はこの里の長老だ。俺も頭が上がらないことがある」

　黒鋼は磊らい落らくに言うが、清良はなんとなく不安を覚えた。

　すると、すぐに気づいた黒鋼が肩を優しく叩く。

「大丈夫だ。婆はおまえの顔が見たいだけだ。長い間、待ち続けていた俺の番つがいだからな」

　昨日から何度も「番つがいだ」と言われている。

　しかし清良にはどうしても、その言い方が馴染めなかった。

「私は何も覚えていないのに……」

「それも婆に訊いてみるといい。婆は呪じゆ術じゆつの心得もある。おまえが記憶を取り戻す、何かよい手立てを知っているかもしれない」

　清良はそれでも不安だったが、断る暇ひまもなく、几帳の陰からひとりの小柄な老女が姿を現す。

「おお、来たか、婆。清良は元気になったぞ。清良、この里の長老、王おう芳ほうだ」

「黒鋼様は、本当に有う頂ちよう天てんになっておられるな」

　そう答えつつ、王芳という老女は清良のそばの円座わろうだに腰を下ろした。

　いったい何歳なのか見当もつかない。小柄な老女は真っ白な髪をきれいに束ね、皺しわの目立つ額に、複雑な織り模様のある幅広の紐ひもを巻きつけている。飾かざり気のない白の衣を着て、首から革紐にとおした大きな翡ひ翠すいをぶら下げていた。

　どんな挨拶をしていいかわからなかったので、清良は黙って頭を下げた。

　王芳はしばらくの間、じっと清良を見つめ、そのあとおもむろに口を開く。

「その美しさ……ほんに、生き写しですな……」

「生き写し？」

「そなたの母御じゃよ」

「私の母……ですか？」

　そう訊ね返したものの、清良にはまったく母親の記憶がない。母や父の顔もそうだが、自分がどこで生まれ、どこで育ったのかも覚えていなかった。

「黒鋼様が、そなたを助けに行くと、強引に出ていかれた時は驚いたが、こうしてお会いしてみると、やはり運命というものはあるのじゃのう」

「だから、何度も言っただろう。近くまで来ているから迎えにいくと」

　しみじみとした王芳の声に、黒鋼の声が重なる。

「こうして惹ひかれ合うのも、血のなせる業わざか。しかし、これでは、直系の子は得られまい。これだけの美しさを持ちながら、惜しいのぉ、男の子とは……」

「そんなことはどうでもいいだろう」

「何を言われる、黒鋼様。それはこの国にとって、もっとも大事なことですぞ」

　王芳は憮ぶ然ぜんとしたように告げる。

　しかし黒鋼のほうは、まったく意に介かいした様子もなかった。

「何も、俺と清良の間に子ができずとも、今に〝力〟を受け継ぐ者が現れるはず」

「まったく……この国の主とも思えぬお言葉」

　ふたりの会話がいったい何を示しているのか、清良にはまったく理解できなかった。

「とにかく、俺は清良以外を娶めとる気はない。婆、そういうわけだ。一刻も早く、清良との婚こん姻いんの儀ぎ式しきを執とり行ってくれ」

「黒鋼様」

　王芳は苛立ちを含んだ声を上げる。

「……婚姻……」

　清良は呆然となるだけだった。

　今まで何度も、番つがいだと言われたが、まさか本当に男同士で婚姻を結ぼうとしているのだろうか？　何も覚えていないけれど、これが通常ではあり得ない話だということぐらいはわかる。

　黒鋼は、ようやく清良の様子に気づき、にっこりと微笑みながら清良の手を取った。

「おまえは何も心配するな。すべて、うまくいく」

「でも……」

「いいな、清良？　おまえは生まれた時から俺と番つがいになる運命を負っている。今までおまえは都、俺はこの里と離れ離れだったが、ずっとおまえを待ち続けていた。こうして、ようやく巡り合えたのだ。婚姻の儀式など形式的なものにすぎない。おまえが俺のものであることを、この里の者、それに我らの神にも示したい。だから、いいな？」

　黒鋼はしっかり清良の両手を握り、熱のこもった声で言う。

　この男は本気で自分を伴侶にする気なのだ。

　清良はかすかに恐れを感じたが、黒鋼の眼差しは、その恐れさえも取り払ってしまう強さを持っていた。

「呆れてものも言えませんな。だいいち、このお方は何も覚えておられぬ。それですべてうまくいくとお思いか？」

　横から口を出してきた王芳を、黒鋼は軽く睨みつける。

「まったく口うるさい婆だ。うまくいくに決まっているだろう。とにかく、明日にでも婚姻の儀式だ。よいな、婆？」

「本当に言い出したらきかないお方だ。仕方ない。そこまで言われるなら、準備をしましょう。しかし、ひとつだけ言うておきますぞ、黒鋼様」

「なんだ？」

「これが本当に佳よきことなのか、今の段階では判断できぬ。とにかく、黒鋼様の手には、この国の命運がかかっております。我ら一族を導き、守っていくのが、あなた様の第一の務め。それをお忘れなきように」

「今さら言われるまでもない。わかっておる」

「それなれば、よろしゅうございます」

　王芳と黒鋼がそんなやり取りを交わすのを、清良はじっと眺めているしかなかった。











四






　翌日のこと。

　清良は何もわからぬまま、婚姻の儀式に臨のぞむこととなった。

「さあ、これにお召し替えを」

　澪という娘に差し出されたのは、豪ごう奢しやな装しよう束ぞくだった。

　純白の絹地に銀糸でたっぷり縫い取りが施されている。襟元と袖口には鮮あざやかな紅くれないが覗き、下肢に付けた裳も同じ紅だった。高い位置で結ぶ帯にも金糸や銀糸の刺し繡しゆうがされている。また帯や胸元の飾りものには、翡翠をはじめとするいくつもの宝玉が揺れていた。

　黒髪は丁寧に梳くしけずられて、華きや奢しやな肩から背へと流され、金細工に宝玉を散らした冠かんむりをつける。

　澪は黙もく々もくと清良に衣装を着せ、最後に銅板を磨みがいた鏡を見せた。

　出来上がった姿に、清良は違和感を覚えた。

　これが、私……？

　頰を紅潮させて立っている姿は、まるで女によ人にんのようだ。それに、身に纏まとっている装束も見慣れぬもので、まるで現実のこととは思えない。

　清良は鏡から視線を外し、自分の姿を見下ろした。

　豪奢な装束はよく手入れされているようだが、どことなく古めかしくもある。

　宮中では見かけたことはないが、脳裏に浮かんだのは異国から渡ってきた絵巻だった。

　確か、どこかの国の王族がこのような衣装を着ていたはず……。

　そこまで思い、清良ははっと我に返った。

　何も覚えていないのに、宮中だの絵巻だのと、当然のように思い浮かべていた……。

「さあ、支し度たくが済みました。こちらへ」

　澪にそう声をかけられて、清良は胸の内でため息をついた。

　世話役を引き受けてくれているものの、この娘から感じるのは敵意だ。

　黒鋼に命じられたから仕方なく従っているが、清良の存在を快く思っていないのだろう。

　しかし、記憶を失っている清良には、どうしようもないことだ。

　婚姻などいやだと主張しようにも、その理由さえ明らかにできない。

　澪の案内で儀式が行われる場所まで移動する。

　身につけた衣装と同じで、初めて歩くことになった館も、どことなく古めかしく、そして外とつ国の風ふ情ぜいを感じさせた。

　柱や梁はりは黒くろ漆うるしで染められ、そこに高価な螺ら鈿でん細工が施されている。しかし、その螺鈿はよく見ると、ところどころ剝はげ落ちているようだった。

　赤く塗られた柱ならともかく、このような意い匠しようは馴染みがない。

　何気なくそう思い、清良は再びはっとなった。

　何かが違うと感じるたびに、思い出せないもどかしさに駆られる。そして、何もわからぬまま、流されていこうとしている己にも、不安が増した。

　儀式が行われるのは、奥に祭さい壇だんのある広間だった。

　すでに大勢の者が集まっており、清良が姿を現したと同時に、いっせいに視線が集中する。

　清良を見据える眼差しには二種類のものがあった。

　豪奢な装束を身につけた艶あでやかな姿を賞賛するもの。そしてもうひとつは、反感だった。

　黒鋼様は本気でこの者と婚姻を結ぶ気か？

　いくら着飾ってみせたとて、所しよ詮せんは男だろう。

　そんな声が聞こえてくるようで、清良は思わず身を震わせた。

　けれども、そんな時、計ったかのように祭壇の前にいた黒鋼が声をかけてくる。

「清良。こっちだ」

　黒鋼はそう言いつつ、自ら清良を迎えるために歩み寄ってきた。

　昨日の簡素な格好とは大違いで、黒鋼も豪華な装束を纏っていた。上に重ねた袍ほうは、清良と同じ純白に銀糸を縫い取ったものだが、襟や袖の重ね、帯や蔽へい膝しつには黒こく檀たんのような黒と銀色、そして濃こき紅もあしらわれ、きりりと引き締しまった雰囲気となっている。

　無造作に伸ばされていた髪も今日はすっきりと結い上げ、外つ国の帝のように、冕べん冠かんをつけていた。

　あまりの変わりように、清良は息をのんだ。

　豪華な装束を纏った黒鋼は、見るからに王者の威い厳げんを備えており、本物の帝かと思うほど美しく、力強い立ち姿だ。

　見惚みとれずにはいられなかった。そして心の臓も早はや鐘がねを打つように高鳴り出す。

　黒鋼は清良の間近までやってくると、いきなり両手を取った。

「想像していたとおり、いや、それ以上にきれいだな」

　耳元でひっそりと囁かれ、清良はほんのりと頰を染めた。

　黒鋼は祭壇の前まで清良を導き、白の装束を着た王芳に頷く。

「では、婚姻の儀式を執り行うこととする」

　厳おごそかに告げた王芳は、さっと祭壇に向き直った。

　正面に神話のようなものを刻んだ銅板が据えられている。炎のようなものをまといつかせた女神と、その隣となりに立つ巨大な獣の組み合わせだ。

　それを見た瞬間、どきりと心の臓が高鳴った。

「我らが祖であらせられる黒き神と赤き女神に申し上げる。黒き神の裔すえであるこの者、黒鋼と、赤き女神の裔であるこの者、清良は、神々の前で婚姻の契ちぎりを結ぶ。この婚姻にて、神々の恩おん寵ちようを再び我ら一族の手に戻したもうことを祈き願がんせん……」

　今まで一度も聞いたことのない不思議な祝詞のりとだった。

　何故か不安が増し、今すぐ逃げ出したくなってしまう。

　しかし清良の手はしっかりと黒鋼に握られている。逃げ出すことはできなかった。

　王芳の祝詞が終わり、次には神への誓いの儀式が行われる。

「黒鋼様、清良様。互いに手を取り合って、神々の魂たましいが宿る玉ぎよくに触れられよ」

　王芳の声で、黒鋼は清良の手を握ったまま祭壇へと近づいた。

　手前に置かれていたのは、巨大な翡翠の塊だった。

　白木の台座の上に青い絹の布が敷しかれ、楕だ円えん形の平たい形をした翡翠が置かれている。その大きさは、黒鋼と清良が一緒に手を翳かざしても、まだ余りがあるほどだった。

「さあ、清良。ともに触れるのだ」

「……っ」

　黒鋼に促されたせつな、清良はびくりとなった。

　我知らず手を引っ込めたくなるが、黒鋼はそれを許さない。

　この翡翠に触れたら、どうなるのか？

　何か恐ろしいことが待っているのではないか？　何もかもが変わってしまうのではないか？

　そんな不安に駆られ、触れるのが怖かった。

　清良の怯おびえを察したのか、黒鋼が宥めるように囁く。

「大丈夫だ。俺を信じろ」

　ほんの二、三日前までまったく知らない男だったのに、何故か黒鋼にそう言われると、気持ちが落ち着いた。

　清良が小さく頷くと、黒鋼は握った手を翡翠の上へと導く。

「さあ、手を広げて触れるんだ」

　清良は言われるままに手を広げ、そっと翡翠の上に置いた。

　黒鋼の大きな手も隣にある。

「あっ」

　息をのんだのは、翡翠から何かが身の内に流れ込んでくるような気がしたからだ。

　それでも清良は翡翠から手を離すことができなかった。まるで貼りついたように、指さえも動かせない。

　どくりどくりと心の臓が音を立てる。身内に宿った何かが、存在を誇こ示じするために心の臓を無理やり動かしているような気さえした。

　しばらくして、王芳が儀式の終了を告げる。

「これにて、黒鋼様と清良様は、無事に婚姻を結ばれた。神々の恩寵があまねく我ら一族に示されんことを」

　王芳の言葉に続き、銅鑼どらが鳴らされる。

　長く続く余よ韻いんが収まった時、広間を埋め尽くしていた者たちが、いっせいに息をついた。

　翡翠に貼りついているようだった掌てのひらも、いつの間にか離れる。

　動どう悸きもいつの間にか治まって、ようやく現うつつが戻ってきたような心地だった。

「さあ、これで式は終わりだ。おまえは晴れて俺の番つがいとなった。このあと、一族の者たちが連なる宴が催される。皆、おまえのことを見たがっている。だから、しばらくの間、つき合ってやってくれ」

「……はい」

　他にどうしようもなく、清良はこくりと頷いた。

　黒鋼は嬉うれしげな笑みを浮かべる。

「おまえの美しさを間近にしたら、皆が俺を羨うらやましがることだろうな」

　清良は再び頰を染めた。

　黒鋼はなんでもないように言うが、集まった人々がすべて好意的であるとは言い難がたい。

　清良が男であることは最初から知れ渡っているだろう。しかし、歓迎されていないのは、それとは違う理由があるように感じた。

　いずれにしても、今の自分は記憶さえないのだ。そして、味方であると感じられるのは、隣に立つ男しかいない。

　だとすれば、清良には黒鋼に従う道しかなかった。

　儀式が行われた広間から、宴の席へと移る。

　館の使用人たちが用意した祝いの膳がずらりと並び、清良は黒鋼とともに、衝つい立たてを背にした席についた。

「では、皆のもの。我が伴侶となった清良だ。この里にはまだ不慣れゆえ、気遣ってやってくれ。今日は存分に飲むがいい」

　集まっている客は百人ほど。無骨な男ばかりで着飾った女の姿はない。それゆえか、黒鋼の言葉も、まったく気取りのないものだった。

「お館様、ずいぶんと美しい番つがいを得られたな。めでたいことだ」

「おお、さすがはお館様。まるで都の姫君のようじゃ」

「いい加減なことを言うな。おまえは都の姫君になど、会ったことがなかろう」

「なんだと？」

　祝いの言葉も気取りのないもので、座がどっと沸わいている。

　先ほど儀式の間にいたのは、年齢を経た者ばかりだったが、宴の場には若い者が多い。そのせいか、清良に対する視線も好意的だった。

「清良、怖がることはないぞ。皆、恐ろしげな面つら構がまえだが、気のいい奴らばかりだ。おまえも祝いの酒を飲め」

　黒鋼は上機嫌の様子で酒を勧めてくる。

　しかし、清良は静かに首を左右に振った。

「私は……」

「なんだ、酒は飲めないのか？　それとも、まだ具合が悪いのか？」

　黒鋼はとたんに心配そうな顔になる。

　清良はほっと息をついた。

「では、少しだけ」

「これは館の女たちが祝い用に作った果実酒だ。荒くれ男どもにはちともの足りぬが、おまえにはちょうどいいだろう」

　清良は黒鋼に注いでもらった酒を、ほんの少し口に運んだ。

　口当たりがよく、かすかに櫻の香りがする。

「櫻、ですか？」

「ああ、館の裏手に櫻の林がある。春には見事な花を咲かせる。山が全部薄紅に染まってすばらしい眺めになるからな。おまえも楽しみにしていろ」

　黒鋼はそう言って、満足げに目を細める。

　山がすべて薄紅に染まる……。

　それは、どんなに美しい景色だろうか。

　記憶もなく、この場所のことも何も知らない清良だが、黒鋼の言葉で想像した景色には、強く惹ひきつけられた。

　宴席は最初から無礼講のようで、男たちは遠慮もなく酒を呷っている。

　そして、しばらくした時、ふいにひとりの長身の男が、近づいてきた。

「黒鋼様、失礼します」

「おお、銀ぎん月げつか」

　近づいてきた男は、宴席に連なる者とは違って黒ずくめの格好だ。筒袖の簡素な上衣に二股の下衣。黒髪も首の後ろでゆるく結わえているだけだった。

　年は黒鋼より少し上か、精悍な顔つきで、まったく隙のない武者のような雰囲気を漂わせている。

　その銀月は、黒鋼のそばで片方の膝をつき、声をひそめて何事か報告していた。

　悪い知らせだったのか、話を聞いた黒鋼の表情が険しいものになる。

「では、明日の朝、船を出すことにする。用意させておけ」

「御ぎよ意い」

　銀月は短く答えただけで、すぐに離れていった。

　しかし、広間から姿を消す寸前、すっと清良へと視線を固定する。

　ほんの一瞬のことだったが、清良はあまりの冷たさにぞくりと背筋を震わせた。

　やはり、皆に歓迎されているわけではないのだ。

　黒鋼の側近といった雰囲気の銀月、里の長老である王芳、それに澪も……。

　またしても不安な気持ちが芽生えそうになるが、それを払ふつ拭しよくさせたのは黒鋼だった。

　さっと立ち上がって声を響かせる。

「皆のもの。明日の朝、船を出すぞ」

　黒鋼のひと言で、騒がしかった広間がいっぺんに静まり返る。

「お館様、では、またぞろ奴らが仕掛けてきたので？」

「ああ、そうらしい。今、知らせがあった。だが、今日はせっかくの宴だ。皆はこのまま続けてくれ。だが、明日の朝、遅れるでないぞ」

「なんだ、それぐらい。朝まで飲んだとて、船酔いなどせぬわ」

　磊らい落らくに言った男に、どっと笑いが起きる。

「まあ、好きにしろ。しかし、俺は座を外すぞ」

「明日の朝、船を出すなら、仕方ないですな」

「美しい嫁よめ御ごとすぐに離れ離れとは、酷こくな知らせじゃ」

「なんの、今宵のうちにたんと楽しめばよい話。奴らを片付けてから、また挑いどめばよい」

「お館様、ほどほどにしなされよ。嫁御を壊こわしてはならぬぞ」

　広間には再び遠慮のない笑いが広がる。

　男たちの好こう奇きの視線が集中し、清良は初めて自分のことが話題になっていたことを知った。

「さあ、清良。来い」

　黒鋼に手を引かれ、立ち上がらされる。

　次の瞬間、黒鋼の手が膝裏に添そえられて、清良はしっかりと横抱きにされていた。

　かっと羞恥に襲われ、下ろしてくれるように頼もうとしたが、それも揶や揄ゆするような喝かつ采さいで邪魔される。

　そうして清良は祝いの宴席から、黒鋼に抱かれたままで退出することになったのだ。
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　連れていかれたのは、黒鋼の対屋だった。

　まだ陽の高い時刻だったが、蔀戸が下ろされているので室内は薄暗い。

　そして清良が下ろされたのは、褥の上だった。

「く、黒鋼様……」

　抱かれて運ばれるなど、羞恥の極きわみだ。

　なのに、黒鋼は清良を褥に横たわらせたあと、上からじっと見つめてくる。

「やっとおまえをこの手で抱けるな」

「な、何を……する気なのですか？」

　清良は不安のままに、声を震わせた。

「言っただろう。おまえを抱く」

「でも……私は男で……」

「それがなんだ？　都の貴族は男同士でも恋を語り合っていると聞くぞ。これだけの美しさだ。今まで何人もの男から言い寄られていただろう」

　揶揄するように訊ねられ、清良は懸命に首を振った。

「そんな……知らない……お、覚えていない……っ」

「そうだったな。おまえは記憶をなくしているのだった。すまん」

　優しく謝られても、不安はなくならなかった。

　何も覚えていないことが心細くて仕方ない。

「清良。何度でも言う。おまえは俺が待ち望んでいた運命の番つがいだ。明日の朝、俺は皆みなを率いて、船を出さねばならない。だから、待つ気はないぞ。おまえがいやだと言っても聞かぬからな」

　銀灰の瞳には熱がこもっている。

「黒鋼様……っ」

　飢うえたように見つめられ、清良は小刻みに唇を震わせた。

　黒鋼の手が宥めるように頰に当てられて、長い指で唇の形を辿たどられる。

「優しくする。だから、拒こばむな」

　黒鋼は掠かすれた声で告げ、そっと精悍な顔を伏せてきた。

「……っ」

　唇がしっとりと重ねられ、思わず息を止めてしまう。

　けれども黒鋼はそっとあやすように、清良の唇を舐め始めた。

　息を詰つめていられたのは、ほんの僅かな間だった。

　苦しくて口を開いたとたん、黒鋼の舌がするりと中に滑り込む。

「んぅ、……んっ、ふ……っ」

　最初から容赦なく舌を絡め、濃のう厚こうに口づけられた。

　清良は足搔くように手を振り回したが、黒鋼に手首をつかまれれば、もう抵てい抗こうさえできなくなる。

　黒鋼はけっして急がず、清良から反応を引き出すように、いやらしい口接を続けた。

　唾だ液えきが混じり合い、何故なぜか甘いと感じてしまう。

　宥めるように舌を吸われると、じわりと身体の芯が熱くなった。

「おまえの唇は甘い。肌もきっと極上の甘さだろう」

　黒鋼はそう囁いたとたん、唇から喉へと舌を滑らせていく。

「あ……っ」

　びくりと身体を震わせると、その隙を狙ったように、衣の合わせをはだけられた。

　真っ白な肌が露出すると、黒鋼はすべてを味わい尽くすように、余すところなく舌を這わせてくる。

「やはり極上の肌だ」

「やっ、あ、ま、待って……っ」

　黒鋼の舌が滑るたび、触ふれられた場所に火がついたように熱くなる。

　自分の身体なのに思いどおりにならない。肌だけではなく、身体の芯まで溶け崩れていくようで怖かった。

「清良……どんなにこの日を待ち続けたことか」

　黒鋼は狂おしく囁きながら、身体中に舌を這わせてくる。

「やっ、ああ……っ」

　胸の突起に舌先が触れ、清良はひときわ高い喘ぎ声を放った。

　かりっと歯を立てられると、腰がびくんと浮き上がる。

「可愛らしい粒だ。吸ってやろう」

「やあ……っ、やめて……ああっ、くぅ」

　言葉どおりに、ちゅくりと吸い上げられて、清良は身悶えた。

　どうしてこんな場所が弱みとなるのか、わからない。でも、胸を弄いじられると、あらぬ場所まで熱を帯びてしまう。

　黒鋼はすべてお見とおしだというように、左右の粒を順に口に含みながら、下肢へと手を滑らせてくる。

　そろりと中心を撫でられ、清良は再びびくんと腰を突つき上げた。

「胸を弄られるのが気に入ったようだな。もう熱くなっている」

　黒鋼は笑いを含んだ声で言いながら、中心を包み込む。

　清良は必死に首を振ったが、そこはすでに形を変えつつあった。

「やめてください……お願い、です」

　あえかな声で頼んでも、黒鋼はそろりそろりと撫でさするのをやめない。

　手の動きに合わせ、清良の花か芯しんはさらに張りつめていくばかりだ。

「遠えん慮りよなどするな。気持ちがよければ、素直にそう言えばいい」

「でも……こんなの……違う」

　清良は涙を滲にじませながら訴えた。

「直に触れるのは初めてだが、夢の中ではすでにおまえと媾まぐわった」

「噓だ……」

「それも忘れてしまったなら、思い出させてやるまでだ」

　黒鋼はそう言ったかと思うと、いきなり下衣を取り除のける。

「ああっ」

　腰をよじった時にはすでに遅く、張りつめた花芯がさらされた。

　黒鋼は身体をずらし、あろうことか花芯に口をつけてくる。逃げる暇などなく、根元からすっぽりと咥えられてしまった。

「や……んんぅ……く、ぅ」

　まるで何かを咀そ嚼しやくするように口を動かされ、清良は悲鳴をのみ込んだ。

　必死に手を伸ばして黒鋼の頭をどかそうとしても果たせない。

　黒鋼は深く咥え込んだものを吸引し、さらには蜜を溢れさせた先端の窪みまで舌先でつついてくる。

「あ、ああ……あ、んぅ」

　清良の口からは、甘い喘ぎがこぼれるだけだった。

　恥ずかしくてたまらないのに、気持ちがいい。

　黒鋼の舌が這わされるたびに、火を噴くように身体が燃え上がっていく。

「や、ああっ……んぅ」

　黒鋼は予想もつかない口こう淫いんを続けながら、はだけた胸にも手を伸ばしてきた。

　根元から吸われながら、硬く尖った粒を弄られると、一気に弾はじけてしまいそうになる。

　なのに、黒鋼は意地悪く様子を見ながら、愛撫の強さを加減する。

　達しそうになると、口淫がゆるみ、胸からも手が離れる。そして清良が息をつくと、再び濃厚な愛撫が始まる。

「おまえの声はたまらんな。こっちはどうだ」

　黒鋼は口淫をいったん中止して、今度はあらぬ場所へと手を挿し込んできた。

「あ、や……っ」

　腰を斜めにねじるような格好にされ、剝き出しになった後こう孔こうに触れられた。

　片方の脚を曲げられると、もう抵抗ひとつできなくなる。

　そうして息をのんでいる間に、黒鋼の指ははっきりとした目的をもって、恥ずかしい窄まりに触れてきた。

「まだ硬いな。いきなりでは、おまえを壊してしまう。ここもたっぷり蕩けさせてやろう」

「やっ、な、何？」

　問い返す暇もなく、黒鋼が顔を伏せてくる。

　指で触れていた場所に、ぴちゃりと舌をつけられて、清良はひときわ大きく身体を震わせた。

「やっ、いやだ、そんな不ふ浄じような場所……や、ああぁ……っ」

　清良は黒鋼の口から逃れようと、必死に腰を引いた。

　けれども黒鋼は片方の手で清良の腰を押さえ込み、もう片方で振り回した手もつかまれてしまう。

　それだけではなく、清良はあっさりうつ伏せの体勢まで取らされてしまったのだ。

　抵抗するすべを奪われ、もうどうにも逃れようがなかった。

「あ、ああ、……んんぅ」

　白い双そう丘きゆうが完全に剝き出しになり、容赦なく窄まりを指で開かれる。そうしてさらされた場所に、黒鋼の舌が吸いついた。

　たっぷり唾液をまぶすように、何度も窄まりを舐められる。

「やっ、や、……ああっ」

　清良は激しく胸を喘がせ、必死に腰をよじった。

　けれども、どんなに逃げようとしてもうまくいかず、黒鋼の舌がとうとう中にまで挿し入れられる。

「あ、……く……ぅぅ」

　清良は両手を強く握りしめ、体内を舐められる感覚に耐えた。

　無体な真似をされているのに、何故か身体が熱くなっていくだけだ。

　黒鋼は時折前や胸にも触れてくる。張りつめたものを握られ、そのうえ胸の粒を弄られ、舌では体内まで犯されて、清良はどうしようもなく悶えるだけだった。

「やっ、ああぁ……」

　いったん治まっていた熱が、再び噴き上がってくる。

　けれども黒鋼は計ったかのように舌での愛撫を中断した。

「たっぷり濡れたな。今度は指だ」

「あっ」

　息をついたのも束つかの間、濡れた場所に舌より硬いものが侵入する。

　黒鋼の指は、舌では届かなかった場所まで達して、また新たな動きを始めた。

「やあ……っ！」

　そろりと撫でられた一点で、ひときわ強い刺激が走り抜ける。

「当たり、だな。たっぷり可愛がってやる」

　黒鋼は満足げに言いながら、清良が反応を示した一点を集中して弄り始める。

　指の腹で押し、爪で引っ搔くような真似までされて、清良は一気に追いつめられた。

「あああっ、あ、うぅ、やあ、……っ」

「その甘い声、たまらんな。もっと聞かせろ」

　背中から覆い被さった黒鋼が、耳に熱い息を吹きかけながら囁く。

　その些さ細さいな刺激にも、清良はぶるぶる身体を震わせた。

「やあ、ああ……っ」

　ちゅぷり、ちゅぷりといやらしい水音を立てながら、体内を搔き回される。

　その指が二本、三本と増やされていく。

　もう、堪こらえることなどできなかった。

　身体中が芯から燃え上がり、一気に熱を放出しないと、死んでしまいそうだ。

　頭はすでに朦もう朧ろうとなって、何も考えられなかった。

「そろそろ、よさそうだな」

　体内を犯していた指が抜かれ、身体を表に返されても、清良はぐったりとしたままだった。

　清良の腰を挟はさむ形で膝をついた黒鋼が、性急に上衣を脱ぎ捨てている。逞しい胸が剝き出しになり、次には下肢も寛くつろげられた。

　あらわになったものに、清良ははっと目を瞠った。

　黒鋼は、黒々とした巨大な男根を自らつかみ、根元からゆっくりしごき上げている。

「……や……」

　清良は必死に首を振った。

　だが、黒鋼は清良の腰を押さえ、容赦なく両足を広げさせる。

　たっぷり濡らされ、蕩けさせられた場所が、無防備にさらされ、そこを狙って獰どう猛もうに張りつめたものが近づいてくる。

　ぴちゃりと、触れ合った瞬間だった。

「や、あああああぁ────っ！」

　悲鳴とともに、一気に何かの〝力〟が放たれた。

「清良……」

　呆然としたような声を上げたのは黒鋼だった。

　頰や剝き出しの胸、腹、腕、いたるところが斬きり裂さかれ、一瞬の間を置いて、そこから真っ赤な血が噴き出す。

　その飛び散った血が、清良の白い腹や胸に、ぽたぽたと落ちてきた。

　清良はぶるぶると、瘧おこりのように震え始めた。

「いや……いやだ……っ、怖い……熱い、……変わってしまう……、いや、怖い……っ」

　何を口走っているかもわからない。

　だが、自分の身体から発したものが、黒鋼の肌を斬り裂き、傷つけたとの自覚だけはあった。何らかの〝力〟が暴走して黒鋼を攻撃したのだ。

「清良、おまえは……」

　黒鋼は信じられないものを見たように、銀灰の目を瞠っている。噴き出した血は、黒鋼の逞しい身体を真っ赤に染めていた。

「血が……、血が……っ、わ、私が……、傷つけた……っ、でも、違う……、わ、私は……、鬼……、鬼に……、いやだ。違う……でも、私が……っ」

　童のように泣き叫ぶ清良を、黒鋼がしっかりと抱きしめた。

「大丈夫だ。なんでもない。おまえはちょっと驚いただけだ。何も思い出していないのに、俺が急ぎすぎた。おまえは何も悪くない。だから、大丈夫だ」

「ああ、あぁぁ……」

　清良は嗚お咽えつを上げながら、黒鋼に縋りついた。

　黒鋼は無数の傷を作り、そうしたのは自分なのに、何もわからず怖くてたまらなかった。

　そして縋る相手は黒鋼しかいなかったのだ。　>>>♥
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「どうなさるおつもりですか？」

「一緒に連れていこうと思っていたが、無理そうだな」

「当たり前です。あのように暴走するようでは、助けになるどころか、あなたの身が危ない。こんなことなら、お戻りいただかなくともよかったのでは」

「そう、悪あし様に言うな。あれはまだ己が何者であるか思い出せずにいるだけだ」

「しかし、何も思い出せぬまま、万一また暴走するようなことがあれば、どうなさいます？」

「俺がそばにいてやれば大丈夫だと思うが」

「敵は待ってくれません。我らは徐々に追いつめられている。……様のお力がなければ、敵を追い返すまでに、どれだけ犠牲者が出ることか」

「そんなことはわかっている」

　誰かを責めるような声と、それに答える苛立たしげな声。

　遠くから聞こえてきた話しで、清きよ良らはふっと目が覚めた。

　しかし、あたりを見回しても、誰の姿もなかった。

　几き帳ちようを巡らせた褥に、横たわっていた。

　身体がひどくだるくて、熱っぽかった。それに、目を覚ましたにもかかわらず、頭に霞かすみがかかっているように、ぼんやりしていた。

　私はどうしてここで寝ていたのだろうか？

　そんな疑問を抱きつつ、ゆっくりと上体を起こす。

　すると、その気配を察したのか、几帳の陰から若い娘が顔を覗かせた。

「やっと目が覚めたのですね」

　澪みおという名の娘は、不機嫌そのものといった声を出す。

「私は……」

「あなたは三日も眠ったままでした」

「三日も？」

　清良は小首を傾げた。

　澪は苦虫を嚙みつぶしたような顔で、これ見よがしにため息をつく。

「ずいぶんと暢のん気きなことですね」

「私はどうして？」

「ちょっと！　まさか、覚えてないんですか？　黒くろ鋼がね様をあんな目に遭わせておいて！」

　黒鋼という名を聞いたとたん、ずきりと胸が痛んだ。

　それと同時に、真っ赤な血を噴き出していた姿を思い出す。

「わ、私は黒鋼様を……傷つけて……あ……っ、どうしよう……黒鋼様は……黒鋼様は、ご無事、なのですか？」

　清良はがたがた震えながら訊ね返した。

　その様子を眺めていた澪は、再びため息をつく。

「やっと思い出したってわけですか。これで、黒鋼様の伴侶だなんて、信じられない。黒鋼様も、なんだって、あなたみたいな人を！」

　澪に責められて、清良は唇を嚙みしめた。

　黒鋼に抱かれ、途中でいきなり何かの〝力〟が暴走したのだ。

　あれは紛まぎれもなく、自分の中で眠っていた〝力〟だ。

　どうしてあんなことになったのか、よくわからない。でも、身体の中で何かがいきなり膨れ上がり、一瞬の間に飛んでいったのだ。

　まるで鋭い短剣を何本、何十本と投げつけたように、黒鋼を攻撃していた。

　自分からそうしたいと思ったわけじゃない。それだけは絶対だ。

　なのに、どうして黒鋼を傷つけてしまったのか。本当にわからなかった。

　自分の中に潜む魔に、清良は小刻みに震えた。

「とにかく、気がついたなら、兄あに者じやに知らせてくる」

　澪はそれだけ言って、くるりと背を向ける。

　清良はかける言葉もなく、呆然と見送るしかなかった。

　しばらくして、顔を出したのは、黒鋼とさほど変わらぬ長身で、精悍な顔つきに鋭い目をした男だった。まるで研とぎ澄すました刃やいばのような印象の男だ。黒くろ髪かみをひとつに結わえ、飾り気のない異国風の筒袖の衣に、黒革の胸当てをつけている。

　確か、黒鋼の側近のような役目で、銀ぎん月げつという名だったはず。

　その銀月は清良のそばまで来ると、すっと腰を下ろした。

「具合はどうですか？　どこか痛んだりしていませんか？」

「……いいえ、痛みなどはありません」

「そうですか。では、あとで食事を持ってこさせましょう」

　それきりで腰を上げようとする銀月を、清良は慌てて引き留めた。

「あの、待ってください。黒鋼様はどちらに？」

「黒鋼様なら、もう船の上です」

「怪我は？　黒鋼様の傷は、大丈夫だったのでしょうか？　私……私が……」

　黒鋼を傷つけたのは自分だ。

　そう思うと、たまらなかった。

「黒鋼様の傷は、幸いにして浅いものばかりでした。だからと言って、見過ごしにできることではありません。〝力〟を暴走させたこと、自覚しておられるのですか？」

　銀月は冷れい淡たんに問いを発する。

　清良はこくりと頷いた。

「あなたは黒鋼様を拒絶して、だから攻撃したのですか？」

「攻撃？　いいえ、そんなこと……、でも、私が何かしたのは事実です。どうしてだかは、わかりません」

　清良は力なく首を左右に振った。

「しかし、黒鋼様に抱かれようとした時に、〝力〟を使ったでしょう。黒鋼様を嫌って、そうなったのではないのですか？」

　鋭く胸を斬り裂くように、冷ややかな声だった。

　清良は思わず涙を滲ませた。

　黒鋼は、何も覚えていない自分に優しくしてくれた。故意に傷つけたいなどと、思うはずがない。

　黒鋼に抱かれるのも、いやではなかった。ただ性急すぎて、恐れを感じたことは事実だ。黒鋼の手と口で身体中を愛撫され、熱くてたまらなくなった。自分の身体が自分のものではないようで、怖くなったのだ。

「それで？　やはり他のことは何も覚えていないと？」

「覚えていません」

「俺は黒鋼様から、あなたの面倒をみるようにと命じられました。戦にはどうしても、黒鋼様の〝力〟が必要だ。しかし、もしあなたがまた暴走するなら、抑おさえになる者がいる。黒鋼様とは比べものにならぬが、俺も少しは〝力〟が使えるので」

　銀月の説明を聞いて、清良はさらに不安に襲われた。

「戦？　……黒鋼様は戦に行かれたのですか？」

「そうです」

「でも。どこと戦に……」

　そう訊ねようとして、清良は途中で言葉を切った。

　記憶のない自分がそれを訊ねても、状況を把は握あくすることはできない。

「奴らはしつこく我らを襲ってくる。黒鋼様が後おくれを取ることは絶対にありません。どんなに手こずらされようが、必ず勝ってこの里に戻られる」

「本当に？　大丈夫なのですか？」

「ああ、大丈夫だ」

　銀月は、そこでようやく厳しかった表情をほんの少しゆるめた。

　けれども、清良に気を許したわけではなく、黒鋼のことを思ってのことだろう。

「黒鋼様は、いつお戻りに？」

「まもなくだろう。船に積める糧りよう食しよくには限りがある。明日か、明後日にはいったん戻ってくるはずだ」

「そう、ですか……」

　清良は小さく呟くだけだった。

　記憶も戻らず、黒鋼もそばにいない。心細さが増すばかりだ。

　けれども、こうして何もかも人の手に預けて、自分からは何もしない。川かわ面もに流されていく木の葉のようではいけないと思う。

　清良はふっと顔を上げ、銀月に視線を向けた。

「あの、できれば、この里を見てみたいのですが……」

「里を見る？」

「はい。私には記憶がありません。でも黒鋼様は、私がこの里に戻ってくるのが当然だと思っておられるようでした。里を見せていただければ、もしかしたら何か思い出すかもと……」

「そんな簡単なことで物事がうまく進むとは思えないが、まあいいでしょう。身体に支障がないなら、俺が案内しましょう」

「ありがとう。よろしくお願いします」

　渋々引き受けてくれた銀月に、清良は丁寧に礼を言った。
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　澪の助けを借りて身支度を終えたあと、清良は銀月に従って屋外に出た。

　里の者がよく着ている短めの上衣と細めの下衣は、狩衣などより動きやすい。

　館はいくつか棟むねに分かれており、全体が高い石垣で囲まれていた。館の敷地には真っ白な砂が敷しきつめられており、磨みがかれた御み影かげ石いしを並べた路がとおっている。

　館でもっとも重要な部分は、何日か前に婚姻の儀式を行った広間で、清良が寝ていたのは、その裏手にある領主用の別棟だった。

　全体的に古びた感はあるものの、漆黒の漆うるしに螺ら鈿でん細工を施すなど、非常に優美な意匠になっている。異国情じよう緒ちよの漂う美しい館だけに、敷地を取り囲む無骨な石垣との組み合わせには、違和感を覚えずにはいられなかった。

　青あお瓦がわらを載せた門を抜ぬけると、清すが々すがしい樹木の香りに包まれる。けれどもかすかに汐しおの香りも感じ取れた。

　不思議に思って目を凝らすと、重なり合った木々の隙間から、青く煌きらめく海が見えた。

「海……」

　清良が漏らした呟きに、銀月が歩みを止める。

「この里は海に囲まれています」

「島、なのですか？」

「そうです。とにかく全景が見渡せる場所へ案内しましょう。ご自分の目でご覧になるといい」

　銀月はそう言って、力強く歩き出す。

　森に作られた道は、途中で何方向にも分かれていた。

　銀月は後ろを気遣うことなく進んでいくが、清良はすぐに息が上がった。

　土を突つき固め、そこに石材を配した道は、しっかりと手入れがなされている。坂には丸太を組んで、雨で土が流れないような工く夫ふうも施されていた。

　勾こう配ばいがきつくなるにつれ、はあはあと息が上がったが、なんとか頂上まで登り切る。

　視界が開けた時、真っ先に目に入ったのは、真っ青な空だった。

　平らな部分は、さほど広くはないが、大石を組んだ見張り台があって、武装したふたりの屈くつ強きような男がいた。

「銀月様！」

　年配の男は驚いたように声を放つ。

「変わりはないか？」

「はっ、怪しい船影は見えません。中ちゆう継けい地からも、知らせは入っておりません」

　簡潔な答えに、銀月は黙って頷く。

　そのあと、見張りの男たちは、ようやく清良へと目を向けてきた。

「この地がどのようなところか、知りたいそうだ」

　銀月の説明はそっけなかったが、男たちの表情は好意的だった。

「確かに我らが国を見渡すには、ここが一番の場所です」

「どうぞ、こちらへ。清良様」

　男たちはすでに清良の名前を知っている。領主の伴侶となったことも承知しているせいか、物言いが丁寧だ。

　場所を譲ゆずられた清良は、遥か彼方まで続く煌めく海の光景に、目を見開いた。

　水平線から天に向け、純白の雲の固まりが駆かけ上がっている。

「こっちが陸地です」

　後方に目を転じると、群青の海の向こうに緑に覆われた陸の影が見えた。

「ここは独立した島ですが、大潮の引き潮の時だけ陸地との間に道ができ、歩いて渡ることができます」

「銀月様。歩いて渡れるったって、よほど海中の道を知っている者じゃないと無理ですよ。俺ら天狼の者だって、無事に辿たどり着けるかどうか、危ういんですから」

　銀月の説明に苦笑しながら横やりを入れたのは、年配の見張りだった。

　よく見てみると、確かに陸との間は、海の色が少し薄いようだ。しかし、陸地までは相当の距離があり、いくら引き潮の時でも歩いて渡るのは困難なように思われた。

　見張り台が置かれた場所は、島のほぼ中央に位置している。島は全体が森で覆われ、その隙間に僅かばかりの耕作地が点在しているのが見えた。

　島は円形に近い形だが、海岸線が複雑に入り組んでおり、そのうえ全体が岩をそぎ落としたように切り立っている様子だ。

　大きな集落は見当たらない。それでも、目を凝らすと、海岸や森の耕作地などに、十軒けんから二十軒ほどの家々が固まった集落が点在しているのが確認できる。

　しかし、清良はなんとなく違和感を覚えて首を傾かしげた。

　黒鋼は皆を引き連れて戦いにいったはず。ならば、陸路を取れない以上、相当数の船を率いていったと考えられる。それなのに、港や船溜まりらしきものもまったく見えなかったのだ。

　海岸まで距離があるので、ここからは見えないだけかもしれないが……。

「港はないのですか？」

「ありますよ、三箇所。ちょうど信号を送ってきているから、見えるでしょう。あそこに」

　銀月に指さされた場所で、確かにちかちかと何かを反射させている光が見えた。

　おそらく鏡を使って信号をやり取りしているのだろう。

　しかし、その場所というのが、完全に森の中だったのだ。

　海岸が入り組んでいるのと同様に、島を覆う森にはかなりの高低差がある。けっしてなだらかな山というわけではない。

「三箇所の港は、すべて岩の門をくぐった先にあります。外からは見えない。それに、岩門近くは潮の流れが複雑で、よく知らない者がうっかり近づけば船を難破させることになる。いくら敵が襲ってこようと、この島に上陸するのは不可能です」

　声は淡々としていたが、銀月はどことなく誇ほこらしげだった。

　けれども清良は、ますます疑念に駆られただけだ。

　天狼の里が、堅けん固ごな砦とりでのような島だというのはわかったが、では、敵というのはいったいどこなのだろう？

「あの、黒鋼様はどこまで戦いに行かれたのですか？」

　何気なく訊ねると、銀月の表情がすっと険しくなる。

「ここは難なん攻こう不ふ落らくの島。潮を知らない者は近づけない。だが、間近まで敵に迫られるより、最初から近づけないほうがいい。我らの斥せつ候こうは、向こうの陸地だけではなく、この海の彼方にも散っている。怪しげな船がこちらに向かっているとわかった時点で、食い止めているのだ」

「でも、どうしてそこまで？」

　清良の問いに、銀月は皮肉っぽく口元を歪める。

「この里を狙っている奴は多い」

「この里を狙う？」

　清良はさらに不思議に思っただけだ。

　確かにこの里は天然の要害といった場所だが、それでも危険を冒おかしてまで狙う意味があるのだろうか？

「奴らが欲しいのは、この島そのものだ。理由は」

　銀月はそこでいったん言葉を止め、すっと腰を落として、そばに転がっていた岩石の欠片かけらを拾い上げた。

　鋭く先の尖った石を掌に載せられ、清良は目を見開いた。

　土まみれの石だが、付着した泥どろの下は緑色だった。

　清良は手が汚よごれるのもかまわず、その泥を払い落とした。すると、石の断面が一箇所剝き出しになり、さらに緑色が顕けん著ちよになる。

「まさか……翡翠、ですか？」

「そのとおり。この島全体が巨大な鉱こう床しようそのものと言って差し支つかえありません」

　銀月の答えを聞いて、清良は呆然となった。

　翡翠は古き時代より珍ちん重ちようされている玉ぎよく石せきだ。この島全体が翡翠でできているなど、にわかには信じられない。

　いったいどれほどの価値があることか……。

　だからこそ、この島を狙う者がいるのだろう。

「あなたは記憶を失っているということなので、教えておきます。我らは何百年も前に、この地に漂ひよう着ちやくした。以来、ここを棲すみ処かとしている」

「ここは倭やまと、ではないのですか？」

「倭の内ですよ。我らの祖先が生まれたのは、こんな島国ではない。大いなる大地、そして神々が棲みたもう天山に一番近い場所……しかし我らの祖先は、その地を追われた。そうして苦難の末に、この地まで辿り着いたのだ」

　建物の意匠や衣が異国風だと感じたのは、そのせいだったのだ。

　しかし、腑ふに落ちないこともある。

「何百年もの間、この里の皆さんは、ずっとこの地で暮らしてきたのですか？　他の土地へは行かなかったのですか？」

「ああ、そのことか……。もちろん、長い間には、この里から出て二度と戻ってこなかった者もいる。そして、稀まれなことではあるが、逆に我ら一族に嫁かしてきた者もいる。ついでに言えば、朝ちよう廷ていとは特別に契けい約やくを結び、我らはこの国に税も納めている」

　銀月は苦々しい口調で吐き捨てた。

　税を納めているなら、他の帰き化か人じんとなんら変わることはない。この里の者も立派にこの国の人間だ。なのに、里を狙う敵がいるとは、どういうことなのだろうか？

「とにかく、我らは今、強大な敵を相手にしている。黒鋼様がいれば、もちろん我らが敗れることはない。しかし、それだけでは不足のこともある。清良殿、すべてはあなたにかかっているのだ。ゆえに、一刻も早く記憶を取り戻していただきたい。俺に言えるのは、それだけだ」

「銀月殿……」

　清良は困こん惑わく気味に呟いた。

　しかし銀月は、それきりで口を閉ざしてしまい、肝かん心じんなことは聞きそびれてしまう。館へと戻る途中も、貝のように押し黙ったままだった。

　すべては清良にかかっているとは、本当にどういう意味なのか……。

　里の成り立ちは理解できたものの、自分に関することは何もわからないままだった。
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　銀月の予想を裏切り、その後三日が経っても、黒鋼は戻ってこなかった。

　里の者は平気な顔をしていたが、それも最初のうちだけだ。さらに三日、四日と日を重ねると、さすがに不安げな様子を隠さなくなる。

　何かあったのではないだろうか？

　清良も気が気ではなく、夜、褥で身を横たえていても、眠ることもできないほどだった。

　明け方近くになり、清良はそっと身を起こした。そして何かに導かれるように、対屋から抜け出した。

　館は樹木に覆われているが、南側の一角だけは視界が開け、海と空が見渡せる。

　夜明けが近く、徐々に空の色が薄くなっていく。

　そんな中で、ひとつの星がひときわ強く美しい輝きを放っていた。

「あれは、天てん狼ろう星せい……」

　清良は無意識に呟いた。

　冬の空で帝王のように君臨する星は、夏の間、明け方の一瞬だけ姿を現す。

　その天狼星は、東の方から徐々に明けの色に染まっていく空で、揺らめくように色を変えながら瞬またたいている。

　黒鋼様は、きっとご無事でいらっしゃる。

　星がそう教えてくれているような気がする。

　清良はじっとその場に立ち尽くし、稀け有うな美しさを誇る星を見つめ続けた。
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　その日の夜のこと。

　焼き魚と粥かゆという夕ゆう餉げを終えたあと、蔀戸の向こうで密やかに言い合っている声が聞こえてきた。

「黒鋼様の戻りが遅いのは、絶対にあの人のせいだ！」

　忌いま忌ましげに言い放ったのは、夕餉の膳を下げに来た澪だった。清良が奥にいるのがわかっていても、まったく声を潜める気はないらしい。

　訴えている相手は銀月で、ふたりは兄きよう妹だいだという話だった。

「澪、滅多なことを言うな。とにかく、海に出ている見張りからは、まだなんの連絡も来ない。婆様が占を立ててみるそうだ。おまえも手伝ってこい」

「わかった、兄者」

　澪はすぐに駆け出していき、銀月の気配も遠ざかる。

　清良は我慢できなくなり、ひとりでそっと部屋から抜け出した。

　占を行うなら、きっとあの広間だろう。あの場所には、この里の者たちが信じている神の祭壇もあった。

　黒鋼の帰き還かんを待ちわびているのは、清良も同じだ。

　広間に行ってみると、まさに占の準備が進められている最中だった。巨大な占せん盤ばんが運び込まれ、禊みそぎを終えたらしい王おう芳ほうが、白の衣を纏って歩を進めていた。

　清良は柱の陰から見守っていたが、足取りがなんとなく危なっかしい。

　王芳はなんとか占盤の前まで辿り着き、円座わろうだに座り込んだ。それと同時に、手伝いの者たちが離れていく。

　しかし占を始めようとした王芳は、いきなりがくりと占盤に突っ伏してしまったのだ。

「あっ」

　清良はとっさに駆け出し、王芳を助け起こした。まわりでも驚きの声が上がっていたが、他には誰も近づいてこない。

「なんじゃ、清良殿。邪魔しないでいただこうか。人がいると気が散るのでな」

「でも、お身体が……このままでは占を行うなど無理でしょう」

「じゃが、黒鋼様の行方、占ってやらねば、皆、落ち着かんじゃろう」

　王芳は苦しげに息をつきながら言う。

「では、私がお手伝いいたしましょう」

　清良は何気なく口にした。

　はっと我に返ったのは、不審げに見つめられたあとのことだった。

　今、自分はなんでもないように占を行うと言ったのだ。それに、この占盤を使っての占いの仕方は最初から頭の中にあった。

「清良様は、占の心得がおありなのか？」

　訊ねられて、清良はこくりと頷いた。

「ですが、占盤を使うまでもないかもしれません」

「どういう意味ですかの？」

「黒鋼様の生年をお教えください」

　王芳は心得たように、黒鋼の生まれ年を清良に教えた。

「やはり、そうでしたか……。黒鋼様は、ご無事だと思います」

　確信とともに伝えると、王芳の目つきが鋭くなる。

「何故、それがわかったのです？　もしや、記憶を取り戻されたのか？」

「いいえ、過去のことは、いまだにわかりません。ですが、今朝早くに星を見ました」

「星ほし占うらか……なるほどの」

「黒鋼様の星は明けの空にて、ひときわ強く輝いている。ですが、まわりの星々には翳かげりが」

　王芳の言葉どおり、自分には星占の知識があったようだ。

　明け方、ほんの少し星を眺めただけだが、様々な事象が思い浮うかぶ。

「さようか。黒鋼様がご無事であれば、ひとまずは安心じゃが、星占では詳しい様子まではわかりますまい。こうなれば式しき神がみを飛ばしてみるしかなさそうじゃの」

「式神……ですか？」

　清良は何故か、どきりとなった。

　すると王芳は皺の寄った顔に、にやりとした笑みを浮かべる。

「それも、覚えがあるようじゃの。わしはすでに年じゃ。式を遠くまで飛ばす〝力〟はない。あなた様が、代わりにやってくださらぬか」

「私に……できましょうか？」

「ああ、大丈夫だろう。あなた様と黒鋼様は強く結びついておる。あなた様が飛ばせば、式も簡単に黒鋼様のもとまで辿り着くだろう」

　自信ありげに言われ、清良は僅かに首を傾かしげた。

　しかし、その直後、何故か式神を生み出す手順が脳裏に思い浮かぶ。

　とにかく、今は迷っている時ではない。

「うまくいくかどうか、わかりません。でも、試してみます」

　清良がそう言い切ると、王芳は満足げに目を細めた。そして離れた場所に控えていた者に、さっそく道具を持ってこさせる。

　清良は迷いを捨てて、式神を作り出すことに専念した。

　黒鋼をよく知る王芳から、必要な情報を得ながら、無心で白き紙を切り抜いていく。

　出来上がったのは、翼つばさを広げて飛ぶ鳥の形だ。

　清良はその紙の鳥を掌に載せ、ありったけの霊力を注ぎ込んだ。その方法も、何故か身体に染みついていた。

　ただの紙だったものが、ぶわっと膨らみ、命ある鳥の形になっていく。

「行け、黒鋼様のもとに」

　清良が短く命じると、鷗かもめに似た鳥は、深しん更こうであるにもかかわらず、さっと蔀戸をくぐって空の彼方へと羽ばたいていった。

「さすがの手て際ぎわですな。あなた様のお力、とくと見せていただきました」

　王芳は歯の抜けた口で満足そうに言うが、清良自身はそう素直には喜べなかった。

　式を飛ばすことには成功したものの、肝心の記憶を取り戻したわけではないからだ。

「私は何者なのでしょうか？　どうかお教えください」

　清良は真剣に頼み込んだ。

　何もかもあやふやなままでは、これからどうしていいかわからない。

「お教えするのは簡単だが、すべてを知る覚悟はおありか？」

　厳しい声こわ音ねに、清良は唇を嚙みしめた。

　しかし、少しの間を置いて、しっかりと顔を上げた。

「私にわかっているのは、黒鋼様に命を助けられたことだけです。黒鋼様、そしてこの里の皆さんは私に何かを期待しておられる。でも、今の私はそれを示すことができない。覚悟があるかとおっしゃいましたが、今の私には、何をどう覚悟すればよいかも、わかりません」

　王芳は深いため息をつき、そのあと、ぽつりぽつりと語り始めた。

「我らの祖が、異国から流れてきたことはお聞きになっただろう。我らの祖は故郷である天山を追われた。今も昔も同じこと。人は欲望に取り憑かれ、思うがままにならぬと、平気で他者を攻撃する」

　王芳はそこでひと息つき、神を祀まつった祭壇に視線をやった。

　祀られているのは異国の神だ。横長の銅板に、火か焰えんをまとった女神と、大きな獣の姿が刻まれていた。獣は黒い毛並みを持つ狼に見える。女神は美しく優しげな顔立ちで、変わった形の髷まげを結っていた。一見すると、まるで短い角が二本生えているかのようだ。しかも女神を取り巻く炎は、無数の獣が群れているようにも見える。

　清良はその姿を目にしただけで、背筋がぞくりとなるほどの畏い怖ふを感じた。

「あれは我らが祀る神々だ。そして、彼かの神々こそが、我らの祖でもある。火の女神と、黒き神しん狼ろう……」

「火の女神……神狼……」

　清良はさらに寒気を感じ、思わず自分の身体を抱きしめた。

「神々の血を受け継ぐ者は、神々の〝力〟をも受け継いでいる。我らの祖は天山の麓ふもとで国を造り、非常に栄えていたという。近きん隣りんの国に住む者たちは、我らの豊かさを羨ましがった。そして、我らが神々の〝力〟を受け継いでいるがゆえ豊かなのだと気づいた。近隣の国の王も民たみも、皆こぞって我らの祖が持っていた特別な〝力〟を欲しがり始めた。そうして、〝力〟が手に入らぬことがわかると、今度は逆に我らを滅めつしようとしたのだ。平和を好む我らの祖は、他国の民を攻撃する気はなかったそうだ。それゆえ、あっけなく国が滅ほろび、天山から追われた我らの祖は、長い放ほう浪ろうの末に、極東の島国に辿り着いた。しかし、この国でも同じことだった。ろくに耕作もできぬこんな瘦やせた土地など、最初は見向きもしなかったくせに、地下に眠る宝に気づいたとたん、そっくり手に入れようとし始めたのだ」

「……翡翠、ですか？」

　清良が問うと、王芳はため息交じりに頷く。

「ここを狙っているのは、私利私欲に駆られた者どもらしい。倭やまとの朝廷が相手であれば、まだ交渉の余地があったかもしれぬ。いや、それも当てにはならぬか……。とにかく、この島国は東の果て。ここを追い出されたら、我らにはもう行く場所がない」

「それで黒鋼様は戦いに行かれたのですね」

「そうじゃ。黒鋼様は強い。黒き狼の血を引いておられるゆえ、天あま翔がける〝力〟がある。しかし、黒鋼様のみが強うても、どうにもならん。まわりは海じゃからの。今はまだよいが、我らはじりじり追いつめられておるのだ」

「では、どうすればよいのですか？」

　清良がそう訊ねたとたん、王芳はすっと目つきを鋭くした。

「そこで、あなた様の出番じゃよ」

「私の？」

「今ではもう四十年ほど前になろうか、里で久々に女神の〝力〟を有する女の子が生まれた。しかし、どこからどう漏れたのか、〝力〟のある娘を狙う者が里に迫ってきたのだ。娘が真の〝力〟に目覚めていれば、里を守ってくれただろう。だが、ほんの赤ん坊に何ができる？　他によい手立てもなく、我らは〝力〟のある娘を外に逃にがすしかなかった。里を訪れた旅人に娘のことを托したのだが、その後、娘がどうなったかは、誰も知らない。それから十数年して、ようやく〝力〟を受け継いだ黒鋼様が生まれた。その黒鋼様が五歳になられた頃のことじゃ。突然、番つがいとなる者が都にいると言い出された。最初は誰も信じなかった。だが黒鋼様は、番つがいは必ずこの里に戻ってくると言い続けられて」

「もしかして、それが私、なのですか？」

「そのとおりじゃ。黒鋼様は神狼。もし、同じ時に女神の〝力〟を持つ者がそばにいて番つがいとなれば、両者の〝力〟は絶大なものとなる。この里にどのような危難が襲いかかろうと、必ず守ってくれよう。里の者には皆、等しく神々の血が流れている。しかし、神々の〝力〟が発現することは滅めつ多たにない。まして、同じ時期に両者が揃そろい、番つがいとなるのは本当に奇き跡せきのようなものだ。今、里を巡る状況は厳しい。それだけに、黒鋼様が突然あなた様を連れてこられたことで、皆の期待が高まっておる。今度こそ、神狼と炎の女神の〝力〟で、敵を追い払はらえるとな」

「でも……私にそんな〝力〟があるとは思えません」

「そうだの……残念ながら、わしにも、あなた様の〝力〟は感じ取れない。いまだ目覚めておらぬだけなのか、あるいは、黒鋼様が見誤っておられるのか……」

　王芳はそう言って、深いため息をついた。

　祭儀を取り仕切る長老は、最初から期待などしていなかった。

　それがわかって、清良は困こん惑わくを深めた。

　王芳の言うとおり、黒鋼は本当の番つがいを欲ほつするあまり、なんの〝力〟もない清良を、運命の相手だと思い込んでいるだけかもしれない。

　そんな考えが頭を掠め、胸が締しめつけられたように苦しくなってくる。

　本当に、自分にそんな〝力〟があればよかったと思う。そうすれば、命を助けてくれた黒鋼に恩返しもできるし、この里の人たちを助けることもできるだろう。

　でも、記憶すら失っている自分に、そんな〝力〟があるとは、到底信じられなかった。

　清良はゆるくかぶりを振ふった。

　とにかく、今はこれ以上考えていても仕方ない。自分にできることをするだけだ。

「申し訳ありません。婆様がおっしゃるとおり、私には特別な〝力〟はないものと……。でも、こんな私でも、少しはお役に立てることがあった。ですから今は、そちらのほうに力を尽つくそうと思います」

「そうじゃの。あなた様には呪じゆ術じゆつの心得がおありじゃ。それだけでも、ずいぶんと助かる」

「では、先ほど飛ばした式を追いますので」

「よろしく頼みます」

　頭を下げた王芳にひとつ頷いて、清良は静かに両目を閉じた。

　先ほど作った式神に意識を集中させると、黒々とした海に、月明かりが射しているのが映る。ゆるくうねる波が、その月明かりを受け、あたりに細かな光を放っていた。

　本物の鷗なら、夜間に飛ぶことは不可能だが、清良の意識は式と一体になって飛ひ翔しようする。

　空には銀砂を撒まいたような星々も瞬またたいていた。
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　丈の短い黒一色の軍ぐん袍ぽうに黒革の胸当てと籠こ手てをつけ、腰に剣を佩はいた黒鋼は、甲かん板ぱんで仁に王おう立だちになって海の彼方を睨みつけていた。黒髪は無造作に後ろでひとつに縛しばっているだけだ。

　船はあちこちが黒焦げになっており、破は壊かいの跡あとが無む惨ざんに残っている。筵むしろの帆ほや櫓ろもぼろぼろで、通常の航行は不可能という有り様だった。同じように半壊した船が二十艘そう余り、近くになすすべもなく浮うかんでいる。

　そのうえ、甲板にいる者たちの多くが怪我を負い、苦しげに呻いていた。傷そのものはさほど深くなさそうなのに、顔色が極きよく端たんに悪い。おそらく毒矢でやられたのだろう。

　一艘の船に三十人ほどの男たちが乗っており、ほとんどが動けずにいる。これでは船を戻すことなどできようはずもなかった。たぶん、食糧や水も尽きている。

　船の真上を旋せん回かいしていた鷗が、すうっと降下して、何を思ったか、仁王立ちの黒鋼の肩かたに留まる。

「おまえはなんだ？」

　黒鋼は苛立たしげな声を放った。

　が、その直後、いきなり嬉しげに破顔した。

「もしかして、清良か？　おまえ、〝力〟が復活したのか？」

　そう訊ねた黒鋼は、そのあとほうっと深いため息を漏らした。

「違うな。おまえ自身が飛んできたわけではなさそうだ。となれば、式神か？」

　鷗に意識を乗せた清良は、そうだと答えるために、甲高い鳴き声を上げた。

「すまん。様子を見に来てくれたのだな。とにかく、この有り様だ。敵は追い返したが、被害が大きすぎた。敵は大量の毒矢を用意していたのだ。解げ毒どく剤ざいが尽きたのだが、俺はここを動けなかった。こんな無防備な状態で、もし敵に襲われたりしたら、ひと溜まりもない。一瞬たりとも放っておけなかった」

　簡潔な説明に、清良はだいたいの事情を察した。

　もしかしたら黒鋼は飛翔する〝力〟が使えるのかもしれない。実際、溺おぼれた自分を助けてくれた時も、獣の姿──おそらく長老から聞いた神しん狼ろうの姿となって天翔ていたのだと思う。でも傷ついた仲間を置いて、解毒剤を取りに戻ることもできなかったのだ。

　どうすればよいか、指示を仰ぐため、清良は再び鳴き声を上げた。

「銀月にこの状況を伝えてくれ。この場所は龍りゆうの顎あぎ門と、そう言えばわかる」

　清良は式神をとおし、黒鋼の姿を目に焼き付けた。

　どこにも怪我がなさそうで、心底ほっとなる。皆が青い顔で呻いている中でも、黒鋼だけは、いまだに気力を充じゆう実じつさせているのだ。

　近くで呻き声を上げた男のそばに、黒鋼は膝をついた。

「もうすぐ助けがくる。気をしっかり持て。いいな？」

「黒鋼……様、……申し訳……ありません」

「何を言う？　おまえが悪いわけじゃない」

「でも、俺らがもっと気をつけていれば……」

「大丈夫だ。すぐに助けが来る」

　黒鋼は根気よく、傷ついた男を宥めている。

　傷ついた男が必死に見つめる目には、心からの信頼が感じ取れた。

「黒鋼様……肩に鷗が……」

「ああ、これは清良の式神だ」

「……清良……様？」

「様子を見にきてくれた。すぐに助けを呼びにいってくれるから、よけいなことをしゃべらず体力を温存しておけ。いいな？」

　傷ついた男は、黒鋼の笑みに誘さそわれたかのように、口角を上げる。しかし、そのあとすぐ、力尽きたように目を閉じた。
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「銀月殿はどちらに？」

　清良は部屋から走り出て、一番に出会った澪に訊ねた。

「いきなり、なんですか？」

　澪の表情は相変わらず険しい。清良が期待を裏切ったことを許せないでいるのだろう。

「黒鋼様の様子がわかりました」

「黒鋼様の様子？　それがなんだって言うのですか？　あなたには〝力〟などなかったのでしょう？　なのに、いい加減なことを言わないでください。それでなくとも、兄者はあなたのお守りを言いつけられて、くさっているのに」

　辛しん辣らつな言葉を投げつけられても、清良は怯ひるまなかった。

「一刻を争うのです。澪殿。銀月殿はどちらに？」

「み、見張り台……」

　澪は清良の勢いに、気け圧おされたように答える。

「どこの？　山の上の見張り台ですか？」

　重ねて問うと、澪はこくりと頷く。

　次の瞬間、清良は走り出していた。

　沓くつを履はく時間も惜おしく、渡わた殿どのからそのまま館の外へと飛び出す。そうして、息を切らしながら、森の中の石段を駆かけ上った。筒つつ袖そでの単ひとえに二ふた股またの下衣という、里の者たちがよく着ている衣を身につけていたので、比較的動きやすかったが、それでも、途中で何度も転んで、頂上に着く頃ころには、ひどい有り様になっていた。

「いったい、どうしたのですか？」

　銀月が驚いたように訊ねてくるのへ、清良は息を喘あえがせながら黒鋼からの命を伝えた。

「……ほとんどの者が毒矢にやられて、動けない様子でした。帆や櫓なども焼けて使い物にならない状態で……航行は不能……龍の顎門という場所に船が固まって……」

「どうして、あなたにそんなことがわかる？　もしかして、今になって〝力〟に目覚められたのか？」

　銀月に刺すように見つめられ、清良は力なく首を左右に振った。

「違います……式神です」

「式神？　婆様が無理をしたのか」

「い、いいえ、……私が……」

　辛うじてそう答えると、銀月はさっと背を向けた。

「とにかく船を出す。悪いが、館にはひとりで戻ってください。くそっ、そんな状態では解毒剤が足りんな。半分あるかどうか」

　銀月はそう吐き捨てながら、石段を駆け下りていく。

「ま、待って……、わ、私も一緒に船に乗せてください……っ」

　清良がそう叫んだ時、銀月はすでに遥はるか下方を駆け抜けていた。

　解毒剤が足りないなら、他の方法でなんとかしないといけない。

　清良は気力を振り絞しぼって、来た道を戻った。

　館はすでに騒そう然ぜんとなっていたが、清良は迷わず長老の所在を捜す。

「婆様、解毒剤が足りないそうです」

　奥の部屋からひょっこり顔を覗かせた王芳に、清良は急き込んで伝えた。

「おお、清良様。あなた様が皆の様子を伝えてくださったようですね。なんと御礼を申し上げてよいやら」

　王芳は皺だらけの顔に、にこやかな笑みを浮かべる。

「婆様、札を用意しなければなりません。解毒剤が足りないのです」

「札？　魔除けの札のことか？　この里には魔を避ける結界が張ってある。そのようなもの、用意がないが……」

「私が作ります。墨すみを……朱色の墨、ありますか？」

「なんと、あなた様が呪しゆを書かれるのか」

　清良は深く頷いた。

　すると王芳は、すぐに表情を改める。

「ついてきなされ」

　清良はまだ息も整わぬ状態だったが、懸命に王芳のあとに続いた。
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　船出までさほど時間はなかった。

　里に残っていた者たちは手分けをして、食糧や水、薬、そして壊れた船を航行可能なまでに修理するための道具と材料を積み込んでいる。

　その間、清良は王芳の対たい屋のやにこもって、一心不乱に呪札を書いていた。

　本来は禊みそぎを行い、夜半に真言を唱えながら書くものだ。しかし、緊急時ゆえ、手順を踏んでいる暇がない。清良はその代わりに、ありったけの霊力を札に注ぎ込んだ。

　迷いなく手が動く。

　書き付ける朱文字は自然と頭に浮かんだ。注ぎ込む霊力にも、なんの障りもない。

　真剣に取り組む清良は、己がこうしたことに慣れていることさえ、疑問には思わなかった。

　清良が百枚近い呪札を書き上げた時、銀月が声をかけてくる。

「準備ができたので、船を出します」

　清良は急いで札をまとめ、銀月に差し出した。

「これを使ってください。身体の中に潜む悪あしき影を、外に押し出す。そういう呪符です。心の臓の近くに置くか、手に握にぎらせるか、してください」

「こんなものが毒消しの代わりになるのか？」

　訝いぶかしげに問われ、清良は首を左右に振った。

「必ずそうなるとは限りません。でも、毒に冒された身体が少し楽になるはずです」

「わかった。ありがたく使わせてもらおう」

　銀月は、差し出した札をしっかりと受け取る。

「銀月殿、お願いです。私も一緒に」

「それはできません」

　すげなく断られ、清良はほっと息をついた。

　目の前の男は、黒鋼の右腕ともいえる存在だ。その銀月が助けに行くからには、自分などの出る幕ではないのはわかっていた。

　それでも清良は、黒鋼のそばに行きたかった。

　式神をとおして無事な姿は見たけれど、それだけでは足りなかった。ちゃんと向き合って、自分の手で触れて、どこにも怪我がなく無事でいることを確かめたかったのだ。

　銀月が部下を連れて出航し、館の中は一気に静かになった。

　気を張っていた清良は、自分の対屋に辿り着くと同時に、床に倒れ伏した。

　霊力を使い果たし、もう身を起こしていることは叶わなかった。

「……もう一度式神を使って……様子を……」

　清良は誰へともなく呟いて、そのまま意識を失った。
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　黒鋼が里に戻ったのは、三日後のことだった。

　見張り台からの知らせを受けた清良は、澪の案内で、岩に隠れた船溜まりまで、黒鋼を迎えに行った。

　切り立った崖がけの下に、僅かばかりの砂浜がある。大岩に隠された湾は意外な広さで、硬い木材を組んだ桟さん橋ばしが、いくつも延びていた。

　澪の話によると、この船溜まりが一番大きく、三十艘近い船が係留できるとのことだった。

「もうすぐ最初の船が入ってくるぞ」

　見張りからの知らせに、集まった里人が歓声を上げる。

　清良は胸を弾ませながら、岩門に船の姿が現れるのを待った。

「あの、清良様……今まで、申し訳ありませんでした」

　ふいに隣の澪から話しかけられて、清良は首を傾げた。

「なんのこと、ですか？」

「清良様は、黒鋼様が伴侶になさった方なのに、今までひどい態度ばかり取っておりました。どうか、お許しください」

「そんな……謝るようなことは何も……」

　深々と腰を折られ、清良はかえって戸と惑まどいを覚えた。

　よそ者を認めたくないという気持ちはよくわかる。

「いいえ、私が悪いのです。記憶もなくて〝力〟だって示せない。それなのに、どうしてこの方が……そう思ってました」

「それは本当のことでしょう。それに私は、女によ人にんでもないし」

　清良の言葉に、澪は何故か頰を薄赤く染める。

　それで清良は気がついた。

　澪は黒鋼を好いていたのかもしれない。だからこそ、男の清良が伴侶になったことが許せなかったのだろう。

「あなたは、黒鋼様が認められたお方……今度のことも、あなたの助力がなければ、どうなっていたかわかりません。だから、清良様。今までのこと、お許しください。私の心得違いでした。これからは誠心誠意、清良様にお仕えします」

　澪の声はまだどことなく硬かった。それでも、真っ直ぐな気持ちを向けてくれたことを嬉しく思う。

　清良自身、黒鋼の伴侶だという自覚はまったくなかったが、身近で世話をしてくれる澪とは、できるだけ仲よくしておきたい。

「私に何ができるかわかりませんが、よろしくお願いします」

　清良が頭を下げると、澪は羞恥を感じたらしく、慌てたように岩門のほうを指さす。

「ご覧ください。船が帰ってきました！　先頭が黒鋼様の船です」

　清良は心の臓を高鳴らせながら、澪が指さしたほうを見た。

　帆を二本立てた船は相変わらずぼろぼろで、これでよく動いているなと思うほどだ。けれども、甲かん板ぱんに立つ男たちは、遠目にも皆元気そうだった。毒から快復さえすれば、もともと頑がん健けんな男たちなのだろう。

　清良はその中心に立つ長身の男に目をやって、ひときわ高く心の臓を鳴らせた。

　黒鋼は腕組みをして、黒髪を風になびかせている。黒革の胸当てに籠こ手てという格好は、配下の者たちとさほど違いはない。それでも、黒鋼が発する力強さは、遠くで眺めているだけでも充分に伝わってきた。

「ご無事だった……ご無事にお帰りに……」

　清良は小さく呟いた。

　不覚にも、黒鋼の姿を認めただけで、目め頭がしらが熱くなってくる。

　黒鋼とともに過ごした日数はごく僅かだ。むしろ、離れていた間のほうが長い。なのに、何故だかひどく黒鋼が恋しかった。

　式神をとおして、船上の黒鋼を見た時も、何故か胸が熱くなった。

　こうして実際に会えるとなると、心の臓が鳴り止まなくなってしまう。

　いったい自分に何が起きているのだろう。

　羞恥を感じて、清良は頰を染めた。

　その時、黒鋼がこちらに向かい、大きく手を振る。

　けれども、次の瞬間、信じられないようなことが起きた。

　黒鋼が力強く甲板を蹴けり、海に向かって飛び出したのだ。

「あっ！」

　落ちる！

　そう思ったせつな、黒鋼の姿が真っ黒な固まりになって飛ひ翔しようした。

　黒い固まりは、まっしぐらにこちらへと飛んでくる。

　清良は自分の目で見たものが信じられず、呆然となっていた。

「黒鋼様が、黒くろ狼おおかみのお姿になられた！」

「伝説の神しん狼ろうのお姿だ！」

　集まっていた里人が、感かん極きわまったような声を上げる。

　間近まで一気に飛んできたのは、紛れもなく黒と銀の被毛に覆おおわれた巨大な狼だった。

「清良！　会いたかったぞ」

　狼が黒鋼の声で叫ぶ。

「あ……っ！」

　息をのんだ瞬間、清良は狼の口で腰を咥えられ、狼の背中へと軽く放り投げられていた。

　慌てて首筋に抱きつくと、狼と化した黒鋼は、そのまま崖の上へと飛んでいく。

　急激に変化する景色に、目が回りそうだった。

「ちゃんとつかまっていろ」

　黒鋼にそう命じられ、清良はさらにぎゅっと抱きついた。　>>>♥

「く、黒鋼、様……なのですね？」

「そうだ。これが俺の本当の姿だ。怖いか、清良？」

「いいえ、少しも怖くありません」

　清良は躊ちゆう躇ちよなく、そう答えた。

「そうか、怖くないか」

「だって、あなたはその姿で私を助けてくださったのでしょう？」

　海に投げ出される前のことはまったく覚えていないが、溺おぼれかけていたところを救ってもらったことは、しっかりと思い出していた。

　人の姿がいきなり狼になって驚きはしたが、これほど美しい獣は今まで見たことがない。

　野にある普通の狼とも違って、黒鋼が高位の存在であることは疑問の余地もなかった。

　ふさふさした被毛が頰を嬲る感触も心地よくて、癖になってしまいそうだ。

　だから、狼の黒鋼を怖いと思う気持ちは微み塵じんも湧いてこなかった。

「俺を怖がらないでくれるなら、安心だな」

　黒鋼は満足げに言う。

　飛翔していた時間は、ごく僅かだった。

　すぐに館の中庭へと達してしまう。

　黒鋼は清良を注意深く背中から下ろすと、さっと人間の姿へと戻る。

「清良、おまえのお陰で皆が助かった。おまえが式神を飛ばしてくれなければ、命を落とす者が出ただろう。感謝する」

「いいえ、私は何も……。婆様が式神を飛ばさねばとおっしゃったので、そのようにしただけです」

「護ご符ふもおおいに助かった。毒で苦しんでいた者たちが、護符のお陰で痛みがなくなったと感謝していた」

「ほんの気休め程度だったと思いますけど、役に立ったなら嬉しいです」

　こうして話している間、黒鋼は食い入るように見つめてくる。

　清良はまともに息をするのも苦しくなるような心地だった。

「清良」

「……はい」

「おまえに口づけていいか？」

　いきなりの問いに、清良はさらに頰を染めた。

　心臓が破は裂れつしそうなほど鼓こ動どうを刻んでいたが、自然と頷いてしまう。

　次の瞬間、黒鋼に顎あごをとらえられ、清良は嚙みつくように口づけられていた。

「んぅ」

　喘いだ隙に、舌が滑り込み、いやらしく絡められてしまう。

　黒鋼は清良の腰を引きつけ、思うさま口づけてきた。

「ん……、く、ふ……んっ」

　黒鋼に口づけられると、何故か身体中から力が抜ぬける。

　腰を支えられていなければ、そのまま倒れてしまいそうだった。

　思わず逞しい胸に縋りつくと、ようやく黒鋼の唇が離れる。

「んっ、……っ」

　大きく息を吸い込んだ時、再び清良の身体は宙に浮いていた。

　黒鋼に横抱きにされたのだ。

　そのまま黒鋼はしっかりした足取りで館の中へと入っていく。

　身体を下ろされたのは、几帳の向こうにある褥の上だった。

「清良、おまえを抱いていいか？」

「……黒鋼、様……」

　清良は目を見開いた。

　この前は怖くてたまらず、最後の段階になって黒鋼を撥はねつけた。

　あの時、自分の身に何が起きたのか、清良はよく覚えていなかった。

　でも、黒鋼が血を噴いたのは、どう考えても自分のせいだ。

「怖いのか？」

　黒鋼は宥めるように髪を撫でてくる。

「また、この前のようになってしまったら……。黒鋼様を傷つけたくない」

　言ったとたん、黒鋼がにやりと笑う。

「ずいぶんと可愛いことを言ってくれる。おまえは自分が傷つくより、俺を傷つけるほうが怖いのか？」

　清良は素直に頷いた。

「大丈夫だ。俺はあれぐらいで傷ついたりはしない。本気でいやなら、そう言えばいい。途中で止めるのはいやだが、我慢しよう」

　黒鋼は余よ裕ゆうたっぷりに言い、そっと清良の衣を脱がせ始めた。

　肌が露出すると、すかさず舐なめられる。

「あ、ん」

　敏感な胸の突起を口に含ふくまれて、清良は思わず甘い喘ぎを漏らした。

　黒鋼はけっして無理な真似をせず、清良の身体を蕩とろけさせていく。

　着物を全部取り去られ、生まれたままの姿にされて、ありとあらゆるところに熱い舌を這わされた。

「怖くなったら、俺を止めろ」

　黒鋼は優しく言うが、張りつめた花か芯しんを口に含まれると、気持ちがよくてたまらなかった。

　生まれたままの姿で睦むつみ合う。

　自分の存在がどういうものなのか、まだ何もわからない。でも、黒鋼に、これほどまでに求められているのだ。その想いに応えるのは、いやではなかった。

　心配なのは、この前のように、自分の中の何かが暴走してしまうことだけ。

　けれどもそんな心配をしていられたのも、僅かな時間だった。

「あ、ああっ」

　花芯をたっぷり口淫されて、そのあと後孔にも舌を這わされる。

　長い指で蕾を搔き回される頃ころには、もう何も考えられなくなっていた。

　黒鋼は散々清良を喘がせてから、指を抜き、上からじっと見つめてくる。

「清良、怖いか？」

「あ……っ」

　正直なことを言えばまだ怖かった。でも、黒鋼の熱い眼差しを見ていると、いやだと言えなくなってしまう。

「いやじゃないなら、本当に抱くぞ。いいな？」

「んっ」

　清良は一瞬の間を置いて、こくりと頷いた。

　黒鋼は無言で衣を脱ぎ捨て、改めて逞しい身体を伏せてくる。

　股間で隆々と天を向いているものが見え、清良は息をのんだ。

　一瞬身体が強ばった。でも、宥めるように腰を撫でられると緊張が解けてくる。

　両足を大きく開かされ、蕩けた場所に熱く滾たぎったものを擦りつけられても、前のように身体の中の熱が暴走することはなかった。

「本当にいいんだな？」

　黒鋼は狂おしく言って、ぐうっと太い男根をねじ込んできた。

「あ、あぁ、……く、ううぅ」

「清良、力を入れるな」

　黒鋼は宥めるように言うけれど、けっして動きは止めない。清良の呼吸を測りながら、じりじりと奥まで侵しん入にゆうしてくる。

「や、あんっ、うぅ」

「さあ、もう少しだ。これでおまえは本当に俺の番つがいになる」

　またぐうっと巨大な杭がこじ入れられた。

「ううぅ……」

　狭い場所を押し広げられる苦しさで、涙が溢れて頰を伝った。

　それでも黒鋼は、根元まですべてを収めきってしまう。

「すまん。苦しかったか？　でも全部入ったぞ。これでもうおまえは、俺だけのものだ。おまえを抱けて、俺がどれほど嬉しいか、わかるか？」

「く、黒鋼……様」

　清良は荒い息をつきながら、必死に言葉を紡いだ。

　ねじ込まれた杭で、狭い場所が無理やり広げられている。圧迫感がすごくて、壊れてしまいそうだった。

　それでも、こうして黒鋼とひとつになるのが自然だったようにも思う。

　それに、犯されている身体の芯が燃えるように熱くなっている。まるで黒鋼を受け入れて、嬉しくてたまらないように、敏感な壁が震えていた。

「そろそろ、よさそうだな。ゆっくり動くぞ」

　黒鋼がそう声をかけて、腰を揺らす。

　くいっと、太い先端をさらに奥へと突き入れられて、清良はびくっと腰を震わせた。

「あっ」

　擦られた壁で、大きな刺激が生まれる。

　指でも探られた弱点を、黒鋼は集中して擦り上げてきた。

「ここだろう？」

「いやっ、違う！　……ああっ！」

　どんなに腰をよじっても、黒鋼は動きを止めない。

「おまえの中は熱くて、溶けてしまいそうだ」

「やああぁっ……やっ、く、ふあ……っ」

　擦り上げられるたびに、狂いそうなほど大きな快感に襲われた。ただでさえ熱くなっている身体が、火を噴いてしまいそうなほどに熱くなる。

「清良、おまえだけだ」

　黒鋼はそう言って、徐々に腰の動きを激しくしていく。

「ああっ、あっ……あぁっ」

　苦しいのに気持ちがよかった。太いものが蕩けた場所を何度も行き来して、そのたびに愉ゆ悦えつが噴き上がってくる。

「おまえの中は気持ちがよすぎる」

　黒鋼はさらに動きを速めた。

　何度も巨大なものを出し入れされ、清良はすぐに限界まで追い込まれた。

「やあぁ……もう、も、う……っ、ううっ」

「一緒に達いくぞ」

　黒鋼の動きがいっそう激しくなって、思うさま狭い場所を搔き混ぜられる。

「あ、あぁっ、……んぅ……」

　清良はぎゅっと黒鋼を締めつけながら、欲望を噴き上げた。

　同時に、黒鋼も中に熱い飛ひ沫まつを浴びせてくる。

「清良……」

　黒鋼の囁きが耳に達したのを最後に、清良はすうっと意識をなくしていた。
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　黒鋼が帰還して以降、天狼の里では意外にも平へい穏おんな日々が続いていた。

　敵方に大打撃を与え、さらに野の分わきの季節に入ったことも要因のひとつだった。戦の最中に嵐がくれば、敵味方関係なく難破の恐れがあるからだ。

　小康状態が続くなか、里人は壊れた船の修理に精を出し、必要な物資を調達するため、交易にも勤いそしんでいる。

　里で圧倒的に足りないのは主食となる米や麦だ。買い付けは海路で三日の距離にある港で行うという。里から出た船は、ここで必ひつ需じゆ品を手に入れると同時に、他の荷も積み込んで近隣の港まで運ぶ仕事も請け負っていた。閉鎖的な里ゆえに、情報を得る目的もあってのやり方だ。

　里に残った人々は狭い耕作地で野菜を作り、馬や牛、鶏にわとりなどを飼育している。そして里人の腹を満たすのは、海で捕とれる豊富な魚介類だった。浜は狭いが塩田もあって、里人が必要とする分は確保できている。

　また里の女たちは、翡翠や白しろ蝶ちよう貝がいを使った細工物や、里で飼っている蚕から採れる絹糸で、美しい反たん物ものも拵こしらえて、交易の資金を得ていた。

　黒鋼と結ばれたものの、清良の記憶は相変わらず失われたままだった。それでも里人は清良を快く受け入れ、今では黒鋼の伴はん侶りよとして認めるようになっていた。

　季節が移り、寒風にさらされる冬となった頃──。

　清良は夜半にふと眠りから覚め、ひとりで寝床を抜け出した。

　黒鋼に抱かれたばかりでまだ身体がだるかったが、なんとなく目が冴さえてしまったのだ。

　これからのことが気になるので、星でも見ておこうと、眠っている黒鋼を起こさぬように、足音を忍ばせて渡殿に出る。

　空気は肌を刺すように冷たかったが、頭上を見上げると、銀の砂を撒き散らしたように見事な星空が広がっていた。

　天てん狼ろう星せいは北の空で、まわりの星々を率いるように、ひときわ強く美しい輝きを放っている。

　自分の中に眠っている星ほし占うらの知識を総動員しても、不安な要素は何もない。しばらくの間、平穏な日々が続くと思われた。

　清良はほっと胸を撫で下ろした。

　だが、その時、ふいに背後から声をかけられる。

「何をしているのだ？」

　立っていたのは黒鋼だ。

「ちょっと星を見ていたのです。黒鋼様の……クシュン」

　説明しようとした途中で、思わずくしゃみが出てしまう。

「こんな薄着で外に出るからだ。風邪をひいたらどうする気だ？」

　黒鋼は怒ったように言いながら、清良を抱きしめた。

　いつの間にか身体が冷え切っていたようだ。でも、黒鋼の温もりに包まれれば、寒さなど少しも気にならない。

「ご、ごめんなさい。……クシュン」

「やっぱり風邪をひいたか」

「ちょっとくしゃみが出ただけです。でも、大丈夫ですから」

「大丈夫なものか」

　黒鋼は顔をしかめ、いきなり清良を横抱きにして、部屋の中へと連れ戻す。

　そうして、清良を寝かせただけでは足りないとばかりに、なんの前触れもなく突然、狼の姿へと変化した。

「黒鋼様……」

　上からそっと覆い被さられて、清良は目を見開いた。

　狼の黒鋼は巨大だが、けっして清良を押し潰すことはない。

「しばらく、じっとしていろ。これが一番温かいはずだ」

　清良は黒鋼の優しさに、胸を震わせた。

　里人が期待している女神の〝力〟……そんなものが自分の中に眠っているとは思えない。黒鋼を傷つけた時のものがそうなのだとしても、制御するすべも知らないのだ。

　こんな中途半端な自分に、はたして黒鋼の伴侶たる資格があるのか、疑問に思わずにはいられなかった。

　それなのに黒鋼はこうしていつも、優しく自分を包み込んでくれるのだ。

「黒鋼様は……過保護ですね」

「なんだと？」

　怒ったように言う黒鋼に、清良は微笑んだ。

「だって、私を甘やかしてばかり……」

「おまえは、俺が狼でいるのはいやなのか？」

「そんな……っ、いやだなんて、そんなわけないです。銀色交じりの黒鋼様の毛並みはすごくきれいですし、とても優美な狼だと思う」

　思わず力説すると、黒鋼はくすりと笑う。

「そうか、俺の狼姿、気に入ってくれているのだな」

「……はい……」

　清良は羞恥で頰を染めながらも、こくりと頷いた。

　黒鋼は狼の顔を伏せ、長い舌でぺろりと清良の頰を舐める。

　清良は自分から腕を伸ばし、太い首筋に抱きついた。

　ふさふさの毛の感触が心地よくて、思わず指に絡めるように撫でてしまう。それだけでは足りずに、頰ずりもしてみた。

「そうやって懐くのはいいが、ほどほどにしておかないと、このまま襲うぞ」

　黒鋼は呆れたような声を出すが、清良はずっと狼にしがみついたままだった。

　黒鋼が本当にそう望むなら、かまわない。それより、自分も黒鋼と同じ姿になれたらどんなにいいかと思っていた。
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　北風がゆるみ、陽射しに暖かさを感じ始めた頃、館のまわりでいっせいに櫻が開花した。七日ほどで満開となり、島全体が春の息い吹ぶきに包まれる。

　黒鋼から聞いていたとおり、咲き誇る櫻は本当に美しかった。

「見事ですね……」

　黒鋼と連れ立って、櫻の林を歩いていた清良は、ため息交じりに呟いた。

「この島には何故か櫻の木が多い。梅や桃はあまり見かけぬが」

「ほんとにきれいだ」

　清良は目を細めて、櫻の枝を見上げた。

　風が吹いてくると、花びらがさあっと舞い上がる。

　薄紅の花びらの乱らん舞ぶだ。

　うっとり眺めていると、このまま幽ゆう玄げんの世界に入り込んでしまいそうだった。

　櫻花には魔が潜むというのも、この美しさゆえのことだろう。

　だが、清良はそこでさっと身を硬直させた。

　この光景には何故か見覚えがある。

　櫻の花びらの中に何かが見えて、それから私は……。

「清良、どうした？」

「えっ？　ああ、なんでもないです」

　黒鋼に肩を抱かれ、清良は大きく息をついた。

　ふっと脳裏を掠めた光景があったのに、今はもう何も感じない。

　黒鋼がそばにいることで、自分はいつも救われている。でも、この先もずっと、記憶を失ったままではいられないと思う。

「清良、焦ることはない。そのうちすべて思い出す。だから無理はするな」

　上からじっと見つめられ、清良はこくりと頷いた。

　黒鋼はいつも優しくて、先回りするように不安の芽を摘み取ってくれる。

　清良は黒鋼に肩を抱かれながら、櫻の舞い散る美しさだけを胸に留めた。

　その黒鋼が、突然、里の外へ一緒に行かないかと問うてきたのは、数日後のことだった。

「本当に、いいのですか？」

　清良は驚きで目を瞠みはりながら問い返した。

　今まで一緒に船に乗りたいと言っても、黒鋼は一度も許可しなかった。だから突然の誘いに戸惑ったのだ。

「俺と一緒なら、おまえを危ない目に遭わせることもない。俺の背に乗せていけば、ひとっ飛びだしな」

「え？　もしかして狼の姿でいらっしゃる気ですか？　里の者以外に、お姿を見られたら危険でしょうに」

　顔色を変えた清良に、黒鋼は優しい眼差しになる。

　そして片方の手を頰に当てられ、もう片方で髪を宥めるように撫でられた。

「安心しろ。ずっと狼でいるわけじゃない。さあ、出発するぞ」

　黒鋼はそう言ったかと思うと、いきなり姿を変え始めた。

　あたりの空気が揺らめいて、黒鋼の形が霞かすみのように薄くなる。しかし、薄くなった影は、すぐに別の形で実体化した。

　出現したのは、優美で力強い狼だ。普通の狼よりも巨大で、四つ肢で立っているにもかかわらず、黒鋼の頭部は清良と同じぐらいの高さがあった。

「さあ、俺の背に乗れ」

　黒鋼は、清良が跨またぎやすいように、ゆったりと地に伏せる。

　清良は素直に狼の背に乗った。

「ちゃんとつかまってろよ」

「はい」

　答えたと同時に、黒鋼が力強く飛翔する。

　清良は思わず黒鋼の首に抱きついて、ふさふさの被毛に顔を埋めた。

　風を切って空を飛ぶ心地よさは格別だ。

　館が瞬く間に小さくなって、やがては森の一部と化してしまう。

　天狼の里がある島は、青い海にぽつんと突き出した岬みさきのようだった。ちょうど引き潮で、海の中に白っぽく道筋が見えている。

　対岸の陸地は新緑に覆われた山。近くに人家は見当たらず、天狼の里が、本当に孤立した場所だということがよくわかった。

「これからどこへ行くのですか？」

「この地方の国司の館があるところまでだ。途中からは歩いていく」

　答えた黒鋼は、海岸線に沿って北上していく。

　清良は狼のふさふさした被毛が頰に触ふれる気持ちよさに浸りながら、しっかりと黒鋼にしがみついていた。

　船で四日以上かかるという距離を、黒鋼は一気に飛んでいく。

　そして黒鋼は街の近くの森で、元の姿に戻った。

「さあ、ここからは歩きだ。疲れたら負ぶってやるからな」

「大丈夫ですよ。私はそんなに柔やわじゃありません」

「いや、柔じゃなくても、おまえは大事な番つがいだ。面倒をみるのは俺の役目だからな」

「もう……黒鋼様は過保護です」

　清良は羞恥で頰を染めながら、黒鋼を睨にらんだ。

　黒鋼と肩を並べて森の中の細い道を歩いていくと、一刻ほどで、いきなり視界が開け、大きな街に到着した。

　ゆるやかに湾わん曲きよくした海岸線に沿うように、街並みが続いている。一番北にある丘の上に国司の館らしき建物が見え、反対側には、何艘も船が泊とまった港があった。

　港の近くには商あきないをする店がずらりと軒のきを並べていた。

　穀物、海産物などをはじめ、衣類や道具類なども豊富に売られており、珍めずらしい品を買い求める客たちでごったがえしている。

「ずいぶん賑やかな街ですね」

　清良は物珍しさであちこちを眺めながら口にした。

「ああ、このあたりでは、ここが一番大きい。我らも時折立ち寄っている」

「えっ、でも、もしかしてここは……」

「敵地だと言いたいのか？」

　黒鋼になんでもないように問われ、清良は頷いた。

「港に立ち寄る時は、ちゃんと船を偽ぎ装そうさせているから大丈夫だ。それに何艘も連なって港入りするわけじゃないからな。向こうもいちいち調べたりはせん」

　剛ごう胆たんに言う黒鋼に、清良は胸のうちでため息をついた。

　黒鋼は清良に様々なことを教えながら、すいすいと歩を進めていく。何度も訪れて、よく知っている場所なのだろう。

　しばらくして黒鋼は、干した若わか布めや昆こん布ぶなどを売っている小さな店に入っていった。

　客はひとりもおらず、粗そ末まつな麻の衣を着た小こ柄がらな若い男が店主らしい。

　驚いたことに、その男はいきなり黒鋼に声をかけてきたのだ。

「黒鋼様」

「どうだ、国司の館の様子は？」

　黒鋼は買い物に立ち寄ったふうを装い、昆布を手に取っている。

「兵を集めている様子はないですが、都に向けて盛んに便りを送っているようです。しかし、都からの返事は芳かんばしくないのでしょう。使者を務めた者が、街中で酒を飲み、ぼやいておりました。右大臣様は何もわかっておらぬと……」

「この前の襲撃にも何艘かいたが、それは徹底して片付けておいた。毒矢を持ち出したのも、都から来た者どもだろう。だが、あれは明らかに藤ふじ原わらの私兵だったぞ」

「右大臣は、損害が大きすぎて割に合わぬと判断したのではないでしょうか」

「そう考えるのが妥当だな。となれば、国司もすぐには動けまい」

「はい」

「とにかく、何かあればすぐに知らせてくれ。国司の館の動きには、よくよく注意せよ」

「御意」

　男は短く答え、そのあと、ちらりと清良のほうを見た。

　清良が軽く頭を下げると、男は何故か、慌てたように視線をそらす。そして日焼けした顔に赤みが差していた。

「きれいだろう。だが、清良は俺のものだ。誰にも触らせぬ」

　自じ慢まんげに言った黒鋼に、清良は耳まで赤くなった。

「黒鋼様、それはあまりにも……」

「なんだ。こいつがおまえに見惚みとれていたから、釘を刺しただけだ」

「く、黒鋼様。どうか、お許しを」

　可哀想に、男は汗を搔く勢いで謝っている。

　子供のような真似をする黒鋼に、清良は胸の内で再びため息をついた。

　情報を得た黒鋼と清良は、その後連れ立って店をあとにした。

　黒鋼は普段から、さほど着飾ったりはしない。腰に剣を佩いた格好は、雇やとい主を探している流れ者といった感じだ。清良は裕ゆう福ふくな家の若様といった雰囲気なので、黒鋼はその護衛に見えなくもない。

　途中の屋台で焼き立ての餅もち菓が子しなどを食しながら、ぶらぶらと港に向かう。

「歩きながら食べるなど、行儀が悪いのでは？」

「でも、美味いだろう？」

　清良は両手で持った餅菓子にかぶりつき、こくりと首を縦に振った。

　こうして黒鋼と一緒に街を歩くのはすごく楽しかった。

　しかし、人の多い場所には、魔も多い。黒鋼が有する強い〝力〟に惹かれるように、普通の人の目には見えない妖あやかしがふらふらと集まってくる。

　何故か、清良にはそれが見えてしまうのだ。

「黒鋼様、あの、いっぱいいますけど……」

「ああ、そうだな。歩きにくいか？」

「いえ、そういうわけではないですけど……」

　清良は思わず口ごもった。

　黒鋼は腕や腰、それに両足にも小鬼をまといつかせているが、平気で歩いている。

「別に悪さをするわけではないが……、おい、おまえたち。清良が怖がっている。散れ！」

　黒鋼が低く言ったとたん、群がっていた妖あやかしたちはいっぺんに消え去った。

「すみません」

「謝るようなことじゃない。だが、あの妖あやかしたちは、おまえにもべたべたしたそうだったな。俺のことを恨うらめしそうに見ていた」

　黒鋼は冗談のように言いながら、頰を緩める。

　でも清良は考え込んでしまった。

　天狼の里は結界で守られているので、妖あやかしなど入り込む隙はない。だから、こうして外に出て、実際に目にするまで気づかなかった。

　黒鋼は当たり前だとしても、自分まで妖あやかしが見えることを不思議に思わずにはいられなかった。

　陰陽術の心得があったこととも関係しているのかもしれないが……。

　そんなことを考えながら歩いていると、ふいに黒鋼が足を止める。

「ちょっと待て。あの店に寄ろう」

「え？」

　黒鋼が突然足を向けたのは、木の台の上に櫛くしやら飾り留めなどを並べている屋台だった。

　店というほどの構えではないので、並んでいるものもさしていい品とは思えない。

　黒鋼はその台の上から、すっと古びた横笛を取り上げた。

「店主、これはいくらだ？」

「ああ、お目が高い。これはいい品ですよ、旦那様」

　黒鋼は歯の抜けた老ろう爺やから、言い値で笛を買い求める。

　そして清良を振り返り、いきなりその笛を差し出した。

「これをおまえにやろう」

「笛、ですか？　でも、私は」

　笛など吹けない。

　そう言おうとした清良だが、握らされた笛を見て、どきりとなった。

　竹で作られた笛の表面には、炎を象かたどったような紋様が刻まれている。里の祭壇にある女神がまといつかせているものとよく似た紋様だった。

　ふいに心の臓がうるさく鳴り始め、清良は不安に駆られて黒鋼を見上げた。

「これはおまえの笛だ。海中に没したものと思っていたが、こんなところで見つけるとは」

「私の笛？」

「今は吹けなくていい。持っているだけでいい。それに、昔のことを無理に思い出す必要もないぞ」

　黒鋼は清良の不安な気持ちを払うような笑みを見せる。

　黒鋼は自分が知る以上のことを知っているのだ。それでも、今、それを教えるつもりがないのは明らかだ。

　時がくれば、きっと自然に過去のことを思い出す。だから、無理はするな。

　そう言われた気がして、清良は胸を熱くした。

　贈おくられた笛を袂たもとに仕し舞まい、再び黒鋼と歩き出す。

　そして、さほど間を置かず、港の桟さん橋ばし付近に到着した。

「ざっと見たところ、武装はしていないな」

　黒鋼は腕を組み、さりげなさを装いながらも、鋭い目で沖おき合あいを見据えている。

「では、攻めてくる恐れはないと？」

「ああ、いつまでも、というわけにはいかんだろうが、しばらくは大丈夫だ」

「このまま諦めてくれるといったようなことは？」

　清良が期待を込めて言うと、黒鋼はすぐに首を左右に振る。

「ないな。奴らはどうしても、天狼の里が欲しいのだろう。俺たちを海かい賊ぞくだと決めつけて襲おそってきたからな」

「海賊だなどと、ひどい言い方ですね」

　清良は思わず眉をひそめた。

「海賊だと言われるぐらいは、まだましなほうだ。この頃では、天狼の里には鬼が棲んでいるとか、言い始めているらしい」

「！」

　心の臓がどきんと、不ふ穏おんな音を立てる。

「天狼のことを、鬼ヶ島などと呼んでいるそうだ。まったく、馬鹿馬鹿しいにもほどがある。もっとも、俺も奴らにとっては、立派に妖あやかしの部類だろうが……おい、清良、どうした？　顔が真っ青になっているぞ」

　黒鋼は慌てたように、清良の両肩を押さえた。

「ご、ごめんなさい……なんでも、ない……から……大丈、夫、です」

　清良は懸命に胸を喘がせながら答えた。

　鬼、という言葉を聞いて、何故か急に胸が苦しくなった。心の臓の真上あたりに錐きりでも揉み込まれたような鋭い痛みを感じる。

「大丈夫という顔ではないな。どこかで少し休もう」

　黒鋼はそう言って、いきなり清良の両足をすくい上げた。

　横抱きで運ばれるなど恥ずかしい。

　そう言いたいのに、今は普通に息をするのも困難だ。

　清良は黒鋼に身を委ゆだね、ただしっかりと黒の単ひとえの襟えりを握りしめていた。

　黒鋼はさっさと街から抜け出し、近くの丘へと登っていく。

　広葉樹が茂る森に入り、途中から道を逸それる。そして、森の中で暖かな陽が射している草地を見つけ、そこに清良を抱いた格好のままで座り込んだ。

「ここなら誰もこない。ゆっくり休める」

「すみません」

「俺の膝ひざに頭を乗せて横になれ」

「そんな、申し訳ないです。このままで」

　清良が遠えん慮りよすると、黒鋼はしばし間を置いて、思わぬことを言い出した。

「じゃあ、狼になってやるから、よりかかってろ」

「え、……あ、……っ」

　断る暇もなかった。黒鋼はすぐに狼へと変化し始める。

　人に見られたらと不安に思った清良だが、あたりには誰の気配もなかった。

「さあ、俺によりかかれ」

　狼の姿で草地に伏せた黒鋼に命じられ、清良はほっとひとつ息をついた。

　素直に命令に従って、そっと狼の横腹に背中を預ける。

　黒鋼の優しさが胸に染みて、涙が滲んできそうだった。

　木々の隙間から、青い海が見えている。樹林をとおして吹き込んでくる風が心地よかった。

　胸を刺すような痛みはもう感じない。それに、呼吸も楽になる。

　どうして、さっきはあんなに動どう揺ようしたのだろうか？

　黒鋼に身を預けていると、不安なことは全部取り除かれてしまう。

　このままずっと、一緒にいられたら……。

　天狼の里が争いに巻き込まれたりせず、皆で平和に暮らしていけたら、どんなにいいだろう。

　清良はそんな思いを胸にしながら、そっとまぶたを閉じた。
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　天狼の里では、その後も穏やかな日々が続いていた。

　黒鋼は時折、里の男たちを連れて、交易に出かけるが、途中で襲われたりせずに、予定どおりの日数で帰ってくる。

　そうして毎日を過ごしている間に、一年近くの月日が流れていた。

「私は少し外を歩いてきますね」

　清良は、澪にそう声をかけた。

「また、あそこで海を眺めるのですか？　歩き回るのはいいですけど、暑気あたりには気をつけてくださいね。清良様が倒れたりしたら、私が黒鋼様に怒られます」

　澪は容赦なく小言を言うが、こちらを向いた顔は笑っていた。

「大丈夫、少しの間だけだから……それに、今日あたり戻っていらっしゃるでしょう？」

「そうですよ。何もなければ、たぶん今日中に……。そうか、清良様は、少しでも早く黒鋼様に会いたくて、船の影を探そうというんですね？　わかりました、わかりました。もうお止めしません」

　肩を怒いからせるように腰に手を当てた澪に、清良は軽く頷いてから、館の外へと出た。

　見張り台に行けば、皆の邪魔になる。なので、その少し手前に、海を眺められるいい場所を見つけてあった。黒鋼が船に乗っている時は、ほぼ毎日ここで海を眺めている。

　今日中に戻ってくる。

　そう思うと、自然と胸が高鳴った。

　最初はどことなくぎこちなかったが、一緒に一年近くを過ごすうち、清良はますます黒鋼に惹かれるようになった。今では離れている間が寂しくてたまらないほどだ。

　清良はお気に入りの場所に立って、海の彼方に目を凝こらした。

　けれども、白い波が打ち寄せ、海鳥が甲高い声を上げて飛び回っているだけで、船影みたいなものは見えなかった。

　いっそのこと式神でも飛ばそうかと思った時だった。

　ふいにただならぬ気配を感じて、清良はさっと身構えた。

　振り返ると、すぐ近くに、見知らぬ若い男が立っている。

　雅な狩衣姿だが、烏帽子はなしで、髪は無造作に背中へと流していた。黒鋼と同じくらい背が高く、年齢も同じぐらいか、男らしく整った顔立ちをしている。

　だが、清良を見据えてくる目は刺すように冷たい。

　この男が発する〝気〟は、まともなものではなかった。何しろ、張り巡らせてある結界を破って、里の中まで侵入してきたのだ。

　背筋が凍りつき、からからになった喉を上下させる。

「な、何者だ？　どうやって、ここへ入り込んだ？」

　清良は臆おくしてしまいそうになるのを必死に堪こらえて詰問した。

　男は、にやりと口元をゆるめ、さも呆れたように話しかけてきた。

「ここは狼の匂いがぷんぷんするな。おまえからも匂う」

「な……っ」

　清良はかっと頰を染めた。

　やはり、この男、ただ者ではない。

「それにおまえは、都で待つ者のことなど、すっかり忘れているらしい」

「わ、私のことを……知っている……のか？」

　清良は衝撃でぐらりとよろけながら、辛うじて訊ね返した。

「一年も行方ゆくえをくらまして、死ぬほど弟を心配させておきながら、こんな場所でのうのうと暮らし、あまつさえ、狼を相手に乳くり合っているとはな」

　嘲あざけるように吐き捨てられる。

　男の言葉を聞いたとたん、頭がずきずきと痛み出した。手足が小刻みに震え、まともに立っていられない。

「お、弟……？」

　自分には弟がいる……？

　清良は両手を伸ばし、よろよろと男に近づいた。

　もっと話を聞かなければならない。この男は自分の過去を知っているのだ。

　だが、もう少しで手が届きそうになった時、ふいに男が舌打ちする。

「ちっ、戻ってきたか」

　男はそう吐き捨てて、くるりと背を向ける。

「ま、待って……っ」

　慌てて引き留めようとしたせつな、あたりの空気が渦巻いた。突然の旋せん風ぷうに、とっさに目を眇すがめる。

　真っ白な獣が出現したのは、その直後だった。

　き、狐きつね？

　まさか……妖よう狐こ……？

　目を瞠ったなかで、純白の巨大な獣がざっと飛翔する。

「詞し音おんが待っているぞ」

　妖狐は最後にそんな言葉を残し、天高く舞まい上がった。

「……待って……、まだ、話が……しおん、誰？　しおん……」

　清良は呆然と呟いた。　>>>♥

　頭の中で「しおん」という名が渦巻いている。

　それは、誰？　もしかして、私の弟というのが「しおん」なのか？

　清良が耐えきれず、がっくりと膝ひざをついた時。

　空から突進するようにやってきたのは狼姿の黒鋼だった。

「何者だ？　我が結界に無断で侵入するとは、許しがたい」

「荒らす気はない。邪魔したな」

　妖狐となった男は、そんな言葉を残しただけで姿を消す。

「待て！」

　黒鋼が怒りの声を上げた時には、すでに気配も消え去っていた。

「しおん」という名前だけで、他にはなんの手がかりも残さずに去ってしまったのだ。

　清良は涙を溢れさせた。

「清良！　無事か？」

　黒鋼はすぐに人ひと形がたに戻り、清良を抱きしめる。

「何もされなかったか？　すまん。あんなものがこの里に侵入してこようとは」

「黒鋼様、……あの者は、私の過去を知っているようでした」

　懸命に訴えると、黒鋼は眉間に皺を寄せる。

「おまえの過去だと？」

「私には弟がいると……、それに、しおんという名を出して……。もっと話が聞きたかったのに、行ってしまった」

「清良、落ち着け。あれはとてつもない〝力〟を持つ妖狐だ。俺の縄張りに許しもなく入り込んできた。気づいてすぐに船から飛んできたが、奴め、とんでもなく逃げ足が速い」

「黒鋼様、あの妖狐にもう一度話を聞きたい」

「駄目だ」

　にべもなく拒否されて、清良は息をのむ。

　黒鋼は宥めるように背中をさすってきたが、必死に身をよじって腕の中から逃げ出した。

「話を聞きたいのです」

「駄目だ。おまえは俺の番つがいとなった。過去などどうでもいいだろう。あの妖狐は危険すぎる。二度とここに入ってこられないように、結界を強める」

「でも、私には弟がいると……っ、なのに、私は何も覚えていない。弟のことも忘れてしまったなんて、そんなのひどすぎる！」

「清良、落ち着け。あの妖狐はおまえに害を為なすつもりで、近づいてきたのかもしれない」

「そんな……」

「今すぐになら、あやつを追いかけられる。しかし、悪いが、今はそれどころではないのだ。おまえが失った記憶を気にする気持ちはわかっている。だが、今は堪えてくれ」

　黒鋼は真剣に、食い入るように見つめてくる。

　動揺していた清良は、それでほんの少し冷静さを取り戻した。

「何があったのですか？」

　掠れた声で訊ねると、黒鋼はさらに厳しい顔になる。

「戦支度をせねばならん」

「戦……」

「ああ、相当数の船が集結している」

　黒鋼の声は落ち着いていたが、清良は呆然となった。

　ほぼ一年の間、平穏な毎日が続いていたのに、それが突然終わってしまったのだ。

「黒鋼様。戦いに出られる時は、私もお連れください」

「駄目だ」

「私もお手伝いしたい。弓や剣は使えません。でも、呪じゆ符ふを使えば私も戦えます。だから連れていってください」

　梃て子こでも動かぬ勢いで言い募ると、黒鋼がふっと嘆息する。

「清良。おまえの気持ちはありがたいが、ここに残ってくれ」

「黒鋼様……っ！」

「ここで、皆を守ってくれ」

　黒鋼は静かに重ねた。

　そんな言い方をするのはずるい。いやとは言えなくなってしまう。

　清良は愛しい黒鋼を見つめながら、涙を溢れさせた。

「大丈夫だ、清良。俺のことなら心配するな。戦が終わったら、一緒に都へ行こう。おまえの家族を捜しに……だから、今は堪えてくれ。いいな？」

　やわらかな口調で真しん摯しに言われ、清良はこくりと頷くしかなかった。











八






　天狼の里は一気に様相を変えた。

　黒鋼が戦いに率いていく手勢は五百余り。けっして多い数ではない。里は難なん攻こう不ふ落らくとはいうものの、戦える者がまったくいないのでは話にならない。万一のことを考えて、百人ほどの男たちが里に残ることになっていた。

　それに加えて、逐ちく一いち状じよう況きようを知らせる斥せつ候こうの役目を果たす者も、小型の速い船で海に出ることになっている。

　出しゆつ陣じんの支度は以前から調えられていた。前の戦いで壊れた船は、完全に修復され、毒矢に対抗する手段も徹底して練られている。毒の効果を薄める薬を大量に仕入れてあった。里には二年は持ち堪こたえられるだけの糧りよう食しよくが備び蓄ちくされ、武器や船の修理に使う材料も豊富に蓄たくわえてある。

　戦の支度にかかった日にちは僅かで、黒鋼が戻って三日後、船が出航することになった。

　清良はその間、寝る間を惜おしんで、大量の護符を書き続けた。黒鋼のように強い霊力を持つ者が使えば、護符は強い効力を発揮する。しかし、霊力のない者には気休めにしかならない。それでも、少しでも黒鋼の役に立ちたかったのだ。

　すべての支度を終え、黒鋼がふいに姿を見せた。

「清良、倒れそうになっているな。無理をさせて、すまん」

　黒鋼がそう言いながら、清良をそっと抱き寄せた。

　胸の中にすっぽりと収まりつつ、清良は力なく微笑む。

「謝るのは私のほうです。番つがいだと言ってもらったのに、たいして役に立たなくて……。本当に、私にも黒鋼様のように大きな〝力〟があれば、どんなによかったか……」

　詮ないとわかっていても、言わずにいられなかった。

　黒鋼はさらに強く清良を抱きしめる。

「〝力〟など目覚めなくてもいい。俺にとっては同じことだ。おまえがどんなだろうと、俺の番つがいであることに変わりはない」

　優しい言葉が身に染みて、涙が滲んでくる。

「必ず、ご無事で帰ってきてくださいね」

「ああ、わかっている。国司の軍などすぐに蹴け散ちらして、おまえのところに帰ってくる」

　黒鋼は精悍な顔を伏せ、清良の唇にそっと触れるだけの口づけを落とした。

　そして、次の瞬間には、未練を断たち切るように館から出ていったのだ。





†






　国司の私兵との戦いは、一進一退といった様子らしかった。清良が飛ばした式神と、要所要所に置かれた斥候用の船から、次々に連絡が入る。

　早く戦いが終わってくれればいいのに。

　清良が願っているのはそれだけだ。

　しかし、そうした日が七日ほど続いた時だった。

　仮か眠みんを取るため、褥に横たわっていた清良は、異様な気配を感じてびくりと震えた。

　この〝気〟は、まさか、あの時の妖狐？

　婆様と黒鋼様とで、結界を強めたはずなのに、どうして……？

　覚えのある気配に、清良はさっと身構えた。

　そうしているうちに、部屋の隅でゆらりと影がうごめく。

　はたして、現れたのは、本性が妖狐の男だった。

「どうして、またここへ来たのですか？」

　清良は鼓動を速めながらも、しっかり男を見据えて詰問した。

　人ひと形がたを取った男は、相変わらず雅な雰囲気を漂わせている。

「狼がいる間、遠巻きで様子を見ていた。しかし、無理にでもおまえを都に連れて帰ったほうがよさそうだ」

　意外な話に、清良はきっと眼差しを強くした。

「結界を破って無理やり押し入ってきた者が、何を言い出す気だ？」

　褥の近くまでやってきた男は、片方の膝をついて、いきなり清良の手首をつかんできた。

「やはり、おかしなことになっているな。二重、三重に〝力〟を封印している」

「なんの話です？」

「おまえの記憶のことだ。何も覚えていないのは、その封印のせいだろう」

「封印？　いったいなんのこと？」

「おまえだ。驚くほどの〝力〟を持っているくせに、それをねじ伏せるように、封印が施してある。記憶が戻らないのも、そのせいだろう」

　清良は背中に汗が伝ってくるのを覚えた。

　黒鋼には散々信用するなと言われていたが、男の言葉を噓だと突き放すことはできなかった。

「とにかく、俺と一緒に来い。都に連れて帰ってやる。詞音に会えばいい。都では、おまえは死んだものと思われているが、詞音だけは、おまえが生きていると信じている」

「その、詞音というのが、私の弟だと？」

「そうだ。詞音はおまえの帰りを待ち続けている。その封印を解くことは、俺にでもできない。無理やりそんなことをすれば、おまえの身体を壊してしまいかねない。だが、詞音に会えば、記憶ぐらいは取り戻すだろう。死ぬほど心配している詞音のためにも、おまえを連れ戻す」

　男の言葉に、清良は力なく首を左右に振った。

「私に弟がいるなら、会って確かめたいと思う。でも、今はこの里を離れるわけにはいかないのです」

「躊躇っている暇はない。今、都でも問題が起きている。宮中の上空にとんでもない怨霊が居座っているのだ」

「怨霊が？」

　心の臓がひときわ激しく音を立てる。何故か身体がうずうずして、たまらなかった。

「詞音はたいした〝力〟もないのに、おまえの代わりに陰陽寮の天文博士となった。恐ろしい怨霊と対峙しているのだ。それでも、助けにいきたいと思わないのか？」

　男は責めるように言葉を重ねる。

　清良は耳を塞いでしまいたくなった。

「狼は当分、戻ってこないだろう。今のうちだ。ここを抜け出して都に帰るぞ。言うことをきかないなら、無理にでも思い出させてやる。弟の姿を焼きつけろ」

　抗う暇などなかった。

　いきなり両手を、ぐいっと手繰り寄せられる。

　清良はあっけなく男にもたれかかるような格好になった。必死に体勢を立て直そうとしたが、果たせない。

　そして男は清良の額に掌を当ててきた。

　そのせつな、まぶたの裏に眩まぶしい光が飛び散った。

　一瞬、真っ白になったあと、狩衣を着た小柄な若者の姿が浮かび上がってくる。

　癖くせの強い明るい色の髪で、大きな目を見開き、必死にこちらを見つめていた。

　──兄上！　どこにいらっしゃるのですか？　早く戻ってきてください！

　若者は次の瞬間、もっと小さな子供になった。美豆良みずらに結った髪は、やっぱり癖があって、あちこちでピンピン撥ねている。

　──兄上。怪我をした子こぎ狐つねがいたので、手当てをしてやったんです。……真っ白な子でした。すごくきれいな青い瞳ひとみをしてました。ここら辺では珍しい色ですよね？

　──白びやつ狐この子……。では、先ほどの妖気はそれか……。

　子供に答えているのは兄らしき少年だ。

　──……ただの可愛い子狐です。

　──そうか、……おまえは純真だから、妖あやかしを寄せつけやすい。私がそばにいてやれればいいが……詞音、これからも気をつけるのだぞ？

　──はい。わかりました。

　──では、戻るとしようか。

　──はい、兄上。参りましょう。ぼく、もうお腹なかが空すきました。

　兄弟は仲よさそうに手を繫つなぎ、薄すすき野の原はらを歩いていく。

　目から涙が溢れてきた。

　あれは詞音だ。弟の……。そして横にいたのは紛れもなく自分だった。

「少しは思い出したか？」

　男の声に、清良は小さく頷いた。

　頭の中で何かの殻からがパキンと割れた気がした。詞音の姿を見せられたことで、次々と奔ほん流りゆうのように記憶が戻って来る。

　あまりにもいっぺんに流れ込んできた記憶に、清良は激しく胸を喘がせた。

　それでもまだ、記憶が繫がらず混こん沌とんとしている部分が多かったが、詞音のこと、そして自分が陰陽寮で天文博士を務めていたことは、はっきりと思い出した。

　閉じていたまぶたを開けると、男がほっとしたように息をつく。

　そして清良はもうひとつ、新たな発見をしたのだ。

「そなたは、あの時、詞音が助けた子狐か？」

　何気なく問うと、男はにやりと口元をゆるめる。

　まだ髪を美豆良に結っていた頃だ。薄野原で異様な霊れい気きを感じた。害意のあるものではなかったので恐怖は感じなかったが、あれは、目の前の男と同じ〝力〟だ。

　なるほど、これだけの妖狐であれば、あの時異様に感じたことにも頷ける。

「思い出したなら、一緒に都へ帰ることに異は唱えないな？」

「そなたは詞音のために、わざわざ私を捜しに来てくれたのですね。心から礼を言います。しかし、私の気持ちは変わりません。今はここを離れるわけにはいかない」

「あの狼のためか？」

「はい……それと、この里の人々のためにも。期待されていたものとはまったく違うけれど、記憶が戻った今なら、陰陽師として、私にももっとましな戦い方ができるはず」

「詞音は待っているぞ。心配ではないのか？」

　呆れたように問われ、清良はしばし黙もつ考こうした。

　それでも、気持ちは変わらなかった。

「詞音のことは、そなたが守ってくれる。……そうですね？」

　じっと目を見つめて確認すると、男は、やれやれといったように嘆息する。

「仕方ないな。だが、詞音になんと言い訳するか……頭の痛いことだ」

　ぼそりと吐き出した男に、清良は笑みを向けた。

「詞音には書簡を認したためます。それを届けてもらえないだろうか？」

「記憶を取り戻したとたん、人使いの荒いことだ」

「そなたの名を教えてください」

「藤ふじ原わらの有あり恒つね。今は陰陽寮の学生だ」

「ありがとう。藤原有恒殿」

　その後、清良は手早く書を認めた。

　心配させたことを心から謝り、まだしばらくは戻れないけれど、元気でいてくれと、我が儘な願いも書き連ねた。これ以上、詞音を不安にさせないように、戦のことは伏せたので、多少の噓は交じっているが、それは許してもらうしかない。

　おそらく有恒と詞音は、運命の糸に手繰り寄せられるように深く結びついたのだろう。

　だから有恒になら、詞音のことを任せられる。

　最後まで書き終えた書簡を丸めて紐で綴とじた。

「よろしくお願いします」

　清良は有恒に書簡を手渡して、深々と頭を下げた。

　受け取った有恒は、ぼそりと言う。

「右大臣には気をつけろ。今回のことも裏で色々画策しているはずだ」

「右大臣……」

　記憶を取り戻したせいで、よけいにぎくりとなる。

　考えてみれば、三の皇子が西に向かうことになったのも、右大臣との軋あつ轢れきが原因だった。

「三の皇子、泉せんの宮みや様はご無事だったのでしょうか？」

「ああ。おまえが死んだと思って、宮中に引きこもって嘆いていると聞いている。話を戻すが、右大臣の狙いは、富とは限らんぞ」

「どういう意味ですか？」

「この里の持つ〝力〟。狼のあの男と、おまえもだろう。右大臣は俺たちのような生まれのものに、昔から異様に興味を持ち、執しゆう着ちやくする傾けい向こうがある。あの手この手で俺たちのようなものを縛しばり、己が手の内に取り込もうとする。くれぐれも注意することだ。それと、敵は陸から来るかもしれない」

「ええっ、陸から？　でも、引き潮の時でも渡るのは困難だと……」

「今のところ目立つ動きは見せていないが、陸にも兵が入り込んでいる。片がつくまで手伝ってやりたいが、都のほうも気になる」

「ありがとう。色々教えていただいたので、なんとか頑張ってみます。そなたは詞音を守ってやってください」

「わかった。では、さらばだ」

　有恒は短く答え、その直後、すうっと闇に溶けるように姿を消した。

　隠おん形ぎようを使ったのだろう。

　黒鋼が強めた結界をなんなく破り、簡単にこの里に出入りしたのを見ても、有恒の強さが並大抵ではないと知れる。

　こちらはこちらで頑張るだけだ。

　黒鋼様が戻るまで、絶対にこの里を守らねばならぬ。

　そうして清良は、新たな決意を漲みなぎらせたのだ。
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　有恒から得た情報が現実のものとなったのは、三日後の大潮の日だった。

「清良様、来ました！」

　見張り台からの急報を受けて、清良は陸地側が見渡せる場所まで走った。

　ちょうど引き潮が始まり、陸との間には、ところどころ尖った岩が顔を出している。

　そして陸側の狭い砂浜に、大勢の兵が集まっているのが見えた。

「やはり、陸から来ましたか。しかし、渡ってこられるとは思えないですが」

　事前に忠告してあったので、里に残った者たちが慌てることはなかった。

「とにかく、向こうの出方を見て、すぐに応戦を」

「かしこまりました。清良様の指揮に従います」

　威い勢せいのいい返事に、清良は深く頷いた。

　船は出せないはず。徒かちで渡ってきたら、すぐに呪符を飛ばして追い返してやる。

　清良は袂たもとに入れた呪符に手を添そえ、いつでも戦えるように準備した。

　念のために式神を飛ばして見張っていると、一刻ほどしていよいよ敵に動きがある。

　森の中から何かを曳ひきだしているのを見て、清良は眉をひそめた。

　敵の兵たちが運んでいるのは船ではなく、細い丸太を組んだ筏いかだだった。

　狩衣を着た清良は、背筋がひやりとするのを覚えた。

　何かよくない予感がする。

　船より吃きつ水すいの浅い筏なら、海面すれすれの岩場を越えられるかもしれない。わざわざ引き潮の時間を狙ったのは、潮で流されないようにするためだろう。

　兵たちは四人ずつ筏に乗って、左右に長い舵かじ取とりの棒を突き刺しながら、じりじりと距離を稼かせいでいた。

「くそっ、あんな方法があったとは！」

　横に立っていた壮そう年ねんの里人が悔しげな声を放つ。

　しかし、筏が順調に進んでいたのは途中までで、急に動きが止まってしまう。他の筏も同じように、次々に動かなくなった。

「ははは、やっぱり立ち往生してやがる。あんなにたくさん筏を繰り出して、ご苦労なことだ」

　隣に立つ男たちは、高笑いを始めるが、清良はますます不審を覚えた。

　あまりにもおかしな動きだ。

　そして、さらに半刻ほど経った時、清良の不安は現実のものとなった。

　筏は兵を乗せるために用意されたものではなかったのだ。次々に岩に引っかかる感じで動きを止めた筏は、しまいには数珠じゆず繫つなぎになって、海に架かけられた橋と化した。

「皆、応戦の準備を！　弱い者たちをなるべく安全な場所へやって！」

　清良は必死に叫さけんだ。

　そのせつな、陸地の森の中からわらわらと大勢の兵が飛び出してくる。

　弓や槍、剣を持った兵が、筏の橋を渡っていっせいに攻め寄せてきた。

　この力寄せの前には、結界も役に立たない。

　清良は少しでも兵の動きを止めようと、高台から次々に呪符を飛ばした。

　けれども兵は百や二百といった数ではなく、五百、いや千近くの数に達している。呪符で倒せる兵はごく僅か。里側の浜に達した兵は、そこからさっと散開し、崖に取りつく者、森に消える者までいて、手の付けようがなくなった。

　ありったけの霊力を注ぎ込めば、もっと大きな技わざが使える。しかし、逃げ惑っている里人を巻き込む恐れがあった。

　しばらくして、森の小径からひとりの男が青い顔で駆け戻ってきた。

「清良様！　年寄りと子供が大勢、捕とらえられてしまいました！　助けに行った時はもう奴らが隠れ場所に入り込んでて……も、申し訳ありません！」

「捕らえられただと？　婆様は？」

　清良は急き込んで訊ね返した。

「婆様には、澪殿がついております。今のところは無事かと。しかし、敵兵は捕らえた者たちを人ひと質じちにして、長おさを出せと要求しております。すぐに出てこなければ、見せしめで、人質をひとりずつ殺すと」

　遣つかいの男は悔しげに口元を歪め、呻くように言う。清良はそっと男の肩を押さえた。

「黒鋼様はいらっしゃらない。それに婆様はご高こう齢れい。ここは、私が代わりを務めましょう」

「しかし、清良様。海での戦いは味方のほうが優勢だと知らせが来ております。勝利まで、あと少しなんです。それに、清良様をむざむざ敵てき陣じんに送り出すような真似はできません！」

　男は激しく首を左右に振る。

「里の者の命が懸かかっている。このまま見殺しにするわけには……。とにかく、この場を収しゆう拾しゆうするためには、私が行くしかありません。この島には誰も攻め込めない。そう過信していたのは油断でしたね。完全にしてやられました。これ以上無益な争いを続けて、命を無駄にしてはなりません。黒鋼様はご無事でいらっしゃる。だから、時を待つのです。きっとこの禍わざわいから抜け出す機会が巡ってくるはず」

　清良は自分自身にも言い聞かせるように、静かに口にした。
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　天狼の里人は抵抗できないよう後ろ手に縛られ、筏の橋を渡って陸へと連れていかれた。幼気な子供たちや、年老いた者が大勢追い立てられていく。

　深手を負った者は何人もいたが、命を落とした者はいないという。それだけが不幸中の幸いだった。

　清良は、徒でいく里人と引き離され、ひとりだけ馬で国司の館まで連行された。

　黒鋼の背に乗って飛んでいった時とは大違いで、つらく苦しい旅だ。

　清良が心配でならなかったのは、その黒鋼のことだった。戦いは優勢だと聞いていたが、それでも安心はできない。

　清良は馬の背に揺られながら両目を閉じ、黒鋼のそばまで飛ばした式神に意識を集中する。脳裏には、瞬く間に海戦の様子が映し出された。

　群ぐん青じようの海に百艘余りの船が、波頭を立てて行き交っていた。

　敵の船は大型で、屈強な武人を大勢乗せている。弓兵が多く、無数の矢が放たれていた。

　天狼の船は小型ゆえ、速さに勝まさっている。敵の船が近づけば、さっと逃げ出し、そのあとまた近づいて雄々しく応戦していた。

　目を引いたのは黒鋼の姿だった。

　巨大な狼となって、虚こ空くうから敵を攻撃している。太い肢で帆柱を蹴ると、船は大きく均きん衡こうを崩し、大勢の兵が海中に投げ出される。銀月が指揮する天狼勢との連係も抜群で、黒鋼に続いて敵に襲いかかっている。

　おそらく黒鋼は隠おん形ぎようを使っているのだろう。里の者には見えていても、敵には正体がわかっていない。

　この分なら、心配することはない。

　清良がそう思った時だった。

　銀月の船に、一本の矢や文ぶみが打ち込まれた。

　銀月は厳しい顔つきで、文に目をとおしている。

「黒鋼様」

　短い呼びかけに応じて、漆黒の狼がさっと甲板に下りてくる。

　黒鋼は着地したと同時に人ひと形がたへと戻り、銀月から文を受け取った。

「くそっ！　今すぐ降こう伏ふくせねば、里の長、清良を真っ先に処しよ刑けいするだと」

　黒鋼は呻くように言いながら、手にした文をぐしゃりと握り潰す。

　空中から見ているしかない清良には、かけるべき言葉もなかった。

　むざむざ里に敵兵を入れてしまったことを、どう詫わびればいいかわからない。

　黒鋼は銀月に何事か耳打ちして、そのあとあっさり降伏の旗を揚あげさせた。

　清良は、はらはらしながら、船の上空を旋せん回かいしていた。

　敵船で、矢での攻撃を止める合図が出されたが、運悪く最後の矢が式神の翼つばさを掠める。

　しまった！

　避けることができず、式神は鷗からただの紙へと変わってしまう。

　清良が最後に視界に収めたのは、銀月が船縁から海中へと身を躍らせた光景だった。

　式神の目を失った清良は、馬上で唇を嚙みしめた。

　黒鋼が降伏したのは、自分たちが人質にされたせいだ。

　記憶が戻り、霊力も安定していたのに、里を守りきれなかった。何もかも自分の力不足だと思うと、情けなさに涙が滲んできそうだった。

　清良はかなり時間をかけて、国司の館まで連れてこられた。

「こっちへ来い。ご国司様がおまえに訊きたいことがあるそうだ」

　乱暴に小こ突づかれて、足がもつれる。

　清良はくっと奥歯を嚙みしめ、縄なわ目めを受けた恥辱を堪えた。

　派手さのみを追求したような館は、かえって安っぽく見える。

　三の皇子との船旅でも、同じような館があった。都に憧れているのに、近寄れない。そんなふうに、どこかもの悲しささえ感じさせる雰囲気だ。

　清良は縄を打たれたまま、この館の奥の間まで行かされた。

「おまえが長とは、またずいぶん若いな。いや、待て……おまえの顔、どこかで……」

　六十を超えた国司は、でっぷり太っており、派手な色合いの狩衣姿。扇おうぎでこれ見よがしに口を隠しながら呟く。そして、しばらくじろじろと清良を眺め回したあと、ぽんと扇を叩いた。

「そうか、思い出した。都だ。おまえは陰陽師だろう。右大臣にお目にかかった時、帰りに陰陽寮に立ち寄った。その折、おまえのことを見かけた気がする。確か、若じやく年ねんで天文博士になった天才だとか……ずいぶん、きれいな顔の者がいると思ったが、あとで、三の皇子がご執心で、西国へも供をしたと聞いた。なるほど、おまえのその顔なら頷ける。三の皇子の船が難破した時行方不明になったはずなのに、生きていたのか。いや、これはいい拾いものだ」

　一度見かけただけにしては、恐ろしい記憶力だ。それだけ都に対する執着が強いのだろう。

　国司はいやらしい笑みを浮かべ、さらにじろじろと舐めるように清良の身体を眺めている。

　裸にされたような不快な気分に襲われ、清良は眉をひそめた。

「あなた方の目的はなんですか？　里の者は何も悪いことをしていない。にもかかわらず、執拗に攻撃を仕掛けてくるのは何故ですか？」

「ほお、縄目に遭っておきながら、ずいぶんと生意気な口をきくものだ。だが、よかろう。その高こう慢まんな態度、悪くはない。教えてやろう。これは全部、右大臣藤ふじ原わらの房ふさ兼かね様のご希望だ。あの里に棲む者に、ご興味がおありなのだ」

　やはり、有恒の言ったとおりだった。陰かげで暗あん躍やくしていたのは、右大臣だったのだ。もしかしたら、三の皇子が襲われたのも、この国司が関係しているかもしれないとの疑念も湧く。

　清良が黙り込んだことで、国司は調子に乗ったように言葉を連ねる。

「なんでも、天狼の里には膨大なお宝が眠っているそうじゃないか。それと、不思議な〝力〟を使う男もいるとか……。まあ、まもなくそやつも、この館まで連れてこられるはずだ」

「！」

　清良はぎくりとなった。

　頼みの綱の黒鋼も、あのあとやはり捕らわれてしまったのだ。

　だとすれば、この窮きゆう地ちをどうやって切り抜ければいいだろう。

　必死に考えていると、国司はまた舌なめずりでもするように清良を眺め始める。

「右大臣に引き渡す前に、一度味見でもしておくか。何しろ、三の皇子を夢中にさせていたという身体だからな。おい、誰ぞ、おらぬか？　この者に湯をつかわせ、寝所まで連れてこい」

　国司の企たくらみを悟さとった清良は、背筋を凍りつかせた。

　国司の発した命令に、さっそく側付きの小者が何人かにじり寄ってくる。

「すぐに用意させます」

　そうして清良は、小者に引き立てられて湯殿へと行かされたのだ。

　清良が強い霊力を持つ陰陽師であることは、事前に知らされていたのだろう。世話をする侍じ女じよたちも非常に用心深く、湯に浸つかる間も、後ろ手に縛られたままだ。

　おまけに湯から上がって夜用の単を着せられ、向かった先は国司が私的に使う対屋だった。

　渡殿から中へ入ったと同時に、清良は目を細めた。

　対屋の壁かべや蔀戸など、ありとあらゆる場所に、魔ま除よけの札が貼はりつけてある。相当霊力のある陰陽師が作ったものらしく、室内は異様に息苦しかった。

　そのうえ、さらに首と両手首、両足首に〝力〟を封じる効果のある数珠じゆず状の枷かせをつけられる。

　これでは、さすがに動きようがない。

　清良は侍女から側付きの男の手に引き渡され、褥の上に無理やり座らされた。

　しばらくして、夜着に着替えた国司が、太い腹を揺すりながら近づいてくる。

「おい、暴れるかもしれんから、おまえたちも手伝え。こやつを押さえておくのだ」

「はっ、かしこまりました」

　命に応じたのは、護衛も務めているらしい屈強な男、ふたりだった。

　手を縛られた状態で、両側から身体を押さえつけられて、身動きひとつできなくなる。

　国司が下げ卑びた笑みを浮かべながら、足元に座り込む。

　夜着の裾すそをめくられて、清良は思わず身をすくめた。

　だが、その時、ふいに頭の中に真っ白な閃せん光こうが走った。

　暗い夜空に、圧倒的な眩しさで光り輝く星が、突然出現したかのようだ。

　まさか、黒鋼様？

　黒鋼の意識は通常ではあり得ないほどに力強く、魔除けの札をなんなく通り抜けてきたのだ。

　そう知覚したとたん、清良の脳裏で黒鋼の姿が鮮せん明めいに映し出される。

　地下に造られた牢ろう内で、黒鋼は両手首に太い枷を塡はめられて、天井から吊つるされていた。枷だけではなく、首と足首にも清良と同じ霊力封じの数珠が付けられている。剝き出しの逞しい上半身には、無数に傷がつき、血が滴したたっていた。

　鉄てつ格ごう子しのある狭い檻おりがいくつも並んでおり、中には他の仲間たちが押し込められていた。

「おかしな〝力〟を使って暴れるなよ？　おまえが少しでも動いたら、すぐに仲間を全員串刺しにする」

「さあ、さっさと秘密を吐け！」

　牢番が下卑た笑い声を響かせながら、太い鞭むちで黒鋼を力一杯打ち据すえていた。

　いやな音を立てて鎖くさりがきしみ、黒鋼の身体が左右に大きく揺ゆれる。

　血ち飛沫しぶきが飛んでいるものの、黒鋼は平気な顔で、牢番たちを見下ろしていた。

　国司の兵は卑ひ怯きようにも、人質を盾たてにして黒鋼の動きを封じているのだ。

　まぶたの裏が真っ赤になるほど、強い怒りにとらわれる。

　清良は黒鋼が責め立てられる様を見ながら、奥歯を嚙みしめた。

　こんなことで、黒鋼様が傷つくはずがない。

　だが、牢内に気を取られていた清良は、次の瞬間、びくっとすくみ上がった。

　いつの間にか国司が近くまで忍び寄り、素肌をいやらしく撫でられたのだ。

「やっ、やめろ」

「おまえはすでに囚とらわれの身。右大臣様から、おまえたちのような化け物の扱い方はしっかりとお聞きしている。その枷があれば、おかしな真似はできまい？　この部屋にも、法師どもに作らせた魔除けをたくさん貼ってある」

　念の入ったやりように、清良は無言で国司を睨みつけた。

　有恒が危き惧ぐしたとおり、何もかも右大臣の指示だったのだ。

　翡翠の鉱脈も欲していただろうが、本当の目的は、黒鋼を捕らえることだろう。

　捕らえて殺すためではない。殺すつもりなら、わざわざ牢内に吊るしたりはしない。

　右大臣は、強い〝力〟を持つ妖あやかしに興味があると言っていた。きっと黒鋼の〝力〟に目をつけ、使し役えきしようとしているのだ。

「さあ、そんな顔をせず、わしにも楽しませろ。ん？」

　国司は涎よだれを垂らしながら、清良の胸に口を寄せてくる。

　撫で回されただけでも吐き気がしそうなのに、とうとう乳首を舌で舐め上げられる。

「くっ」

　こんなことで屈くつ服ぷくするものかと思うのに、おぞましさで全身に鳥とり肌はだが立った。

「ずいぶんと可愛らしい粒だ。たっぷりこねくり回してやろう」

　国司は宣言どおりに、清良の乳首を指と舌で嬲り始める。

　清良はぎゅっと目を閉じて、いやらしい感触に耐えた。

　だが、視界を塞いだことで、また黒鋼の様子が見えてしまう。

　霊力を封じられているはずなのに、鞭で揺れる黒鋼の像は鮮明だった。

　揺らされた身体から、また血飛沫が飛んでいる。

「黒鋼様を放せ！」

「さもないと、おまえたちに禍が降りかかるぞ！」

　鉄格子越ごしに、仲間たちが口々に叫さけんでいる。

「うるさい！　黙れ！　先に殺されたいのか？」

　怒った牢番は、いきなり格子の隙間から槍を突き入れた。

　仲間のひとりが腕を刺され、がくっと仰のけ反る。

「やめろ。それ以上俺の仲間を傷つけることは許さん！」

　冷え冷えした声を発したのは、黒鋼だった。

　牢番たちは虚きよを衝つかれたように振り返る。まさか、こんなぼろぼろにされた人間が、威い厳げんたっぷりに命令するとは、信じられなかったのだろう。

　けれども、動きが止まったのは一瞬で、牢番はさらに力強く鞭を振り上げる。

　そして他の牢番は、面白そうに、何度も格子の隙間に槍を突き入れた。

　牢内は狭く、槍から逃げる隙間もない。何人も血だらけにされて、黒鋼が怒りを爆ばく発はつさせた。

「やめろ！　仲間は殺さないと約束したはずだ。俺に何かさせたいなら、国司を呼んで来い。言っておくが、こんな枷で俺を縛れると思うな。その気になれば、いくらでも引き千切れる。おまえたちの息の根を止めるのも、造作もないことだ」

　腹の底から怒りを迸ほとばしらせた黒鋼に、牢番は怯えたように震えていた。

　だが、清良にも危険が迫せまっていた。

　国司は身体中を舐め回し、とうとう花芯にも触れてくる。

　ぎゅっと容赦ない力で握にぎられ、清良は思わず呻き声を漏らした。

「くっ」

　国司の指は後孔にも伸びて、無理やり乾かわいた場所にねじ込まれる。

　感覚を封じて堪えようとしても、おぞましさは消えない。思わず助けを呼びたくなるのを、清良は必死に堪えた。

　国司は赤黒く醜みにくいものをさらし、腰こしをかかえてくる。

　ぬるりと蕾に擦りつけられる感触で、清良はとうとう悲鳴を上げた。

「いやだ！　やめろ……っ！」

　その瞬間、牢内でも清良に同調したように、黒鋼が怒りの声を上げる。

　──清良を放せ！　俺の番つがいに触れるな！

　叫んだせつな、黒鋼は鎖を引き千切った。

　床に飛び下りた黒鋼を見て、牢番たちが悲鳴を上げる。

「こ、殺せ！　殺せ！　皆殺しにしろ！」

　叫び声に応じて、外から何十人もの兵がなだれ込んでくる。

「牢の中の奴らも全部刺し殺せ！」

「皆殺しにしてしまえ！」

　黒鋼はそれでも動きを止めなかった。

　槍を突き出しながら群がる敵兵を、うるさそうに素す手ででなぎ倒し、ゆっくり歩を進める。

　牢内は阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄と化していた。

　──清良！

　黒鋼が呼ぶのはただひとりの名前だ。今まで仲間のために我慢に我慢を重ねていたのに、自分が助けてほしいと願ったせいで、怒りを止められなくなったのだ。

　駄目っ、今は堪えて！

　私は大丈夫だから、こっちに来ては駄目！

　このままでは殺されてしまうから、来ては駄目！

　必死の願いもむなしく、黒鋼は清良という番つがいを優先してしまう。

　自分の命も、仲間さえも見捨てて、清良を助けに来ようとしている。

　駄目だ。このままでは、黒鋼様が死んでしまう。魔ま除よけの札では黒鋼を止められない。でも、この部屋に乱入すれば、国司は必ず清良を盾にする。もし喉元に刃を突きつけられれば、黒鋼はきっと抵抗しない。

　いくら黒鋼が強くても、このままでは殺されてしまう。

　駄目だ。絶対に駄目。ここに来てはいけない。

　黒鋼様を止めなくては！

　かっと胸が燃えるように熱くなった。

　国司は何も気づかず、のしかかってこようとしている。

　清良の中で何かが、パキンと音を立てて壊れた。まるで高所から脆もろい茶器を落としたように、粉々に砕け散る。

　身内の熱がさらに熱くなり、まるで火山のように噴き上がってくる。

　身体中から紅蓮の炎が噴き上がり、あっという間にあたりを焼き尽くした。

　国司が、顔を押さえ、ぎゃあっと叫ぶ。そばにいた護衛も炎に焼かれて、転げ回る。

　自らが噴き上げた炎の中で、清良はむくりと身体を起こした。手て枷かせは炎とともに、とっくに溶け崩れている。

「……止めなければ……黒鋼様を止めなければ……」

　自分でも何を話しているのか、わからなかった。

　清良はただ、自分を待つ者のもとへ行かなければと、その一念だけに支配されていた。

　あちこちで火が噴き上がり、赤い炎が館を舐めるように燃やしていく。

　清良の足取りは頼りなかった。でも、ゆらりゆらりとふらつきながらも真っ直ぐに歩を進めていく。

　一歩踏み出すごとに、どこかで炎が噴き上がった。

　半裸の清良は、紅蓮の炎に包まれている。髪が逆立ち、頭部に二本、角が生えたような姿で、凄せい絶ぜつな笑みを浮かべていた。

　この世のものとも思えぬ美しさと残ざん酷こくさを併あわせ持つ姿だ。紅蓮の炎を吐く獣が何頭も、嬉しげに清良のまわりを駆け巡っているようだった。

　赤い獣たちが喜びの炎を吐くたびに、館が燃え上がる。

　──黒鋼様……。

　清良は心を失ったように、愛しい人の名前だけを呼んだ。

　その時、どこからともなく漆黒の巨大な狼が駆け寄ってきた。毛先だけが銀色の狼だ。

　──……狼……。

　清良のまわりで嬉しげに駆け回っていた赤一色の獣たちが、漆黒の狼に向かっていっせいに駆け出していく。

　狼は清良の前まで達したところで動きを止めた。

　その直後、巨大な狼の姿が揺らめいて、長身の逞しい人ひと形がたとなる。

「清良、もういい。終わった。もういいんだ」

　黒鋼はそう言って清良をしっかりと抱きしめた。

「……黒鋼様？」

「そうだ。俺だ」

「……よか、った……ご無事で……。でも、許して……私はやっぱり鬼おにだった。鬼になってしまいました」

「鬼なものか。おまえは俺の番つがい。美しい、炎の女神の化け身しんだ」

　黒鋼は宥なだめるように言うが、清良は童のように大粒の涙をこぼしながらかぶりを振った。

「噓だ。だって、私が女神の化身なら、里の者を救えたはず。牢に囚われていた者たちは、皆殺されてしまったのでしょう？」

「心配するな。あれぐらいでくたばるような奴らじゃない。それに、銀月が手勢を率いて、皆を助け出している頃だ」

　黒鋼は清良の濡れた頰に指を当て、優しく涙を拭う。

「本当に？　本当に、皆、無事なのですか？」

「ああ」

　力強く答える黒鋼に、清良は再び涙を溢れさせた。たまらず縋りつくと、さらにしっかりと抱きしめられる。

　黒鋼の腕の中で、清良はすうっと意識を失った。
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　心地よい温もりの中で、清良はゆっくり覚かく醒せいした。

　ふと気づけば、天狼の里の館で黒鋼の胸に顔を埋めて寝ていたようだ。

「目が覚めたか？」

　優しい声が耳に届き、清良はほうっと息を吐き出した。

　何もかも夢だったようにも思うが、今の清良にはわかっていた。

「私は、人ではなかったのですね。……赤い獣になってました」

　清良の言葉に黒鋼は目を細めた。

「ああ、そうだ。あれこそが、おまえの本当の姿だ」

　人ではないと言われても、今なら素直に受け入れられる。

「すべて……はっきりと思い出しました。幼い時、父が封印を施したのです。私は……自分が鬼になってしまうのではないかと、ひどく怯えて……だから父が、都では、あれは必要ない力だ。封じておこう。そう言って、私の胸に印を刻んだ」

　そこまで言って、清良は再び深い息をつく。

　黒鋼は根気よく、話の続きを待っていた。

「父は、もし封印が解けるようなことがあれば、自分で封じればいい。よけいなことは忘れてしまうのが一番だと、幼い私に教え込みました。だから私は、船が難破した時、無意識で父の教えを実行した。何もかも忘れるのが一番いい。忘れてしまえば、鬼にならずにすむと……」

「おまえが記憶をなくしたのは、施した封印が強すぎたせいだろう」

「黒鋼様は、何もかもわかっておいでだったのですね？」

「おまえが自ら記憶を封じたことはわかっていた。深く眠り込んでいるのと同じ状態になっていたのだ。無理やり目覚めさせることもできたが、おまえの心に傷が残るかもしれない。そんな危険は冒おかせないから、おまえが自然に目覚めるのを待つことにした」

　黒鋼の優しさを思うと、胸が震える。

「黒鋼様は何度も私の夢の中に出てきて、早く戻って来いと、呼びかけてくださった」

「ああ、いつか、おまえが俺のもとに戻ってくることは、わかっていた。俺にとっては、おまえだけが番つがい。だからこそ、子供の頃からおまえが戻ってくるのを待ち続けていたのだ」

　ぽつりと放たれた言葉に、清良は目を見開いた。

「もしかして、子供の頃、櫻の枝から飛び下りたりしませんでしたか？　狼の姿で」

　黒鋼は、にやりとした笑みを浮かべる。

「あの頃は、俺もまだ小さかったし、里も平和だった。俺は見つけた番つがいの様子が知りたくて、時折こっそりと、龍脈を使って様子を見にいっていたんだ。しかし、封印が施されたあと、おまえにはまったく俺の姿が見えなくなった。それから間もなく先の長が亡くなって、俺が里を守らなくてはならなくなった。よからぬ輩やからが里にちょっかいをかけてくるようになったのも、その頃からだ。俺はそうそう里を留守にするわけにもいかなくなった。だから、長い年月が過ぎ、おまえが西に向かって旅立つことを知った時、俺は思わず舞い上がった」

「それで、私を呼んでくださったのですね。なのに私は空耳だとばかり……あっ、もしかして、三の皇子が無体な真似をなさろうとした時、助けに来てくださったのも」

「おまえが里に来るのを待ちきれず、様子を見ていたのだ。あの皇子、俺のものに手を出そうとは、とんでもない奴だ」

　黒鋼は精悍な顔をしかめ、怒ったように言う。

　けれども、清良はあの時のことを思い出すと、微笑まずにはいられなかった。

　何も知らなかったとはいえ、三の皇子も不運だとしか言えない。

「でも、黒鋼様。私が女神の〝力〟を受け継いでいることはわかりましたけど、すごく恐ろしい姿になってませんでしたか？　それこそ鬼のような形相で」

　自分がどのような姿だったのか、想像すると恥ずかしくなる。だから、確かめずにはいられなかった。

「心配するな。おまえは美しかった。炎をまといつかせているおまえを見て、惚れ直したぐらいだ」

　てらいもなくそんな言葉をかけられて、清良は思わず真っ赤になった。

「く、黒鋼様……っ」

「今回の騒ぎは俺の油断が招いた結果だ。まさか直接ここを襲ってくるとはな」

「里人は皆、無事だったのですか？」

「ああ、この館もだいぶ壊されたが、婆も澪も無事だった。俺はおまえを連れてひと足先に戻ってきたが、捕らえられた者たちは、銀月が助け出した。国司の館はおまえが丸焼けにしたし、今度という今度は連中も懲りただろう。裏で糸を引いていたらしい右大臣も、これで諦めるはずだ。俺ひとりじゃない。この里には、おまえという最強の存在もいるのだからな」

「私が？」

「そうだ。他に誰がいる？　でも安心しろ。おまえにあの〝力〟はもう使わせない。その前に俺が全部片付ける。だから、おまえは俺のそばにいてくれるだけでいい」

　過か剰じように強い〝力〟など欲していない。自分の中にどんなに強い〝力〟が眠っていようと、それを使うのは黒鋼のためだけだ。他にはいっさい使わないほうがいい。

　黒鋼は、清良の戸惑いや恐れをすべて理解したうえで、〝力〟など使わせないと言ってくれたのだ。

　その気持ちが嬉しくて、涙が溢れてきそうだった。それでも、まだ一いち抹まつの不安が残っている。

「本当に、右大臣はもう手を引いてくれるでしょうか？」

　清良の知る右大臣、藤原房兼は、人を思うがままに操あやつることにかけては、右に出る者がいないほど恐ろしい相手だ。

「右大臣には釘を刺しておく必要があるだろうな。おまえと一緒に都へ行こう」

「都へ？」

「ああ、おまえも弟に会いたいだろう」

　清良はこくりと頷いた。

　天狼の里の問題以外で気になるのは、自分を待ち続けてくれている詞音のことだけだ。

　黒鋼がそこまでわかっていてくれることも、嬉しかった。

「他に何か訊きたいことはあるか？」

「え？」

「ないなら、おまえを抱かせろ」

　食い入るように見つめられ、清良はひときわ大きく胸を高鳴らせた。

「黒鋼、様……」

　甘えるように、黒鋼に擦り寄ると、しっかりと抱きしめられる。

「清良。おまえだけだ」

　黒鋼は清良の両頰を挟はさみ込み、そっと唇を塞いだ。

「んぅ……く、ふ……」

　しっとり表面を撫でるように舌を使われ、清良は甘い喘ぎを漏らす。

　舌を挿し込まれ、清良のほうからも細い腕を黒鋼の首に巻きつけた。

　黒鋼は舌で口中をくまなく探り、そのあとたっぷりと絡めてきた。

　こんなふうに口づけられると、すぐに身体が熱くなってしまう。

　黒鋼は唇を塞いだまま、性急に清良の夜着を脱がせ、あらわになった胸を撫で回した。

「ん、ぅ、んっ」

　胸の尖りを摘つままれ、いいようにこねられる。

　刺激を受けるたびに、清良は淫らに腰をくねらせた。

「清良……」

　口づけをほどいた黒鋼は、次に胸の赤い粒つぶを口に含む。

　ちゅくりと吸い上げながら、下肢にもそっと手を滑らせてきた。

「や……んんっ」

　腿の内側に手を入れられて、大胆に足を開かされる。

　たったそれだけのことで、清良は無意識のうちに小さく腰を突き上げる。

　黒鋼はかすかに笑いながら、胸から腹、そしてさらにその下へと舌で舐め上げていった。

「清良はどこを舐めても極上の甘さだ」

「あっ、……ん」

　黒鋼はさらに舌先を下降させ、平らな腹、それから小さな臍の窪みまで舌を入れてくる。

　もっと直接的な愛撫が欲しいのに、焦らされてばかりで、清良は我慢できずに腰を揺らした。

「黒鋼様……いやだ……早く……っ」

　肌を少し舐められただけで、花芯が張りつめ、愛撫を待ち焦がれるように震えている。

　黒鋼はそれ以上焦らすことなく、熱く息づく先端をそっと口に含んだ。

「ああっ」

　甘い嬌きよう声せいが迸ほとばしり、黒鋼の口に含まれたものも、どくりと強く反応する。

　黒鋼は根元まで咥え、それから口を窄すぼめて擦り上げてきた。

「あ、……んっ」

　先端から蜜が溢れ、黒鋼は甘さをたっぷり味わうように舌先で舐め取る。

　くびれや幹にも丁寧に舌を這わされて、同時に、感じやすい胸の粒も指でくりくりとこね回された。

「やっ、ああ……っ」

　あまりの気持ちよさに、清良は激しく首を振った。

　すると黒鋼は、我慢がきかなくなったように、口を離し、清良の腰をつかんでうつ伏せにする。

「清良。ここもすべすべだな」

　黒鋼は感じ入ったように言いながら、双丘を撫で回した。

「や、……ん」

　甘い声を上げると、黒鋼は固く閉じた窄まりを指で探ってくる。

　ゆっくり窺うように指を往復させ、それから舌をねっとりと這わせてきた。

「あ、……っ、んん……ぅ」

　黒鋼の愛撫に身を委ねた清良は、連続して甘い声を上げた。

　いくらも経たないうちに、一気に極めてしまいそうになる。

「く、黒鋼……様っ……もう、我慢できな……は、早く……っ」

　清良は恥ずかしげもなく、催さい促そくするように腰を揺らした。

「早いな」

　黒鋼は含み笑うように言いながら、清良の腰に両手を当てた。体勢を入れ換かえただけではなく、さらに上まで持ち上げられ、足を開いて黒鋼に腰かけるような格好にさせられる。

「な、何を……？」

「こうやって、向かい合わせで入れればいい。俺の上に腰かければ自然に受け入れられる」

　恥ずかしいことを言われ、清良はかっと頰を染めた。

「もう待ちきれん。早く俺をおまえの中に迎え入れてくれ」

　甘い声で囁かれ、清良は小刻みに身体を震わせた。

　自分から黒鋼を迎え入れるなど、恥ずかしくてたまらない。懸命に足を広げ、濡れそぼった蕾に、獰猛なものを宛がった。

「あ……んっ」

「清良、さあ、もっと深く腰を落としてみろ……」

「そんなこと……っ」

　びくりと震えた清良に、黒鋼は宥めるように声をかけてくる。

「自分で加減したほうがいいだろう？」

「い、いや」

「さあ、清良。おまえの中に入れさせてくれ」

　甘く蕩けるような声でそそのかされ、清良はとうとう身体の力を抜いた。

　獰猛な男根が、狭い場所を無理やり広げて押し入ってくる。

　太い先端で敏感な内壁を擦り上げながら、容赦なく最奥まで進んでくる。

「あ、あぁ……ん……ぅ」

　清良は甘い呻きを上げながら、逞しいものを最後までのみ込んだ。

「全部咥えたな。おまえの中が熱くうねっている」　>>>♥

　黒鋼はそんなことを言いながら、ぐいっと清良の腰を捻ひねる。

「やあ、あっ」

　ひときわ強い快感にとらわれて、清良は悲鳴を上げた。

　だが黒鋼はさらに連続して腰を突き上げてくる。

「おまえだけだ、清良。何があっても離さない」

「ああっ、ん……、く、黒鋼、様……っ」

「おまえは運命の番つがい。永遠に俺のものだ」

「あぅ、んんっ、わ、私は一生、……ああっ、く、黒鋼様のおそばに……っ」

　あとはもう言葉にならなかった。

　太いもので最奥を激しく突かれ、思うさま搔き回されて、運命で結ばれた番つがいと、悦よろこびを分かち合うだけだった。
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　陰陽寮の役所は大だい内だい裏りの中にある。土つち御み門かどの屋敷はここから近いので、詞音はきっと俥くるまを使わないだろう。

　黒鋼とともに龍脈をとおって都へと戻った清良は、大内裏の門から少し離れた場所で、弟が出てくるのを待っていた。

　黒鋼の目的は、右大臣と話をつけることだ。もう二度と天狼の里に手出しをしないように、脅おどしてやると言っている。

　清良が死んだものと思っている三の皇子にも挨拶せねばならぬだろう。

　しかし、まずは弟に会うのが先だ。

　黒鋼はすっきりとした狩衣姿。力強い美しさに満ち、もし宮中に出仕すれば、女によう房ぼうたちがこぞって熱を上げそうな貴公子ぶりだ。

　その黒鋼と肩を並べた清良も、やわらかな色合いの狩衣を身につけていた。

　通りで所在なく佇たたずんでいると、あちこちから小鬼を筆頭に、小物の妖あやかしがまとわりついてくる。

　大勢の者が棲まう都には、こうした妖あやかしも多く棲みついているのだ。

　最初のうち黒鋼は、それらのもののしたいようにさせていたが、あまりの多さに閉口したように顔をしかめる。

「うるさい。散れ！」

　低く呟いたとたん、小物たちは慌てたように逃げていった。

　清良は微笑みながら、長身の黒鋼を見上げた。

「なんだ、どうした？」

「いえ、黒鋼様のそのお姿、ずっと以前から都に棲んでいるように思えて」

「ここは賑やかすぎる。人だけじゃない。妖あやかしもうじゃうじゃと、うるさい」

「でも、しばらくは我慢してくださいね」

「わかっている。おまえのためだ。それに、あの妖狐、おまえの弟にくっついているのだろう。どうなっているか、確かめておかねば」

　黒鋼の言い方は、まるで実の弟を案じているようだ。

　清良がくすりと笑いそうになった時、突然甲高い声が響ひびいた。

「あ、……兄上……っ、兄上！」

　詞音が夢中で駆け寄ってくる。そうして、必死な様子で抱きついてきた。

　後ろから詞音を守るようについてきたのは、あの妖狐、藤原有恒だ。こちらは詞音よりさらに立派な狩衣姿だ。

「詞音……心配をかけた。すまない」

　清良は心から謝った。

「兄上、よくぞ、ご無事で！　ああ、信じていました。兄上は絶対にご無事だと！　いつかきっと帰っていらっしゃると！」

　詞音が涙を溢れさせ、清良も涙を滲ませる。

　詞音は童のように、清良に縋って泣き続けた。　>>>♥

　だが、しばらくして、ようやく落ち着いたようで、恥ずかしげに頰を染める。

「あ、兄上……その、実は……」

　詞音が何やら言い訳しそうなのを遮さえぎって、清良は妖狐の有恒に頭を下げた。

「そなたには世話になった。わざわざ迎えに来てくれたこと、改めて礼を言う。詞音のことも守ってくれたのだろう。このとおりだ」

「俺からも礼を言おう。清良が世話になった」

　黒鋼がそう言って、頭を下げる。

　内心では渋々なのだが、それを表に出すことはない。

　成り行きを知らない詞音は、清良を含め三人の様子を見比べ、首を傾げている。

「とにかく、長い話になりそうだ。いったん屋敷へ戻ろう」

「はい、そうですね」

　清良の提案に、詞音が明るい声を上げる。

　ゆっくり通りを歩き出すと、詞音の足元に小鬼がいっぱい戯たわむれかかっていた。

　神しん狼ろうの黒鋼、妖狐の有恒、それに炎の女神の化身と、高位の存在が揃った中では、詞音が一番甘やかしてくれると思ったのだろう。

「うるさいぞ、おまえたち。この人は俺の番つがいだ。気やすく触れるな。散れ！」

　だが、有恒が発したひと言で、小鬼たちが蜘蛛くもの子を散らすように逃げ出していく。

　真っ赤になって俯うつむく詞音に、清良はやわらかな笑みを浮かべた。

　そばには最愛の黒鋼がしっかりと自分を守るように立っている。

　逢おう魔まが時にはまだ少し間がある。

　都には、きれいな夕陽が射していた。





──　終　──　












　あとがき




『天狼の花嫁』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　本作は『妖狐に嫁入り～平安あやかし奇譚～』に続く、主人公を変えてのスピンオフ作品です。タイトルから「平安あやかし奇譚」が抜けましたが、平安風の世界観は同じで、また前作のキャラも登場しております。どちらからお読みいただいても大丈夫かと思いますので、ご興味のある方は『妖狐に嫁入り』のほうも、ぜひよろしくお願いします。

　さて、前回もお断りしたのですが、本作はあくまで平安時代風な話です。装束やら陰陽術やら、色々とマイ設定になっておりますので、お許しいただければと思います。前回作品のご感想で「烏帽子えぼし被ってないって、どういうこと？」等々、お叱りも受けました。お答えは、「詞し音おんには烏帽子がイマイチ似合わないと思いまして……」こんな感じですので、雰囲気のみ平安ということで、よろしくお願いします。言い訳しているうちに、ふと思い出しました。今回の舞台はほとんどが田舎で、都の様子とかも出てこなかったですね。いつになるかはわかりませんが、本格的な王朝ものなども書いてみたいです。

　本作のもふもふ担当は、「天狼」の黒くろ鋼がね様。プロットの段階では「黒狼」だったのですが、読み方を「くろおおかみ」にするか「こくろう」にするかで悩みました。タイトルに入れた時、「くろおおかみ」はなんとなく間延びするし、「こくろう」ではわかりにくい。色々ぐるぐるした結果、最終的に「天狼」になりました。「黒狼」よりちょっと高位な感じがして、よかったかなと自己満足。黒鋼様が派手に暴れ回るシーン、本当はもっと書きたかったのですがページ数の関係で断念。そこは少し残念です。機会があればリベンジしたいです。

　主人公の清きよ良らは、前作のダメダメな弟・詞音と違って、天才陰陽師という設定です。イメージ、クールビューティーだったのですが、六りく芦ろかえで先生に、とってもステキに描いていただきました。黒鋼もほんとにかっこよくて、キャララフをいただいた時から、ずっと興奮状態が続いております。出来上がりがほんとに楽しみ。六芦先生、本当にありがとうございました。

　お世話になりました担当様、制作に携わってくださった方々も、ありがとうございます。

　最後になってしまいましたが、いつも応援してくださる読者様、そして本書が初めての読者様も、本当にありがとうございました。ご感想、ご意見などいただければ、次回作への活力となります。心よりお待ちしておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。
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